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　序章




　脳みそを吹ふき飛ばされたからだろうか。

　いまどこに立っているのか分からない。

　足あし下もとには、暗雲がドライアイスの煙けむりのようにもわもわとうごめいている。下から湧わき立ってきているようだ。見た目に反し、わずかに足が沈しずむばかりで感かん触しよくはしっかりとしている。

　視線をあげると黒が続いていた。果てがないと直感的に思うほどの深い闇やみだ。あたりを見み渡わたしても、誰だれもいない。ここにいるのは俺一人のようだ。

　──出口は？

　どこかに閉じ込められているのだと思った。

　上はどうなっている。

　見上げるとかすかな視界を作っている光源があった。テレビで観たアラスカのオーロラのように、帯状の光がなびきながら淡あわい緑の光を俺に注いでいる。

「ようこそ」

「うおっ！」

　振ふり返ると背後に女がいた。

　身につけている薄うす手での白いローブよりも透すき通っているように見えるほどの肌はだ。女は数あま多たの宝ほう飾しよく品ひんで飾かざっていたが、何より黄金の髪かみがもっとも煌きらめきが強い。

　俺はたじろいだ。

　……この女、なんか光ってないか？

　手品の類たぐいかとも思ったが、体全体から放たれる光に不自然さはない。神秘的な存在がそこにいた。

「……よ、よう。あんた誰だ？　気付いたらここに立っていて、何が何やらさっぱり分からないんだ」

　女は、はあ、とわざとらしく息を吐はいた。

「不ぶ躾しつけですね、鵜う印いん勝まさる。初対面の人間には礼れい儀ぎ正しくしなければならないと小学校で習いませんでしたか？　まあ──」

　女があげた右手に従うかのように、暗雲が渦うずを巻いて盛り上がり始めた。

「もっとも、私は人間ではありませんが」

「おお……」

　山の形になった雲の先がぷっつりと切れて中空に浮うかぶと、女の手の平の上までふわふわと移動した。そして、凝ぎよう縮しゆくして体積を減らしていくと、あるものを形作った。

　……。

　……俺じゃねーか。

「私は更こう生せいの女神、アドラミール。貴方あなたに正しき道を歩む機会を与あたえに来ました」

　アドラミールと名乗った女は、手の平の上にいる雲の俺の頭をさすった。

「女神だって？」

「ええ、その通りです」

「ふーん」

「……もっと驚おどろくかと思いましたが」

「ここがどこだか分からないとは言ったが、死んだときのことは覚えているからな。薄うす々うす、天国か地じ獄ごくに来てるんじゃないかとは思ったよ」

　はは、と笑いを吐いた。

　俺はさっき死んだのだ。あれは幻げん覚かくや記き憶おくの混こん濁だくなんかじゃない。

　自分の頭の一部がなくなる感覚をはっきりと覚えている。

　小さく肩かたを揺ゆらしながら女神が笑った。顔をしかめた俺に気も留めず、続ける。

「貴方は生前、ギャンブルに熱中していましたね。それも並々ならぬ入れ込みようだった……」

　雲の俺は学ランを着ている。スツールに腰こしかけて、同じく雲でできたスロットマシンを回していた。こうやって外から見てみると高校生がスロットマシンの前にいるのは異様な光景だ。

　そう。確かに俺はスロットをやっていた。

　表札も看板もない、見るからに怪あやしげな雑居ビルの一室にある違い法ほうスロット店にいた。いわゆる裏スロというやつだ。一いつ般ぱんのレートより20倍も高い。スロットの１回転に20回分が凝縮されたようなものだ。

「それで破産するならまだ良かったんです。ところが、貴方には溢あふれんばかりのギャンブルの才能があった。全戦無敗、連戦連勝……」

　雲の俺は、今度はテーブルの上のトランプをぺらぺらとめくっている。

　ポーカーだ。裏スロの常連となった俺は、他の客と懇こん意いになり、さらにレートの高いギャンブルに誘さそわれた。

　それが裏カジノだった。

「裏カジノでも貴方は勝った。勝って勝って、勝ちまくり……」

　足を踏ふみ入れたときは心が躍おどった。日本にカジノはない。本場のラスベガスでは、プロのギャンブラーや金持ちたちが日夜様々なギャンブルに興じている。

「──そして、ヤクザの代打ちをするところまでいった」

　俺は金が欲しかったわけじゃない。ヤクザの代打ちという非日常には、本当のスリルと興奮があると、そのときは思った。

「代打ちという大役を担になっても、貴方はまったく動じず、いつも通りのプレイングをした……」

　相手のヤクザも代打ちを立てていた。

　ギャンブルの場に学ランを着るようにしていたのは、対面したプレイヤーが多少なりとも必ず動どう揺ようするからだ。なんでこんなところに高校生がいる、と思わせれば相手の思考に波を作ることができる。そこを起点にして、とことんつけ入って、崩くずす……。

　できる限りのことを尽つくして、これまで勝ってきた。絶対に勝つつもりでやらなければ、真のギャンブルにはなり得ないからだ。

　相手のヤクザの代打ちにも、俺のそれまでのセオリーは通用した。

「負けておいてもよかった勝負だったはずです」

　相手は界かい隈わいを賑にぎわせていたチンピラ集団で、無茶をしてまわっている危険な奴やつらだった。それこそ勝負の結果なんて無視して報復してくることも予見できたのは、女神の言う通りだ。俺を雇やとっていたヤクザは仁義のある奴らで、俺が負けたとしても、その責任を俺に求めたりしてくることはなかっただろう。

　相手の代打ちはイカサマを仕込んでいたが、それすらも俺は看破した。

「哀あわれ、愚おろかにも負けておくことができずに勝ってしまった貴方は──」

　雲の俺の頭が吹き飛んで、散り散りになる。

「あっさりと殺された」

　感覚が思い起こされて、後頭部にぴりっと痛みが走った。

　女神がふっと息を吹きかけると、頭部を失ってテーブルに突つっ伏ぷしていた俺が空気に溶とける。

「惨みじめな人生でしたね。貴方はギャンブルによって文字通り身を滅ほろぼした。自業自得。死んで当然と言えるでしょう」

「はっきり言いすぎだろ……」

「鵜印勝。貴方はいまギャンブルをどう思いますか？」

「どうって……」

　あらためて考えてみる。

「そうだな……。初めてギャンブルをやったときは、こんなにおもしろいものがあるんだと知って死ぬほど嬉うれしかったけど、そのあとはどうってことなかったな。ギャンブルって、それだけでおもしろいわけじゃねーんだな。期待した俺がバカだったなって思うよ」

　それを聞くと女神は満足そうにうんうんとうなずいた。

「それが聞けてよかった。貴方が反省しているのであれば憂ゆう慮りよすべき点もなくはありません」

「ん？」

「貴方が高校生であることです。殺されてしまうような状じよう況きようになるまで後あと戻もどりしなかったのは、十分な判断能力が身についていなかった結果とも考えられます。そこで、私は思い立ちました。貴方に選せん択たく肢しを与えようと」

「……」

　女神は右みぎ腕うでを大げさに広げた。ローブの袖そでが後を追うようにふわりと舞まう。

「一つは、再び日本に生まれ直し、一から人生をやり直す道──」

　次に左腕を広げる。

「もう一つは、その体のまま、日本でも、地球でもない、貴方にとっての異世界に生きる道」

「なに言ってんだ、あんた」

　いまいち理解できない。生まれ直す？　異世界？

「前者であれば、貴方は現時点で持っている能力と知識をそのままに、０歳児から人生をやり直すことができます」

　にわかには信じられなかったが、ここが現世ではないことは確かだ。だったら転生の話もあながち噓うそではないかもしれない。

　俺は運動も勉強もさっぱりだが、普ふ通つうといえる範はん疇ちゆうの高校生だ。この頭脳を持ったまま赤ん坊ぼうになれば神童として扱あつかわれるだろう。

「後者の異世界に生きる道は、おすすめはできません。その世界はモンスターが巣食い、人類滅めつ亡ぼうをもくろむ魔ま王おうが人間と争う世界です。しかし……その世界で平和のために命を賭として戦うのならば私も応おう援えんしましょう。始めからレベルを99にしてあげます」

　俺は吹き出した。

「レベルってなんだよ。ロールプレイングゲームじゃあるまいし」

「貴方が想像しているゲームの世界だと思えば相そう違いないでしょう。レベルの概がい念ねんも同じです」

　女神の瞳ひとみがぎらりと光った。

「……」

　マジで言っているのか？

　本当だとしたら、ゲームがスタートした時点でレベル99なんて夢のような話だ。ひのきの棒で魔王のところに乗り込んでも倒たおせてしまうんじゃないか。

　女神がくすりと笑った。

「どちらを選んでも、貴方が変わらなければ同じこと。いずれは破は滅めつが訪れるでしょう。しかし、己の愚ぐ行こうと向き合って更生しようというならば、きっと素晴らしい人生を送れましょう。重々反省しているでしょうが、転生した先でそれを証明してください」

「ちょっと待ってくれ」

　俺は女神の説明を遮さえぎるように言葉を重ね、腕を組んで虚こ空くうを見上げた。

　転生したとして、どうだ。

　……神童になろうが、レベル99の勇者になろうが、はっきり言ってどっちでもいい。俺が欲しかったのはそんなものじゃない。

　すると、組んでいた腕に、何か硬かたいものがあたっていることに気が付いた。

　胸ポケットの中だ。心当たりがないが、何か入れたっけか？

「さあ、決断のときです……」

　思い出した。というより気付いた。

「今日、この瞬しゆん間かんから貴方の更生が始まるのです」

　あの時、ポケットに入ったんだ。

　女神が期待を込めた眼まな差ざしでこちらを見つめる。

「……よし、いいぞ。決まった」

　どちらに転生しようが同じこと。だったら……。

「覚かく悟ごが決まったお顔ですね！　覚悟こそが貴方を更生に導く！」

　俺は胸ポケットに手を突っ込んで、中にあったものを漆しつ黒こくの天に高らかに突き上げた。




「表なら日本で生まれ直し、裏なら異世界だ！」




「……はい？」

　女神がきょとんとした顔をしている。

「これだよなあ……。こういう、文字通り人生を賭かけてるって感じがギャンブルなんだよなあ。こういう感じを共有できる相手とギャンブルがしたかったんだよなあ」

　俺は大きく息をついた。
















　手の先にあるのは裏カジノのチップ。殺される前に何気なく胸ポケットに入れたんだった。




　──ピン！




　勢いよくチップをはじく。

　さあ、どっちだ!?

　結果は神のみぞ知る！　どちらが選ばれても俺に後こう悔かいはない！

　宙に舞ったチップは頂点で一いつ瞬しゆんだけ停止すると、俺の手に向かって落下を始める。

　受け止めるために手を差し出して──。




「馬ば鹿かか貴様ァッ！！！」




　その大だい喝かつと一いつ緒しよに周囲の暗雲が吹ふき飛ばされた。俺の身体にも豪ごう風ふうがぶちあたり、驚おどろいてチップを受け損ねてしまった。手のひらからこぼれ、雲に紛まぎれてどこかへ行ってしまった。

「なんだよ！　いきなり！　これじゃあ結果が分からな──」

　振ふり向いた俺は絶句した。

　女神は額に青筋を浮うかべ、眉まゆをいびつに曲げ、きしむ音が聞こえてきそうなほど歯をくいしばっている。鬼おにの形相だ。

　…………キレてる？

「それはギャンブルであろうが！　自分が何な故ぜ死んだか分かっていないのか！　死によって反省したとばかり思いこんでいた！　愚か！　愚か！　もはや貴様の愚かさは罪だ！」

　こ、声でけえ。

「更こう生せいの余地がないことはよぉおおく分かった！　よい、貴様の新たな人生は私が決めよう！」

「ちょ、ちょっと待てよ。そんなに怒おこるなって……」




「鵜印勝！　貴様は地じ獄ごく行きだ！！！」




　瞬間、雲の硬さが失われると俺の身体が落下した。するりと雲のなかを抜ぬけていく。

　そこには人も、物も、光もなかった。俺は自分の身体さえも見失う暗くら闇やみを落ち続けた。
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　儀ぎ式しきのようなものだ。いちおうやっておこう、というくらいの軽い気持ち。

　俺は自分の頰ほおをつねった。うん、確かに痛い。

「なんだこりゃ……」

　落下している途と中ちゆうで気を失ったらしく、目が覚めると石の感かん触しよくが頰にあった。

　俺は見知らぬ場所に横たわっていた。服装は意識を失う前と変わらず学ランだ。レンガで作られた建物の壁かべ際ぎわにいる。

　周囲を見み渡わたしてみると道の両りよう端たんにはずらりと屋台が並んでいて、人の波が活気を作っていた。買い物、雑談、値切り交こう渉しよう、手て癖くせの悪い坊ぼう主ずとの追いかけっこにいそしんでいる。

　俺が頰をつねったのは、ここが明らかに地球上のどこでもなかったからだ。一見、ヨーロッパかどこかの古い街並みにも思える風景だが、人々の姿が異様だった。

　様々な人種がいる。民族衣装のような派手な織物をまとう者、甲かつ冑ちゆうに身を包む者、ゆったりとしたローブを羽織る者……。何かのお祭りと言われればここまでは納得できるが、なかに明らかに人間ではない者が交じっている。コスプレではないことは見れば分かった。

　亜あ人じんというのか。

　トカゲの頭、やや湿しめり気けを帯びた青い肌はだ、獣けものの耳としっぽ……。

　ここは、本当に──。

「異世界ですよ。鵜う印いん勝まさる」

「うわッ!?」

　飛び退いた拍ひよう子しに後ろにいた買い物客にぶつかった。

「おい、てめェ。どこに目をつけてんだ」

　見上げると、俺より頭が４つ分ほども背の高い、壁のような男がいた。下した顎あごから大きな牙きばが飛び出している。

「うわあああああ！　す、すみません！　すみません！」

　大男は舌打ちをして去っていた。胸を撫なでおろして視線を戻もどすと、そこにいたのは女神アドラミールだった。

「び、びっくりさせるなよ……。ここは本当に……ん？」

　透すけている？

　アドラミールの身体が半はん透とう明めいになって向こう側の店が見えている。他の通行人は女神の存在を気にしないどころか、彼女の身体を通過している。

「私の姿が見えているのは貴方あなただけです」

　女神の表情は穏おだやかだったが、激げき昂こうしていたときの顔を思い浮かべてぞっとする。

「……まだ俺は第二の人生を選んでないぞ。勝手に異世界行きのほうに決めたのか？　まあ、それならそれでいいが、レベル99になってるってことだよな」

　俺はぶんぶんと腕を振り回した。

「別に変わった気はしないな。そうか、映画とかでよくある、自分は普通にしているつもりだけど実際にはものすごい力がでているってやつだな。何かに触さわるときは気をつけないとなあ」

　女神はふいに俺の手を握にぎった。

　半透明になっているが、彼女の意思があれば触れるのだろうか。

　──と思った矢先。

「いででででででッ！」

　右手が握りつぶされそうになって、思わず膝ひざを地面についた。

「放して！　放してお願い！」

「ふふふふ、私は人間並みの力で握っているだけですよ。鵜印勝、握あく力りよくが低すぎるのではありませんか？」

　解放されて、俺は抱かかえるようにして右手をさすった。

「この世界にレベルなんていう概がい念ねんはありません」

　見上げた女神は微笑している。俺は気付いた。ポーカーで人の表情を読むことばかりしてきたせいかもしれない。

　……こいつ、目が笑ってない。

「さっき言っていた異世界とは違ちがう場所です。申し上げた通り、ここは地獄。貴方にとってのね」

「地獄って、もっとこう……鬼とかがいるんじゃないのか？」

　女神は俺を無視して続けた。

「この国はコーズベルトといいます。見ての通り、貴方のいた世界から比べれば、文明レベルはかなり劣おとっています。電気もガスもありませんし、憲法なんてものもない。絶対王政です」

　絶対王政……。

　授業で習ったと思うが、要するに王様がいて、そいつに全ての決定権がある政治の形だ。

「はあ。そりゃ、現代日本人の俺には生き辛づらそうだな。じゃあ、言葉も通じないのにどうやって生きていけっていうんだよ。それが地獄ってこと──」

　んん？　そういえばさっきの大男、日本語を話していたぞ。

「言葉は通じるようにしておきました。貴方には日本語に聞こえるし、貴方が話したことも相手に通じます。文字も日本語に見えます」

「都合いいな。俺にはありがたいが……」

　喧けん噪そうに耳をすませてみると、街の人々の言っていることが分かる。これは便利だ。

「サービスたっぷりだな。日本より生活は難しいだろうが、これじゃあとても地獄とは言えないだろう」

「ええ。言葉が通じず困こん窮きゆうする、そんなものではぬるすぎます」

「じゃあ何だよ」

　急に緊きん張ちようしてきた。

「この国では……」

　生なま唾つばを飲んでしまう。




「ギャンブルが奨しよう励れいされているのです！」




「……」

「コーズベルトでは古くからギャンブルが流行していました。時の為い政せい者しやが賭と博ばくは堕だ落らく的で国を衰すい退たいさせるとして弾だん圧あつしたこともありましたが、民の怒いかりに触れ、あわや内乱寸前の反発に遭あったことで断念しました。今ではギャンブルは自由とされ、コーズベルト一番の娯ご楽らくとなっています」

　あらためて辺りを観察すると、屋台のいくつかを人が取り巻き、その中心ではカードやダイス、そして金が飛び交っている。

「貴方にはこの世界で第二の人生を歩んでいただきます。ギャンブルにのめり込みすぎて、果てに死んでしまうほどの貴方にはこの世界がふさわしい。どうぞ野垂れ死ぬまでギャンブルをなさい」

　女神の体がより薄うすまっていく。

「このままでは不ふ憫びんですから、最後に一つだけアドバイスをあげましょう」

「なんだよ」

「悪銭身につかず、という諺ことわざが日本にはありますね。よく覚えておきなさい」

「それくらい知ってるよ」

「さようなら。貴方が無事に更生しますように」

　俺の返事を待たずに女神の姿が完全に見えなくなった。気付けば、周りの人々がこちらを訝いぶかしそうな目で見ている。一人で喋しやべりまくっている変な奴やつに映っていたのだろう。

　……さっさと場所を移そう。




　あてもなく歩いてみる。どうやらここは市場のようだ。活気のある通りがしばらく続いた。

　ギャンブルが奨励された国か──。

　ともかく、俺ならこの世界でも問題なく生活していけるだろう。住む場所などの解決すべきことはいくつかあるが、食くい扶ぶ持ちをギャンブルで稼かせぐという点においては、日本での生活と大して変わらないはずだ。

　さんざっぱら、ギャンブルをやってきた。

　……この世界だったら期待できるかもしれない。

　とはいえ、まずは日銭を稼ぐ──。

　待て。元手はどうする？

　種銭がなければギャンブルはできない。自分の身を賭かけるような大事は右も左も分からない現状において、できれば避さけておきたい。

　この国の通貨を知らないし、俺は財布すら持っていない。なにか賭けられるものがないか、俺は自分の身体をまさぐった。

　胸ポケットに何か入っている。取り出すとチップだった。しかし、あの雲のところでコイントスの際に取り落としたはずだ……。

　よく見ると、そのとき使ったチップとは微び妙みように違う。なんというか、造りが粗あらい。

「なんだこれ……」

　前を見ずに歩いていたものだから、急に視界に壁が入ってきて立ち止まった。顔をあげると、そこには３階建ての大きな建物があった。他の建造物と同じようにレンガ造りだが、カラフルな装そう飾しよくが施ほどこされている。鉄てつ扉ぴが開け放たれていて、中から軽快な音楽と人々の歓かん声せいが漏もれ聞こえていた。

　看板には『カジノ・パラゴン』。

　その隣となりには俺の背せ丈たけほどもあろうかという、手元のチップと同じ形状の銅器があった。

「あの女にも良いところあるじゃんか」

　このチップは女神のプレゼントだ。間ま違ちがいなく、カジノで使えるだろう。たった一枚というのはケチくさいが俺なら増やせる。

「ようし、ちょっくら…………ん？」

　すると薄うす暗ぐらい路地の入口にたたずんでいた少女と目があった。少女は俺の視線に気づくと目を逸そらし、ボロ生き地じのようなマントをつかんで目ま深ぶかにかぶった。おまけに身体を縮こませる。

　とって喰くいやしないのに。

　ま、どうでもいい。

　賭と場ばへ行こう。俺の第二の人生が始まるのだ。
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　ポーカーフェイスはギャンブルの基本だ。

　感情を表に出すということは、自分の思考を相手に察知されることを意味する。一流のプレイヤーになれば勝利が確定したとしても表情を変えない。分かりやすく言うと、喜ばない。なぜなら既すでに次の勝利を見み据すえているからだ。

「ほい、フルハウス。俺の勝ちだ」

　６人で囲った卓たくの勝者はまたもや俺。

「くそったれ！　やってられっか！」

「ったく！　ついてるな、おかしな服の小こ僧ぞうよお！」

　他のプレイヤーはめいめいに、何度目が分からない罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はく。無理もないだろう。俺の前には、元々は彼らのものであったチップが山と積まれていた。

　──異世界だからといって、問題はない。

　『パラゴン』はカジノというだけあって、この世界にしては豪ごう華かな内装だった。酒場のような雰ふん囲い気きだが、学校の体育館くらいの広さがあり、清潔だった。なんでもコーズベルトでも有数のカジノらしい。スーツのようにも見えるかっちりとした礼服のディーラーは丁てい寧ねいな接客をしてくれた。

　意外だったのは、扱あつかっているギャンブルが見慣れたものばかりだったことだ。ルーレット、ブラックジャック、バカラ──。拍ひよう子し抜ぬけといえばそうだが、まずは日銭が欲しい俺にとってはありがたいことだった。

　俺はポーカーの卓に座って連戦連勝をあげた。同卓の奴らは同じ種族なのか、獣けもののような体毛を全身に生やしていたが一いつ般ぱん市民なのだろう。毛のせいで表情は見えにくいが手は読みやすく、なにより感情を声に出して露あらわにすることが多かった。

「おい、見てみろよ」

「すご～い」

「イカサマでもしてんじゃねーのか」

　気付けば人だかりができていた。少々目立ち過ぎてしまったようだ。

「お客様」

　顔を上げると、黒一色のジャケットとスカートといういで立ちの若い女がいた。一本に束ねた髪かみ、笑顔の奥にある瞳ひとみの色には意志の強さをうかがわせている。目を細めて微笑を浮うかべていることもあって、柔にゆう和わな空気を醸かもし出している。

　スタッフか。

「何か用か？」

「大勝、誠におめでとうございます。私、当賭場の支配人、カメリア・パラゴンと申します。お客様の勝利をお祝いして、ぜひ別室にて祝しゆく杯はいを差し上げたいのですが……」

　客がざわついた。顔の通った人物であるらしい。俺に野次を飛ばしていた卓の５人も、今ばかりは口を閉ざしている。

「それは大層なもてなしだな。ジャックポットを当てたわけでもないし、そこまでの大勝ちではないんじゃないか？」

「ご謙けん遜そんなさらず……。ささやかではありますが、これはサービスです。どうぞご安心を。そうだ、卓でも囲みながらではいかがでしょうか。特別なギャンブルをご用意いたしますよ」

「そりゃあ、惹ひかれる話だね」

　立ち上がる。

　俺の経験則では、支配人が客に声をかけてくる理由なんて二つしかない。

　一つは、大金を賭場に落とす常連、いわゆるハイローラーに挨あい拶さつをするとき。

　もう一つのほうが、よく分かっている。

「換かん金きんしてくれ。もう帰るよ」

「……かしこまりました」

　考えすぎかもしれないが。もう殺されるのは御ご免めんだ。




　拳こぶし二つ分ほどの大きさの麻あさ袋ぶくろを手の平の上でぽんぽんと投げる。

　袋のなかは硬こう貨かでいっぱいだ。ずっしりと確かな重みを感じる。

　この世界での通貨単位はルスというらしい。ディーラーに尋たずねたときはいぶかしい顔をされたが、１００ルスでパンが一つ買えるくらいだという。つまり、日本円と物価はそう変わらない。

　賭場での儲もうけは３８０万ルスあった。１チップから始めてここまで膨ふくらませたのだから、我ながら大したものだ。とはいえ、支配人が声をかけてくるほどの勝ちではないだろう。

「あ～、腹減った……」

　しかし、俺がいま気にするようなことじゃない。

　もう日は落ちかけていて、街道がオレンジ色に染まっている。かなりの長時間、ポーカーをやっていたため空腹は限界まできている。

　界かい隈わいを見み渡わたした。屋台から漂ただよう匂においが鼻び腔こうをくすぐってくる。

「おい、聞いたか？」

　すると、近くにいた鶏にわとりみたいなトサカのある男が潜ひそめた声で話しているのに気付いた。そのわりに声が甲かん高だかい上に大きいものだから、逆に喧けん噪そうから目立って耳に入ってきた。

「ああ、王位継けい承しよう戦だろ？　次の王様は誰だれになることやら。まあ、どうせギャンブルで決めるんだから、誰にも予想はつかないけどよお」

　鱗うろこの肌はだをした男が肩かたをすくめながら応える。

　王位継承戦……？

　聞き慣れない言葉だが、ここは異世界だ。俺からすれば、知っていることのほうが少ないくらいだ。女神によって言語能力は得ているが、これから勉強しなければいけないことは山ほどある。

　目の前の屋台では、中年の人間らしき女性が緑色の麵めんを鉄板で炒いためている。汁しるをぶっかけると、辺りに酸っぱ苦い香かおりが漂った。俺の知っているソースが焦こげた匂いともまた違ちがう。

　唾つばを飲んだ。

「おばちゃん、その焼きそばみたいなのを一つ──」

　言いかけたときだった。




「暴れ馬だーーー!!」




　……は？

　俺の足元がわずかに揺ゆれ始めた。どんどん大きくなってくる。

　声のした方に目をやると、街の人々が慌あわてふためき、思い思いの方向に走っている。その喧噪の中心にいるのは──。

「馬、って言ったよな……？」

　それは馬に似ているだけの化け物だった。体長３メートルほど。蜘く蛛ものように、胴どう体たいから逆のＶ字の形で脚あしが伸のびている。しかも６本。馬ば鹿かみたいに太く、人間なんて容易たやすく踏ふみつぶしそうな程だった。

「う、うわあああああああああああ！」

　俺は絶ぜつ叫きようした。

「治安維い持じ隊を呼べえええ！」

「逃にげろおおおおお！」

　市民たちが悲鳴をあげる。

　化け物は興奮しているのか、一つ目が充じゆう血けつして、口から涎よだれを振ふりまいている。発するうなり声は象の雄おたけびのような、金管楽器のような、空気を張はり裂さけさせる音だ。

　脚をせわしなく動かし、高速でこちらに向かって移動してくる。

「や、やばい！　マジで！　やばい！」

　踏みつぶされるどころか、ぶつかっただけで致ち命めい傷しようは免まぬかれられないだろう。化け物はあっという間に俺の数メートル先まで近づいていた。気ばかり急せいて、思ったように身体が動かない。

　時がゆっくりと流れているように感じられる。

　──が、ゆっくりしていたら俺は確実に死ぬ。

「…………ッッッ！」

　なりふり構わず横に飛んだ。

　着地のことなんて考えていなかったので、石で舗ほ装そうされた道路に頭を打つ。

　めまいを振り切りながら顔を上げると、既に化け物は遠くまで走り去っていた。

「い、いてて……」

　俺は膝ひざに手を置きながらゆっくりと立ち上がって、学ランについた砂ぼこりを払はらう。

　……ん？

　ふと、違い和わ感かんを覚えた。

　あたりを見渡して、ようやく原因に気づく。

　静かすぎるぞ。

　化け物が暴れながら街を駆かけ抜ぬけたが、この周辺にいる街の人々は助かった。そんな状じよう況きようで誰一人として言葉を発していない。隣となりの奴やつと生を喜び合うとか、暴れ馬を放った人間に愚ぐ痴ちを言うとか、なにか言ってもいいんじゃないか。

　それに、全員が同じところを見つめている。

　視線の先にあるのは……。

「金だ金だ金だぁぁぁああああああああ！」

　人々が一いつ斉せいに声をあげた。

　彼らが注目するのは、飛んだ拍ひよう子しにばらまかれてしまった俺の金。

　一斉に飛びかかった。

「お、おいおいおい！　それは俺の──げふんッ」

　止めに入ろうとして、焼きそばを作っていたおばちゃんの肘ひじ鉄てつを腹にぶち込まれた。うずくまった俺を何人もが踏みつけていく。

「ぎぃぃええええあああああああ！」

　誰も聞いちゃいない。暴れ馬の踏みつけを回かい避ひしたと思ったのに人々の足が俺の顔を踏み抜く。

　それでも立ち上がった。

「ま、待て！　待てって───ぎゃんッ」

　文字通り岩の身体をした男にそっ首を摑つかまれ、そのまま人の群れから上空に放り投げられた。一いつ瞬しゆん、俯ふ瞰かんしてその状況を見たが、20人くらいの人が団子になっている。

　見事に受け身に失敗、建物の壁かべに無様にぶち当たったあと落下して悶もん絶ぜつする。

　すると、あっという間に人々は散り散りになって、人混みに消えていった。

　俺は地面に這はいつくばったまま顔をあげて金のあった場所を見た。期待はしていなかったが、当然のごとく金は跡あと形かたもなく姿を消していた。誰が拾ったのかすら、見当もつかなかった。

「う、噓うそだろ……？」

　俺は全財産を失った。無一文に逆ぎやく戻もどり……というか、チップの１枚すらないのだから、状況が悪くなっている。

　俺は茫ぼう然ぜんとした。こんな馬鹿なことがあるか……。

　……いや、冷静になれ、鵜印勝。

　ここは異世界。文化も違うのだから、市民に勝手な期待をしたのは俺のほうだ。

　空腹は大問題だが、１日くらい喰くわなくても死にはしない。どうにかして再びギャンブルの土俵にさえあがればどうにでもなる。

　この世界ではギャンブルが奨しよう励れいされているのだから賭と場ばはいくらでもあるはずだ。

　何なら野の良らギャンブルだっていいのだ。




「……呪のろいだと思います。それも、かなり強力な」




「んん？」

　目の前に少女がいた。

　おかっぱのように切り揃そろえられた金きん髪ぱつと、少女らしくシミ一つない美しい肌。幼さのわりにはっきりとした顔立ちをしている。

　人形のような美しい身体とは対照的に、ボロ布を辛かろうじて成形したようなマントをまとっていた。もはやズタボロになった俺は人のことを言えないが、はっきり言ってみすぼらしい。

　顔の面積のわりに大きな目が、こちらを凝ぎよう視しするように見開かれている。

「あ……」

　特とく徴ちよう的な外見をしている女の子だったが、何より目立っているのは耳が異様に長く、先が尖とがっていることだった。

「え、エルフってやつか？　もしかして……」

　少女は俺の言葉など意にも介かいさず、独り言のように続けた。

「これほどの魔ま力りよくを感じたのは初めてです。どんな高位の術者であれば為なせるのか想像もつきません。運命に作用する魔ま法ほうのようですが、滅めつ多たにそんなものを授かる人はいません。そうです、神的な存在が関かん与よしているとしか思えません……。ああ、ああ！　そうであればどんなにすごいことでしょう」

　少女はずいと俺に一歩身を近づけてきて、上うわ目め遣づかいで俺の顔を覗のぞいた。

　わけの分からないことを早口でまくしたてている。

「おい」

「おほほいっ」

　もはやお互たがいの顔がくっつきそうなほどの位置にいた少女を押おし戻もどした。少女は本当に俺を見ながら俺を気にしていなかったのだろう。驚おどろいて奇き怪かいな声をあげた。

「何だよお前……。俺に用でもあんのか？」

　少女は一歩後退したあと、ファイティングポーズをとった。警けい戒かい心しんから身構えたのだろうが、なんというか、あまりにも腕うでが細っこくて非常に心こころ許もとない。

　しばらく沈ちん黙もくが流れたあと、少女は両手を下げた。

「し、失礼しました……。貴方あなたにかかっている魔法がとても珍めずらしいもので、つい……」

「魔法？　何を言っている。何で俺にかかっていると分かるんだよ」

「あわわ、一度に聞かないでください」

　少女は、すはすはと、ラジオ体操のような動きで数回にわたって深呼吸をした。

「厳密には、私が言っているのは『呪い』で、魔法の一種です。解かれない限り、対象者に半永久的に効力を発揮して、通常はその者にとって不利益なことをもたらし続けます。ただし、人の運命に影えい響きようする魔法は程度の低いことであっても構成が難しいですし、莫ばく大だいな魔力を消費します。伝説の大魔ま導どう士しピピ・ヴァルデンクラインは複数の魔法を使えたそうですが、普ふ通つうの人では魔力不足で半永久的に持続させるなんてことは不可能に近いです」

「魔法だって？」

　疑ったわけではないが、俺は思わず鼻で笑った。亜あ人じんもモンスターもいる世界だ。覚かく悟ごはしていたが、あらためて真顔で言われるとすんなりとは受け入れ難がたい。

　とはいえ、この少女が噓を言っているとも思えない。

「心得がある者や感度の高い者が見れば、呪いがかかっていることは察知できます。まがまがしい雰ふん囲い気きが漂ただよっているといいますか、なんだか景色から浮ういているといいますか……。貴方の場合は心臓のあたりに黒いもやのようなものがまとわりついています。あ、ちなみに私はこれでも潜せん在ざい魔力はすごいと里長が褒ほめてくれたこともありまして──」

「分かった分かった！　もういいよ」

　放っておくといつまでも喋しやべってそうだ。それより本題に入りたい。

「俺にかかっている呪いはどんなものなんだ？」

「呪いの中身はちゃんと時間をかけて分ぶん析せきしないと分かりませんが、雰囲気からなんとなく推察することはできます。そうですね……黒い靄もやが何かを反発している感じを受けます。その対象というより、貴方のほうから離はなれるような、そんな感じです。ノー！　って言うようなイメージです」
















　手の平をこちらに、びしっ、と出してくる。

　聞きながら俺は女神の言葉を思い出していた。

　悪銭身につかず……。女神は確かにそう言った。

「マジかよ……」

　俺は顔を両手で覆おおった。

　地じ獄ごくとは──。

　欲よく望ぼうが叶かなわないことではない。欲望を眼前に突つきつけられても、絶対に叶わないことだ。

　それが最も酷こく。

　ギャンブルだからおもしろいんじゃない。ギャンブルに賭かけるものがギャンブルをおもしろくするのだ。絶対に負けたくない者同士の、全身全ぜん霊れい、己の全存在を注いだ勝負だからこそ心が躍おどる。そういうギャンブルが、この異世界にならあるかもしれないと心のどこかで期待していた。

　しかし、これでは……。

「お、おい……この呪いってやつを解く方法は──」

　すると遠くから男の怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

「あわわ……主人が呼んでいます。そういえばお使いの最中なんでした。では、私はこれで。気を落とさないでください。お互い、がんばっていきましょう」

「待て！」

　制止するのも聞かず、少女は俺というよりも、俺にかかった呪いに対して名残なごり惜おしそうな目を送りながら足早に去った。追いかけたが、背の低さから人混みに紛まぎれてしまい、見失ってしまった。

　……その場に立ち尽つくすしかなかった。

　ギャンブルで稼かせいだ金は俺の手から離れていくのだ。

　絶対に負けるギャンブル──。

　勝っても負けても結果が同じ勝負なんて、本当のギャンブルじゃない。

　俺は俺の存在意義であるギャンブルを封ふうじられたのだ。
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「ここで手じまいにする。換かん金きんしてくれ」

　俺は再び賭場に来ていた。規模はパラゴンより劣おとるが賑にぎわっているカジノだ。種銭はここで拾ったチップ１枚。何とかパラゴンで稼いだ額の半分くらいまで増やすことに成功した。

　自分で言うのもなんだが、二連続でチップ１枚からここまで増やすのは至難の業わざだと思う。

　問題はここからだ。

　俺には呪いがかかっているのだという。信じがたい話だが、ここが俺にとっての地獄かどうかという点は置いておいたとしても、物理的に飯を食うことができなくなるのも問題だ。

　呪いでもなければ、いきなり暴れモンスターが突とつ撃げきしてきて稼いだ金を街中にぶちまけるなんてことがあるだろうか。対策を講じなければ、また同じ事を繰くり返すことになる。

　丸一日、何も食べていない。とりあえず何でもいいから腹に収めたい。

　カジノをでると街のそこかしこに松たい明まつが灯ともっていた。電気が通っていないから光は火でとるしかないのだろう。

　チップから換かえた金を、身体の至る所に隠かくした。ポケットはもちろん、靴くつ底ぞこやパンツの中にまで。これを全部落とすような事態は、全ぜん裸らに剝むかれない限りは有り得ない。

　──。

　────。

　─────俺は呪いの存在を確信した。

「服を脱ぬげ」

　飯にありつこうと大通りを歩き始めた途と端たん、急に路地裏から手が伸のびてきた。助けを呼ぶ暇ひまもなく引き込まれると、男が５人いた。全員人間だったが顔が亜人並みに恐おそろしく、体たい軀くも屈くつ強きようだった。麻あさの半はん袖そでから覗のぞいている腕は俺の太ももほどもある。

　すっかり囲まれていて逃にげ場もない。

「金は渡わたしただろ。服を脱げってなんだよ。必要ないだろ」

「少ねえんだよ。ちゃんと見てたぜ～。もっと稼いでいたはずだ。どうせ服の中に隠してんだろ？　全部出せよ。それとも俺に服を脱がせてほしいってか？」

　リーダー格らしき男がにやにやしながら、俺の肩かたをばんばんと叩たたいた。

「ふ……ふふふ……」

「あ？　何を笑ってやがる……」

「ははははははは！」

　俺が高笑いをすると男達が押し黙だまった。よほど不気味に見えたのだろう。

　俺は笑いながら、泣いていた。

　呪のろいは本物だ。俺がギャンブルで稼いだ金は、使う間もなくすべて失われる。おそらく物を賭けても同じことだろう。

　自じ慢まんではないがギャンブル以外において俺は無能と言っていい。体力も精神力も学力も、おまけにストレス耐たい性せいもない。ギャンブル以外に糊こ口こうをしのぐ手段がないのは分かりきっている。

　だが、飯が食えなくなることは、究極的にはどうでもよかった。その気になれば物もの乞ごいになっても、泥どろ水みずをすすっても生きてはいけるだろう。

　というより、死のうが生きようが、どうでもよくなった。

　この呪いの恐ろしさは、ギャンブルそのものができなくなるのと同義であることだ。ギャンブルは金を得るチャンスと失うリスクが並立する。そのチャンスが一切なくなるとなれば、当人にとってそのギャンブルは成立していない。

　必ず負けるギャンブルなんてどぶに金をぶちまけるのと同じだ。

　女神はギャンブルが俺の存在意義であることを分かっていた。ギャンブルでしか自分を見出すことができない人間からギャンブルを取り上げたとすれば、もはや生きる屍しかばねと同じだ。

　俺はズボンのボタンに手をかけ、そのまま勢いよくずり下ろした。

「なんでもいいや……もう、おもしろいこともないわ……」

　だぶついた学ランのズボンから足を引っこ抜ぬいている俺を見て男達は慌あわて始めた。

「いや、そこから脱ぐなよ！　ふつうは上着からいくだろ！」

「どうだっていい……。お前らの好きにしてくれ……」

「金だけでいいぞ!?　なんか別の覚悟してねーか!?　ていうかお前のパンツおかしくね？」

　俺が勝負下着と決めていた金色のパンツに手をかけた、その時だった。




「待て！」




　路地裏の狭せまい道を力強い声が駆かけ抜けた。

「その少年から離れろ」

　男たちが一いつ斉せいに声の主を見やる。

「誰だれだあ、てめえは？」

「私はエンファリス男だん爵しやくの娘むすめ、リリーナ！　騎き士しとして、お前たちの悪行を見み逃のがしはしない！」

　女だった。

　一つにまとめた銀ぎん髪ぱつが、路地裏に吹ふき込む風になびいている。柱を一本通したような立ち姿。身体を覆っている鈍にび色いろの甲かつ冑ちゆうが、背後から差し込む松明の光でやたらと輝かがやいて見える。腰こしに下げた剣けんの存在感にもかすまないほど、その面おも立だちには精せい悍かんさが溢あふれていた。

　リーダー格の男が舌打ちをして、あらかじめ用意していたであろう言い訳をする。

「おいおい、取り込み中だってのが分からねえか。俺たちはこいつに貸した金を回収してるんだよ。失うせな」

「噓うそを吐つくな！　どう見てもその男の貞てい操そうを奪うばおうとしているではないか！」

「違ちがうわ！　ふざけんな！　こいつが勝手にパンツを下ろしてるだけだ！」

　迷めい惑わくそうに叫さけんでから、何かに気付いたようだ。

「……お前、まさか一人か？」

「だったら何だと言う」

　チンピラどもがリリーナと名乗った女ににじり寄った。

「へっ。なら、都合が良い。おいお前ら！　カモが増えたぞ！」

　めいめいに襲おそいかかる。

　５対１。しかも男と女。

「に、逃げろ──」

　思わず俺はこの場を去るよう促うながそうとした。

　しかし、リリーナは、ふんと鼻を鳴らすと馬の尾おのような髪かみを背中に振ふった。そして鞘さやを腰のベルトから外す。ゆっくりとした動きに見えたのに男たちはまだ彼女に近付けていない。

　聞いたことがある。武術の達人による完成された動きは、目で追えるような錯さつ覚かくを覚えるらしい。しかし身体は絶対に追いつかないのだ。

　腕うでと同じほどの長さの剣を、鞘から抜かないまま両手に握にぎりこんで構えた。

　──瞬しゆん間かん。

　男たちの身体が飛んだ。

「!?」

　何が起こったのか分からなかった。男たちの拳こぶしが届こうとする刹せつ那なにリリーナが動いたのは確認したが、まばたきをすると、男たちの巨きよ体たいが吹っ飛んでいた。

　いや、宙に舞まったのだ。

　リリーナが凄すさまじい速度と勢いで剣を振るっていた。

　あっという間に３人が竜たつ巻まきに巻き込まれた牧場の子羊のように壁かべや地面に叩きつけられて呻うめく。

「なっ……！　てめえええ！」

　４人目の男がリリーナの絶技にたじろいだところで、鞘がみぞおちにめり込んだ。

「があッ……」

　今度はリリーナから距きよ離りを詰つめていた。すると背後に回り込んでいたリーダー格の男が、拾った木材を振り下ろそうとしていた。喧けん嘩かに慣れた動きで、タイミングとしては絶好だった。

「危ない！」

　俺が声をあげた。剣で防ぐことは不可能だ。

　棒がリリーナの頭を捉とらえる……！

「……ッ」

　──かーーーん。

　小さな鐘かねを叩いたような音が路地裏の壁に反はん響きようする。

　男は動きを止めた。

「痴しれ者め。せいぜい地面に這はいつくばるがいい」

　リリーナは男の股こ間かんを蹴けり上げていた。

　木材は、首をちょいと傾かしげたリリーナの肩の装そう甲こうに当たっただけだった。きっと彼女には男の動きが全て見えていたに違いない。

　地面にくずおれた男を確認すると、リリーナがこちらに歩み寄ってくる。

「さて……早く立ち去ろう。この者たちが起きてきても面めん倒どうだ」

「……」

　俺はそそくさとズボンを拾い上げて穿はく。

　リリーナは俺の前に立つと、まっすぐに視線を向けてきた。奥に火が灯ともっているような、淀よどみのない瞳ひとみをしている。

「安心してほしい。私は先ほど名乗った通り、騎士だ。お前に悪さをしようなんていう腹積もりはない」

「……俺に何か用があるのか？　慈じ善ぜん心だけで助けたってわけじゃないんだろ。そもそもこんな何もない路地裏に偶ぐう然ぜん居合わせるなんておかしい」

「むう……」

　うなって口をもごもごと動かす。しばらく待っても上半身を右に左に小さくねじっているだけなので、俺は痺しびれを切らした。

「言わないなら俺は行くぞ。助けてくれてありがとうな。それじゃ──」

　するとリリーナが慌てて言う。

「わ、分かった！　言う、言うよ……」

「早くしてくれ」

　こほん、と咳せき払ばらいをした。

「──私は、お前が欲しい！」

「はあ？」

「む……あっ！　いいいいまのは表現がおかしかったな……。仕切り直しだ、忘れろ……。あらためて言うぞ。私の──」

　紅潮した顔をぱんぱんと叩き、眼を見開きながら握りこぶしを突つき出した。




「私の代打ちになってほしい！」




「はあ？」

　俺は二度目の疑ぎ問もん符ふを口にした。
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　街の定食屋兼けん居酒屋といったところだろう。

　松たい明まつの柔やわらかい光に照らされた店内には、飯を喰くらっている者もいれば、仲間とわいわい騒さわぎながら酒を飲んでいる者もいる。にぎやかだった。
















　俺は犬のように夕食を腹に詰め込んでいた。

　呪いのせいで意い気き消しよう沈ちんして、歩く気力もなかったが、リリーナに引きずられてきた。一口、無理やり口に入れられると、空腹感がぶり返してきた。餅もちのような食感の肉が、香かおりの強い香こう草そうと一いつ緒しよに煮に込こまれている料理だった。白米は用意がないらしく、ライ麦のパンとセットになっている。

「どうだ、うまいか？」

「ああ……ふぁるくない……」

　餅肉に嚙かじり付きながら応える。味は悪くない。

「あまりがっつくな。ゆっくり味わえばいい」

　リリーナは甲冑を着たまま、対面に座していた。銅の細工がほどこされたカップで葡ぶ萄どうジュースのようなものをちびちびと口にしている。

　あっという間に俺は定食を平らげた。ナプキンで口を拭ぬぐう。

「悪いな。助けてもらった上にご馳ち走そうになってしまって」

　俺はカジノで稼かせいだ金をそこらにいた物乞ごいたちに配った。持っていることでまた災さい厄やくが降りかかってもかなわない。

「……ところで」

「なんだ？」

「この肉、おかわりしていい？　初めて食べたんだがはまってきた」

「……好きにしろ」

　俺は厨ちゆう房ぼうにいる鼻が異様に長い小こ柄がらな親父に注文した。

「……ところでお前、にちゃらブタを初めて食べたというのは本当か？」

「にちゃらブタって、さっきのねちょねちょした肉のことか？　ああ、初めてだよ。こんなものがあるなんて、この世界はおもしろいな」

「その肉はこの辺りでは畜ちく産さん物の定番だぞ。異い邦ほう人じんか？」

　俺は思わず笑った。

「異邦人か、そうだな。俺は異邦人だ」

　別の世界から来たとは言わなかった。どうせ話したところで信じてくれるわけがないし、俺はこの世界の住人として生きていくのだから、どこから来たかなんて些さ末まつなことだ。

「お前のほうこそ、何者なんだ。さっき名を名乗っていたよな。えーと、エン、エン……」

「リリーナ・エンファリスだ。エンファリス男だん爵しやくの一人ひとり娘むすめで、騎き士しだ」

　先ほどの剣けん技ぎ、いや正確には剣を抜ぬいていないため体術になるかもしれないが、そこらの喧けん嘩か自じ慢まんでは相手にならないほどの戦せん闘とう力があった。かなりの訓練を積んでいるのだろう。

「男爵ってことは貴族なのか……いや、それにしても──」

　俺は木製のテーブルから見えている彼女の上半身をじっくりと眺ながめた。

「さっきは気付かなかったけど、なんかその鎧よろい、ボロくないか？」

　路地裏にいたときは松明の後光が差していたため輝いて見えたが、あらためて至近距離で観察すると、ところどころに大小の傷がある。かなり使い込まれているようだった。女性用なのか、やや膨ふくらみを帯びている胸元の金属板には鈍器で叩き潰されたような凹みがある。

「そんなにまじまじと見るな！」

　腕で自分の身体をかばうようにしながら、腰をねじる。赤面した顔には精悍さは感じられず、少女の雰ふん囲い気きを醸かもし出した。

「お前、何歳？」

「17になる」

「へえ、俺と一緒じゃん。で、その17歳の貴族の娘がこんなところで何してるんだよ」

「……」

　返答せずに顔を背けてジュースを口にする。

　いま気付いたが、リリーナの右の人差し指には朱しゆ色いろに輝かがやく宝石がはめこまれた指輪が通されていた。彼女の薄うす汚よごれた甲かつ冑ちゆうとは打って変わって、それ自体が発光しているかと見まがうほどの存在感がある。日本で売ったらとんでもない値段がつきそうだ。

「俺に代打ちをしてほしいって言ってたよな。飯を奢おごってくれたのも、そのためだろ。さっさと本題に入ろう」

「……むう」

　何か言いにくいことがあるらしい。

　俺はリリーナをじっと見つめた。しばしの沈ちん黙もくが流れる。

「お待ちぃ、にちゃらブタのホイホイ草煮込みぃ」

　親おや父じが定食を俺とリリーナの間に置いた。彼女から目を外さずに、ライ麦パンを手に取って嚙り付く。やけにまばたきの数が多いぞ、リリーナ。

「……お前に代打ちを頼たのみたいというのは、さっき言った通りだ」

「遅おそかれ早かれ言うんだったら、もったいぶるなよ」

「異邦人といったが、王位継けい承しよう戦のことを聞いたことはあるか？」

　王位継承戦──。

　今日、街中で偶然に聞いた言葉が耳に残っていた。

「聞いたことはあるぞ。なんでも、ギャンブルで次の王様を決めるっていうんだろ」

　リリーナは姿勢を正して、行ぎよう儀ぎよく座りなおした。

　両手をひざについて顔をうつむかせる。意を決したように勢いよく顔をあげると、涙なみだ目めになっている。

「私は、王位継承権者なんだ。私の人生が賭かかっているといっても過言ではない。いや、必ず勝利しなければならない」

「……」

　人生を賭けたギャンブル……。

　ごんッ──。

　すると、店内にいる人々の注目が一いつ斉せいに俺たちのテーブルに集まった。リリーナが両手をテーブルに叩たたきつけるようにしてついたのだ。おまけに頭も打ちつけている。

「お、おいおい……何やってんだ。痛いだろ」

　がばりと顔をあげるリリーナ。額から細い血の川が流れている。

「あらためて言おう。マサル、お前に代打ちを頼みたい」

「……」

「王位継承戦がギャンブルで行われるのは、ギャンブルで指導者に必要な資質の全てを試すことができると考えられているためだ。これは建国以来の国こく是ぜでもあり、見ての通り、この国でギャンブルをやらない者はほとんどいない」

　ギャンブルで王様としての資質を試す、か。そんな大それた意味が賭と博ばくにあるとは思えないが……。

「王位継承戦は、至し極ごく簡単なルールで行われる。王位継承権のある者、つまり王位継承権者が７７７人集まって、一定期間で各おの々おのギャンブルをして、勝ち残った一人が王になる」

「へえ……」

「王が決まったあとに行われる王位継承の儀ぎ式しきは、厳げん粛しゆくかつ慎しん重ちように行われる。国交のある国家の要人たちが集まるんだ」

　国すらもまたぐような大事なのか。

　リリーナがずいと右手を前に突き出した。

「この指輪が王位継承権者である証明だ。つい先日、私の領地に使者が届けに来た。そこではるばる王都までやってきたというわけだ」

　するとリリーナは手の平を返して、ぎゅっと握にぎりこんだ。その拳こぶしには力がこもって、ふるふると震ふるえている。

「しかし……。しかし、私には問題がある……」

「うん」

「私は、噓うそがつけないんだ！」

「……はい？」

「私はエンファリス男爵の正当な後こう継けい者しやとして、父上の信念に忠実に生きてきた。父は正直であることを旨むねとして生きてきたため、狸たぬきの化かし合いのようなギャンブルは、もっとも苦手とするところだったんだ。現に幼い頃ころ、父とババ抜きをしたが１００回やって１回も負けていない」

「さすがにおかしいだろ」

「私が父の手札のババに手をかけると、父は小さく首を横に振ふったものだ……」

　リリーナは遠い目で上を見た。

「そこまでいくと病的だな」

「そんな父に男手一つで育てられた私は、物心ついたころには噓がつけなくなっていた。そこで私は王になるために、代打ちを探して回っていた。そこで見つけたのがマサル、お前だ。お前を助けることができたのも、カジノで大勝しているお前を尾つけていたからだ」

　代打ち。

　ギャンブルをするときに、本人に代わって呼ばれたプレイヤーのことだ。俺も日本にいたとき何度か依い頼らいされたことがある。

　そして殺された。

「本当はギャンブルなんて、身を亡ぼす者もいる愚ぐ行こうに臨むことは本望ではない……。しかし、私は王座をこの手にしなければならない……」

「愚行って……」

「ギャンブラーなぞもってのほかだ！　苦労もせず金を得ようという浅はかで弱い心……！　はっきり言うが私はお前のような人種は嫌きらいだ」

　急に痛つう烈れつな批判をしてきたが、飯をおごってもらっている手前、言い返すことができない。この女は相当なカタブツだ。本当は俺に依頼をするのも気が進まないのだろう、だからさっき言い淀よどんでいたのだ。

「ちょっと待て。俺のことはいいとして、代打ちなんて使っていいなら、その王位継承戦とやらで肝かん心じんな指導者の資質が試されてないじゃねーか」

「そんなことはない。強い代打ちを連れてこられるのも能力の一つだし、そもそも実際には代打ちを使う継承者なんてほとんどいない」

　なんでだよ。ギャンブルの腕うでが立つ奴やつばかり選ばれるのか。

「そんなことはどうでもいい。エンファリス家の当主としてお前に代打ちを頼みたいのだ。本当はギャンブラーではない者を選びたかったが、もう時間が残されていない。ひとまずお前に今回一度だけ継承戦をやってもらえれば、それで構わない」

　唇くちびるを横に伸のばしながら、言葉をひりだすようにして頼んでくる。

「なんでそこまでして王になりたいんだよ。貴族だったら十分過ぎるほど贅ぜい沢たくもできるんじゃないのか？　金で誰だれか強い代打ちを引っ張ってくればいいじゃねーか」

　リリーナは鎧の肩かたの部分を撫なでて、悲しげに視線を落とす。

「私の父、リリスラル・エンファリスは、戦での武功によって領地を与あたえられた騎士出身の貴族だった。戦争中も無用な殺さつ戮りくや略りやく奪だつは一切しなかったという。その噂うわさによってか、ときには敵国の領地の民が父の戦団に対して歓かん迎げいをしたという逸いつ話わすらある……」

「……」

「父は終戦後、善政を敷しくことだけに専念した。いつも言っていた。『政治は民の安全と安心をひたすらに考え抜くことだ』と……」

「……」

「父の民の幸福度の高さは王の耳に届くほどだったそうだ。しかし、他の貴族や商人たちに妬ねたまれた結果、民からの信しん奉ぽうを逆手にとられて、内乱罪の嫌けん疑ぎをかけられて死し刑けい執しつ行こうを待つ身だ」

　リリーナの目に涙がにじんだ。

「もう財産もほとんどが取り上げられてしまった。今は猫ねこの額ほどの敷しき地ちのなかに、一つだけ残った古ぼけた屋や敷しきがあるだけだ。残った家来たちも高こう齢れいになりすぎて、旅路に連れてくることはできなかった」

「……辛つらい話だな」

　リリーナは急に立ち上がった。

「私は王になって父に恩おん赦しやを与えて解放し、そしてこの手で善き政治をする！　父の信念が正しかったことを証明したい！　『安全・安心』の国を作るんだ！」

　剣けんを抜いて天てん井じように向かって突つき上げた。周囲にいた客たちの視線が集まる。

「私は必ず王になる……。頼む、マサル！　お前の力を貸してくれ！」

　じっと見つめてくる。

　俺は小さく言った。




「──断る」




　話を聞きながら平らげた餅もち豚ぶたを、冷水で流し込む。

「何で俺がそんなことやらなきゃいけないんだよ。俺に関係ないだろ」

　王位継承戦がどうだか知らないが、この国の政治なんてまるで興味が湧わかない。ましてや、呪のろいのせいで仮に俺はギャンブルで勝っても、その成果を得ることができない。試合に勝っても勝負に負けるとはこのことだ。

　俺にとって、もはやギャンブルそのものが意味をなさない──。

　……。

　…………待てよ。

　いま俺は飯を食ったぞ。

「薄はく情じよう者！　やはり、ギャンブラーという生き物は人の心がないのだ！　私が王になったらギャンブルは一定の蓄たくわえのある者しか興じることができないようにして──」

　喚わめき散らす。俺はそれを聞き流しながら考えた。

　……リリーナからほどこされた飯は食えたぞ。

　俺が俺の力で得たものでなければ、自分の物にすることができるってことか？

　すると、リリーナがはっとして俺を見る。

「そうだ。マサル、お前は私に借りがあるはずだぞ」

「……」

「一つは暴漢に貞てい操そうを奪うばわれそうになっているところを助けてやったこと……」

「ぐ……」

「もう一つは、さんざん私の金で飯を食ったこと……」

「むむ……」

「おかわりまでしてな！　このまま私が自分の会計だけ済ませて店を後にしたらどうなるか考えろ！　無銭飲食は重罪だぞ！」

　リリーナの言うことももっともだ。この女には借りができてしまった。

　どうせ俺にはギャンブルしか能がないのだ。

「……分かった。やるよ」

「これでも断るというなら……ん？　ほ、本当か」

「お前が言うように一戦だけだ。だが、こっちも条件がある。俺はとあるエルフの少女を探している。少女を探すのを手伝ってくれ」

　剣を胸の前に持っていくと、リリーナの表情が感極まっていく。あてが見つかって安心したようだ。自分の顔が崩くずれているのに気づいて引き締しめる。

「分かった。エルフの少女、いくらでも探してやろう」

　少なくともリリーナが俺を手放すまでは食いっぱぐれなそうだ。ひとまずは行動を共にするとしよう。勝とうが負けようが、王位継けい承しよう戦とやらをさくっと終わらせればいい。

「頼たよりにしているぞ。飯はもういいのか!?　酒でも飲むか!?」

「飲まねーよ……ってお前も未成年だろ」

「お前は逆に何なら知っているんだ？　15歳で成年なんて、常識どころの話じゃないぞ」

「分かった分かった……。それで、王位継承戦はいつやるんだ。対戦相手は決まっているのか？」

　胸に抱かかえていたメニュー表をテーブルに置くと、リリーナは面おも持もちを硬かたく引き締めた。

「対戦相手は自分で探すことになっているが、あてはある。すぐ近くにいるぞ」

「近くって？」

「カジノ・パラゴン。そこの支配人だ」
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　街灯が姿をなくした道を歩く。

　深夜にさしかかり、人通りはほとんどない。俺はリリーナと肩を並べて歩いている。

「初戦なんだろ？　俺は相手は誰でもいいが、わざわざカジノの支配人でなきゃいけないのかよ」

　リリーナが一歩進むごとに、鎧よろいのパーツ同士がぶつかってかしゃかしゃと音が鳴る。静まり返った闇やみ夜よのなかではそれもやけに大きく聞こえる。

「王位継承戦では一度でも敗北すれば、継承権は消失してしまう。相手を選んだところでいずれは強者とぶつかることになるだろう。それに、今から継承権者を探して運よく出会えるかも分からん」

「負け即そく脱だつ落らくっていうんなら、７７７人がもっと減るまで待てばいいんじゃないのか」

「王位継承戦には期限がある。30日間、一度も勝負をしなければ、これもまた継承権を失う」

　なるほど。確かにそうしないと継承権者同士がけん制し合っていつまでも終わらないことにもなりかねない。

「で、お前は今日が何日目なんだよ」

「……29日目だ。自分の邸てい宅たくからここに来るまでにかなり迷った。気付いたときに山脈の頂にいたときはさすがに自分でも驚おどろいたな」

「迷子になってただけかよ！」

「道にはうとくてな……」

「なんかお前のキャラを少しずつ理解してきたぞ……」

　こいつにはのんびりしている時間はないらしい。

　そうこう言っている間に、目的地にたどり着いた。

　パラゴンだ。窓からは煌こう々こうとした光と歓かん声せいが溢あふれてきている。俺はわずかに高こう揚ようした。やはりカジノという空間に心が惹ひかれてしまう。それは、あのときのような勝負がまたできるのではないかと、期待してしまうからだ。

　だが、今の俺には呪いがある。

　どんなギャンブルだって、今の俺には無意味だ。




　カジノのなかでは、たくさんの人々がギャンブルに興じている。

　スタッフに声をかけると、バックヤードに入って、すぐに戻もどってきた。

「お呼びになられましたか。私、本カジノの支配人をしておりますカメリア・パラゴンと申します。以後、お見知りおきを……おっと、そちらの方は本日二度目になりますね。ようこそ、いらっしゃいました」

　丁てい寧ねいな挨あい拶さつだ。リリーナは反射的に会え釈しやくをした。カメリアはちらりと、リリーナの手元に目をやると微笑ほほえんだ。

「用件はなんとなく察しておりますよ。奥で話しませんか。特別な席を設けておりますから」

　踵きびすを返して、ギャンブルをしている客の間を縫ぬいながら店の奥へ進んでいく。

　カメリアの背中には、どのような色もない。考えていることを相手に察しさせない、ベールのようなもので自分を包んでいる感じがする。

　……これは強つわ者ものの気配だ。

　店の奥に扉とびらがあった。カメリアが中に入り、「どうぞ」と手で誘ゆう導どうされるのに従った。

　一人暮らし用のワンルームを四つくらい並べた広さの空間だ。壁かべにかけられた海の風景画や、白い陶とう器きが豪ごう華かな雰ふん囲い気きを作っている。

　部屋の角にスタッフが立っていて、中心にテーブルと２脚きやくの椅い子すが設置されている。テーブルの上にはフェルト生き地じが敷かれていて、さぁ今からギャンブルをするぞと言わんばかりの、おあつらえ向きの作りだ。

「どうぞ、おかけください」

　椅子を引きながら、リリーナに向かって言う。

「いや、その前に名乗らせてもらおう」

「これはご丁寧に。恐おそれ入ります」

　リリーナはきびきびとした動きで、右みぎ腕うでを心臓の部分にあてた。

「私は王位継承権者のリリーナ・エンファリスだ。カメリア・パラゴン、貴方あなたに王位継承戦を申し込む！」

　腹から出る声は勇ましい。

　男の俺が言うのも情けないが、敵地においては頼たのもしく思える。カメリアが応答する。

「ええ、私もそのつもりです。そのためにこの部屋にお連れしたのですから……。ただし、条件があります」

「なんだ」

「調べてみると、王位継承戦で継承権者に選ばれる人間は、本当の一いつ般ぱん市民というのはかなり少ないそうですね。当然といえば当然ですが、やはり一般市民とは財産や知識、経験が違ちがう」

　なにが当然なんだ？　まあ確かに、リリーナも没ぼつ落らくしてるとはいえ貴族だというが……。

「私は王位継承戦をするとしたら、継承権以外のものを賭かけたいと思っていたのです。１か月前、私のもとにこれが届いたときは心が躍おどりましたねえ」

　様々な宝ほう飾しよく品ひんをはめていたが、そのなかで指輪が室内の光を吸い込むようにひと際、輝かがやいている。

「私の指輪の色はエメラルド……。王城には王のみが所持を許される王おう冠かんがあり、その王冠は７７７色の石がついているそうですよ。……ふふ、記念に見に行かれては？」

　カメリアは手を見せつけるようにしながら指輪を撫なでた。

　指輪についた石は薄うすい緑色だった。リリーナの指輪と宝石の色が違うだけで同じ形状をしている。

「ところで、貴方が特に警けい戒かいもせずにこの部屋までついてきたところを見ると、それなりに追い込まれているのでは？　そうでしょう？　そういう人と対戦すれば、こちらの要求も飲んでくれやすいと思って待っていたのですよ」

　図星だ。察しはいいらしい。

「条件を言え」

　ふふ、とカメリアが息を吹ふいた。

「私が勝ったら、そちらの男性をもらい受けたいのです」

「え、俺？」

　いきなり指をさされて戸と惑まどった。

「本日、そちらの方はずいぶんとカジノで楽しまれていましたね。その支し払はらいなど、大した額ではないので気になさらないでください。……それよりも」

　カメリアが不敵に笑う。

「貴方の才能に惚ほれました。ぜひ私の下もとで働いていただきたい。私の野望には貴方のような人材が必要なのです」

「何言ってんだ、そんな人身売買みたいなこと許され──」

「承知した」

　リリーナが腕うで組ぐみをしながら大きくうなずいた。

「な！　お前、勝手に──」

「その代わり、こちらが勝てば当座の路銀を貰もらう。安心しろ、騎き士しとして大金をむしろうなんていう邪よこしまな心は持ち合わせていない。10万ルスくらい貰えれば十分だ」

「俺は10万の価値しかないのかよ！」

「ははは。それくらいの金、私は構いません」

　がばっと俺の首に腕がかけられた。リリーナが耳打ちをしてくる。

「さっきお前に奢おごったぶんで所持金がつきた」

「そ、そんなに食ってないぞ！」

「分かってくれ、我が家にはもう金がないんだ」

「貴族しっかりしろ！」

「お前が勝てば何も問題ない」

　俺の胸を小手のついた拳こぶしがどんと叩たたいたため、思わずせき込んだ。

「よし、カメリア！　準備をしようじゃないか」

　リリーナは振ふり返って、カメリアの対面に立つと、握にぎり拳をつくった右手を前に突つき出した。

　呼応するかのように微笑したカメリアも、腕を出す。

　そして、互たがいの指輪を突き合わせた。




『レイズオン！』




　二人が同時に発声すると、周囲に金属的な甲かん高だかい音が響ひびき渡わたる。鼓こ膜まくがぎりぎり震ふるえるくらいの高音。

　──瞬しゆん間かん、両者の指輪が発光し始める。

　リリーナの顔が、指輪の光に照らされて下から朱しゆ色いろに染まり、カメリアは薄い緑に染まった。

　放出された光の波が一いつ瞬しゆんでまた宝石に戻ったかと思うと、爆ばく発はつしたかのように、２色が交じり合った閃せん光こうが突き抜ぬけた。

「うおおおおお！　なんじゃこりゃあああ！」

　驚いて腰こしをぬかした俺だったが、スタッフたちも壁にすがるように後退していた。中心の二人だけは整然とその場に立ち尽つくしている。これも魔ま法ほう的な力なのか、眩まぶしそうにすらしていない。




「やっほ～、呼ばれて出てきた天使さんはこちらだよ～ッと」




　急に間の抜けた声が湧わいて出てきた。

　気づけば、そこに一人の女がいた。空中に突とつ如じよ出現したかのように宙に浮うかんで、ゆっくりと地面に降り立つ。

「あたしの名前は天使ダックワーズ！　今回の王位継けい承しよう戦のディーラーちゃんだよ～っと。あれあれ、呼んでおいてみんなきょとんとし過ぎじゃない？」

　があがあ、とアヒルのような動物の鳴きまねをして喜んでいる。

　背中を隠かくすほどの長さの銀ぎん髪ぱつに、着き丈たけの短いローブの色が合わさっている。長身のわりに顔は幼く、瞳ひとみがころころと動いている。そして、背中には小さな羽が生えている。

「て、天使……？」

　女神がいるのだから天使だっていてもおかしくない……のか？

　カメリアが興奮を抑おさえきれない様子で言った。

「おお、本当に天使が現れた！　王位継承戦は神の力によって行われているというのは本当だったのですね！」

「ダックワーズ。我々はこれから王位継承戦を行う。仕切ってくれ」

　リリーナは目の前で起きた異常にもひるまず場を進めようとする。

「かしこまりぃ。があがあ、があがあ。え～っと、対戦するのはリリーナちゃんとカメリアちゃんでいいんだよね？」

「いや、私は代打ちを立てる。構わないな、カメリア」

「薄うす々うす、そうするのではないかと思っていましたよ。もちろんルール上認められていますから、問題ありません」

　口に手をあてて、笑いを押し殺している。

　俺の出番か。……というかカメリアの奴やつ、何がそんなにおもしろい。

「鵜印勝だよね。おっけ～おっけ～」

「呼び捨てかよ……」

　なぜ俺の名前を知っている。まあ、天使というくらいだから、いろんなことを知っていてもおかしくはないだろうが。

「あ、ちょっと待ってくれ」

「なんだいなんだい？」

「お前は天使なら、呪のろいについても知っているだろ。解呪する方法を教えてくれ」

　ダックワーズは羽をぱたつかせながら、右手で嘴くちばしを作ってぱくぱく動かした。

「無理だね～、があがあ。せいぜい女神様の思おぼし召めしに感謝するといいよ～。更こう生せいできることの喜び、嚙かみ締しめていきていこ～。れっつご～」

　予想はしていたが、やはり教えてはくれないらしい。

「なんのお話か分かりませんが、さっさと始めましょう」

　カメリアは言いながら椅子に腰かけた。

「その通りだね～。で、ギャンブルの指定はあるのかな？　言われたらそのギャンブルをやるし、こっちに決めてほしければ公平なギャンブルを用意するよん」

　俺も席に着いた。後ろにリリーナが回り込む。

「ウイン様は、ポーカーがお得意でしたよね？　私も好きなギャンブルなので、よろしければそちらにしませんか」

「別に俺はなんでも構わない」

「準備万ばん端たんだね～、賭け代しろのことも考えて、細かいルールはこっちで決めるからねぇ！」

　俺とカメリアがテーブルを挟はさんで向かい合って座る。その中央をとるように、テーブルの脇わきにダックワーズが立つ。彼女の気の抜けた炭酸のようなふわついた口調は場の空気と対照的だった。

　カメリアの目を見る。

　微笑ほほえみを浮かべているが、その腹の底は違う。俺には分かる。

　これは、勝ちを確信している目だ。

　背後のリリーナの顔を見ると、緊きん張ちようから唇くちびるを引き結んでいた。

　……悪いが、俺はこんな勝負の結果なんてどうでもいい。

　さっきリリーナは俺という賭け代に対して、10万ルスを提示した。そう考えると、なんだか笑えてきた。今の俺にはその価値はない。いや、１ルスだって見合わない。

　こんな勝負、とっとと終わらせよう。
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「今回の王位継承戦は『人身ポーカー』！」

　ダックワーズは両手を広げてくるくると回った。羽を羽ばたかせているものだからわずかに浮き上がっている。

　ルール説明がされた。整理しよう。




・52枚のトランプを使い、５枚の手札による役で競う

・ジョーカーなし

・手札の交こう換かんは２回まで

・ターン開始時に１枚を参加料として場にプールする

・ターンごとに自由な数のチップをベット

・相手のチップを全て奪うばえば勝ち




　至し極ごく、簡単だ。数字やマーク、役の強さは日本で一いつ般ぱん的に知られているものと変わらない。いわゆるクローズドポーカーというやつだ。

「ちょこっとだけ特とく殊しゆなのは、チップだよ！　カメリアちゃんには、１枚１０００ルスのチップが１００枚与あたえられるよ。つまり10万ルス分だね～。大金大金～」

「リリーナちゃん、というか鵜印には『鵜印チップ』が１００枚だよ。賭かけられているのが鵜印だから鵜印チップって呼ぶだけで～す」

　するとダックワーズが手を、ぱん、と軽く叩いた。俺とカメリアの前に小さな白い紋もん章しようが浮き出ると、中央からチップの山が生えてきた。

「おお……なんだこれ……」

　次にダックワーズは手の平を天てん井じように向けた。同じ紋章が出現すると、彼女の手からトランプの束が湧き出してきた。

「おおー！」

「随ずい分ぶんと楽しそうですね、ウイン様」

「……」

　目の前で起きた非現実的な現象に、思わずテンションがあがってしまった。照てれ臭くさくなってきた。

「デックはあたしが用意したこれを使いまーす。別に中身はふつうだから、疑ったりとかしないでねー。無限に出せるから、毎ターン新しいデックを使うね～」

　カメリアが口を挟んだ。

「念のため、確認させていただけますか？　毎度確認させろとは言いませんので」

「もちもち～。どうぞ～」

　デックを受け取ると、カメリアは手の中で滑すべらせるようにしてカード全体をチェックした。そのあと、１枚をつまみあげて、両面をしげしげと眺ながめる。

「特に変わったところはありませんね」

「ほい。それじゃあ賭け代を確認するよッ」

　デックをテーブルに置く。それからダックワーズが２度、手を叩たたくと照明が落ちた。そのまま勢いよく左手をカメリアに向けると、スポットライトのような白い光が頭上から発生する。

「王位継承権者、カメリア・パラゴン。賭け代は王位継承権、及および現金10万ルス！」

　次に俺に向かって手を向けるとライトの光が移る。

「王位継承権者、リリーナ・エンファリスは代打ちを召しよう喚かん。代打ちは鵜印勝。賭け代は王位継承権、及び鵜印勝の所有権！」

　人を物みたいに言いやがる。

「『人身ポーカー』、開始するぞッ☆」

　ダックワーズが高らかに腕うでをかかげると、テーブルを一周するほどの大きさの、朱色と薄うす緑みどりの入り混じる紋章が床ゆかににじみ出て、発光して消えた。

「あ～、ちょっと待って～。大事なこと忘れてた」

　動きを止めると、誰だれの反応を待つでもなく、手を叩いてぱんと音を鳴らした。

　すると、わずかに地面が揺ゆれ始める。

「ま、マサル！　後ろ！」

「ん？」

　リリーナに言われて振ふり返ると、俺が腰かけている椅い子すの後ろの床に白い紋章ができていた。地じ震しんが大きくなってくる。紋章から湧いてくるものがあった。

「……」

　──顔だ。

　まるで畑から野菜を引き抜いたかのように、人間、いや人間のようなものが湧き出てきた。

「ぐおおおおおおおおおおお！」

　全身を現した人間のようなものがカジノ全体を揺らすような野太いうなり声をあげる。空気の振しん動どうが髪かみや服に伝わってくる。

　化け物だ。

　鉄板を頭の形状に合わせただけのような粗あらい造りのヘルメットが、目まで覆おおっている。腰こしみのをまとっているだけで、やけに派手なピンク色の肌はだと、身体にたっぷりとついた筋肉が露あらわになっている。身の丈たけはゆうに２メートルを超こえていて、椅子に腰かけている俺を見下ろしていた。がたがたの歯がのぞいている口から、湿しめった呼気が俺の身体にまとわりついてくる。

「うわあああ！　なんだああああ！」

　リリーナが抜ばつ刀とうして構える。

「なんだよ、こいつは……」

　席は立たなかったが、さすがに俺も少々驚おどろいた。

「あたしのアシスタントをしてもらう、きんにくだるま君ですっ！　きんにくだるま君、ご挨あい拶さつっ」

「ぐお」

　わずかに頭を下げる。見てくれの荒あら々あらしさとは対照的に意外と礼れい儀ぎ正しいようだ。

　視線をやると、きんにくだるまは半円を描えがく鉄棒を２本、両手に持っていた。

「じゃあ、準備して」

「ぐお～」

　きんにくだるま君が両りよう腕うでを大きく開いて振りかざすと、ためも作らずに勢いよく俺の頭を両側から挟むようにして潰つぶした。

　……思い違ちがいだった。肩かたにずっしりとした重みを感じる。

　きんにくだるま君は俺の首が中に入るように２本の鉄棒を合わせたのだ。

「その首輪は賭け代の担保だよ！」

　きんにくだるま君が腰に下げていた鎖くさりを、わりに丁てい寧ねいな手つきで俺の首輪に繫つなげる。

「もし鵜印がギャンブルに負けてとんずらしようとしたり、カメリアちゃんの言うことに逆らおうとしても、このきんにくだるま君が心が折れるまで引きずり回すよ！」

「これはご丁寧に……」

　カメリアがほくそ笑えみながら、テーブルの向こう側で言った。

「……」

「あれ、鵜印。あんまり驚かないんだね」

「……お前の魔ま法ほうを見たあとだったら何が起きても大して驚かん。きんにくだるま君がいようがいまいが、俺は逃にげやしねーしな。始めよう」

　ダックワーズがきんにくだるま君としばらく顔を向き合わせる。

「ほ～い」

　そしてつまらなそうに開始を宣言した。




　大げさだったゲームスタートだったが、要するにただのクローズドポーカーだ。勝負は地味な幕開けとなった。

　ダックワーズが手際よくトランプのカードを交こう互ごに５枚ずつ配る。手で配っているように見えるが、実際には手が触ふれていない。魔法の力で飛ばしているようだ。

　俺はカードをテーブルに伏ふせたまま、手で覆うようにめくって確認した。プロのギャンブラーも同じようにする。誰が見ているか分からないから警けい戒かいするにこしたことはない。

「なんだ、手札が見えないぞ……。私にも見えるようにしないか」

「うるさい……」

　リリーナが口を挟んできた。こいつ、口調は硬かたいくせに、アホっぽいところがある。

「あ、待て！　このきんにくだるま君はマサルの背後にいるが、手札を見ていないという理解でいいか、ダックワーズ！」

「もちもち。きんにくだるま君は私と一いつ緒しよで中立。カメリアちゃんの助けになるようなことはしないよんっ」

　きんにくだるま君の息が頭頂部を湿らせてくるのが気になるが、ごちゃごちゃ意見をするのも面めん倒どう臭くさい。意識をギャンブルに戻もどそう。

　俺の手札には４のワンペアができている。

　この人身ポーカー、運の要素がかなり大きい。チップをどのターンにどれくらい賭けるか、つまりベッティングでの攻こう防ぼうが発生するが、当然ながら良い手札が入ってこなければ劣れつ勢せいを強しいられる。

　初手で役ができるのは大きい。最初のターンを制すればテンポをとれる。

　ギャンブルには流れがある。対戦相手と自分の意識によるところが大きいだろうが、次にどんなふうに勝負するかという想像をしたときに、それまでの展開が脳裏をよぎる。そこにのっかって有利に運ぶのがギャンブラーだ。

「それじゃあ、参加費として場にチップを１枚プールしよ～」

　俺は簡略化された自分の顔が描かれたチップを１枚、人間の頭ほどの大きさの箱に入れ込む。貯金箱のように上部に穴が空いている。ダックワーズが魔法で用意したのだ。

　液えき晶しようのような部分があり、左ひだり端はしに「１」と表示される。

「なんだこれは。もの珍めずらしい。マサルの入れたチップをカウントしているのだな」

　リリーナが覗のぞき込んでいる。

「邪じや魔まだぞ、お前」

「よいではありませんが、ウイン様。楽しくやりましょう、楽しく」

　ついリリーナを注意してしまった。

　……楽しく、か。そうできたら、どれほど良いことだろう。

　カメリアもチップを投げ入れた。すると、今度は液晶の右端に「１」と表示される。

「それじゃあ、手札を交こう換かんしよう。そのあとにベッティングするからねんッ。カメリアちゃん、どうする？」

「私は４枚チェンジしましょう」

　カメリアはテーブルに伏せていたカードを４枚、場の中央に滑らせた。ダックワーズが間かん髪はつを容いれずに４枚のカードを山札からとって飛ばす。

「俺は３枚」

　カードを中央に滑らせると、新しいカードが戻ってくる。

　チェンジは２回できるルールになっている。

「２枚、チェンジ」

　カメリアが再度、カードを交換する。２回目のチェンジで２枚しか換かえてこないということは、逆にいうと３枚は変える必要がないということだ。これをどう考えるか。

「俺はもう一度３枚チェンジだ」

　まずは自分の手札と相談しよう。

　…………４のワンペアで確定だな。

「さぁ、それじゃあベッティングラウンド！　いってみよ～」

　片足をあげながら、ダックワーズが軽快に進行する。

　最初のアクションはカメリアからだ。

　アクションは４種類ある。

　ひとつは『ベット』。スタートプレイヤーが任意で最初に賭かけるチップの枚数を決める。今回のルールでは、１枚から何枚でも賭けられる。

「……５枚いきましょう」

　テーブルの脇わきに積んであったチップの山から５枚をつまんで箱に入れる。すると表示されていた１の隣となりに５が浮うき上がった。

　５枚……。

　立ち上がりとしては、普ふ通つうだ。今回のポーカーのように複数ターンにわたるギャンブルにおいては、序じよ盤ばんで相手の思考の癖くせをどれくらい摑つかむかが重要になる。理り屈くつを積み重ねることなんて誰にでもできるが、血の通った生き物がプレイしていることを忘れてはいけない。ときには理屈よりも重視すべきことがあり、そこにギャンブルの機き微びがある。

　次は俺のアクションだ。

　ここから俺がとれる選せん択たく肢しは３つ。

　ひとつは『コール』。互たがいの賭け金を確定させることだ。つまり、今回でいえばカメリアがベットしてきたチップ５枚と同じぶんだけ俺も賭けて勝負をする。

　次に、『フォールド』。勝負を降りることを意味する。この時点でフォールドすれば、俺はまだチップを賭けていないため、参加費として場にプールさせたチップ１枚がカメリアの手に渡わたるだけで済む。カメリアからすればリスクなくチップを手にすることができるというわけだ。

　フォールドすべきときは、対戦相手の手札が自分よりも強い確率が高いと判断したとき。

　逆にフォールドをすべきでないときは──。

「レイズ。15枚」

　この勝負を獲とりたいときだ。俺はチップを鷲わしづかみにして箱のなかに落とした。

「おお！　マサルやるな……。で、『れいず』とはなんだ？」

「リリーナ、ほんとに静かにしてて……。俺、いちおう真しん剣けんにやってんだよ」

「なんだと！　私だって真剣だ！」

「リリーナちゃんにはあたしが説明してあげるよ～。さすがに継けい承しよう権者がルールを分かってないっていうのは問題だよね～。鵜印はいいかな、カメリアちゃんに考える時間ができるけどぉ」

「別にいい」

　レイズは、相手の提示してきた賭け金に対して上乗せすることを意味する。つまり攻こう勢せいにでることだ。俺の手のほうが強い、という示し唆さでもある。

　俺の手札にできているワンペアは役なし、つまりブタを除けば最弱の手だが、そこをあえて張っていく。

　通常、ポーカーは３人以上で行うことのほうが多い。今回のような１対１の対戦はむしろ特とく殊しゆだ。

　これをヘッズアップという。

　ポーカーはチップの尽つきたプレイヤーから脱だつ落らくしていくため、最終的には生き残った２人のプレイヤーで一いつ騎き打うちをすることが多い。この状態になると、ポーカーは別のゲームに変質する。

　例えば、ヘッズアップになると、役の強さに対する認識を変えなければならない。

　仮に手札がブタ同士だったときは、手札により強いカードが入っているほうが勝ちになるが（順にＡ・Ｋ・Ｑ・Ｊ～２）、対戦相手が２人いるときに比べると、対戦相手が１人しかいないときは、自分よりも強いカードを持っているプレイヤーがいる確率は半分になっている。

　自分の手札がブタであったとしても、仮に最強のカードであるＡが入っていれば、相手もブタだったときにはかなり高確率で勝てるのだ。ワンペアであれば、なおさら強気にいくのが定石だ。

「なるほど、よく分かった。マサルはカメリアよりも自分の手札が強いと思っている、もしくは実際には自分の手札は弱いが強いと思わせてフォールドさせようとしているのだな」

「なんで解説しとるんじゃ！　敵かお前は！」

「はッ……す、すまん……。邪魔をするつもりは……」

　ダックワーズがげらげらと笑い転げる。

「ふふふ、おもしろいですねぇ。どちらにせよ私はコールするつもりでしたよ。せっかく始まった勝負がいきなり流れるのでは、つまらないですもの」

　カメリアは俺とは対照的に、おもむろに上品な動きでチップを２、３枚ずつ摑んで箱に落としていく。ちゃりんちゃりんと、小気味の良い音が室内に浮かぶ。

「これで賭け金は確定だねッ、そしたら手札をオープンさせるよ！」

　箱の液晶画面には「１：15　15：１」と表示されている。

　このターンを制したほうが、相手の賭けたチップ15枚に加えて、場にプールされている２枚を得ることになる。

　俺とカメリアは手札をテーブルから手に取った。

　リリーナが両手を胸の前で組み、緊きん張ちようした面おも持もちで見守っている。

「──いっくよ～。せ～のッ」




「ショウダウンッ♪」




　ショウダウンは手札を開示させること。

　俺とカメリアは声と同時に、カードを横に滑すべらせるようにしながら手札を広げた。

「４のワンペアだ」

「Ａのハイカードです」

　ハイカード、つまり役なしだ。

「こ、これは大だい丈じよう夫ぶ……だ、な。勝ってるな」

　リリーナが覗き込んで指でカードを確認しながら言った。カメリアはふふんと鼻をならす。

「おっと、残念。Ａがきたときは安心したのですが、ぬか喜びでしたね」

　初回は俺の勝ちだ。カメリアが２回目のチェンジで３枚の手札を残したのは、ハッタリだったのかもしれない。チェンジをしたとしても、当然ながら手札に残したくなるのは数字の大きなカードになるが、口ぶりからすると役を作りにいったのか。

「鵜印のかっち～！　カメリアちゃんの賭け金は鵜印に移るよ～」

　箱から金をかき回すような音がすると、液晶部分の数字が目まぐるしく増減した。

「１１６：84」と表示される。

　チップがテーブルから生えてきた。箱の数字と同じぶんだけのチップがターン毎ごとに分配され直すらしい。

　ポーカーでは、当然ながら資金の多いほうが有利だ。例えば、次は俺からアクションを始めるが、参加費の１枚を抜ぬいた83枚、つまりカメリアの残りチップと同額でベットしたとすると、カメリアのアクションはコール、もしくはフォールドの二に者しや択たく一いつになる。コールすればオールインしたうえで一発勝負をすることになるし、フォールドすれば参加費の１枚が俺に移る。手持ちの金をすべて突つっ込むオールインはさすがに時じ期き尚しよう早そうだが、相手との資金差はこうやって戦略に影えい響きようがでる。

「ではでは、次に参ろー。があがあ」

　俺はふう、と息を吹ふいた。

　さっきはリリーナの暴挙に多少感情的になってしまったが、それももう収まった。

　わざと負けるなんてことはしないが、とにかく早く終わってほしい。
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　俺はこの世界でもギャンブルが強いようだ。

　ふいに目の前から軽い拍はく手しゆの音が聞こえてきた。

「お見事です」

　カメリアがデニールの低いストッキングに包まれた脚あしを組みながら言う。

「まさかここまで強いとは、感かん嘆たんする他ありません。私もポーカーにはそれなりに自信があったのですが、ギャンブルのチョイスを間ま違ちがえてしまいましたかね」

　箱の表示はこうだ。




「１８９：11」




　俺の圧あつ倒とう的優勢になっている。手札によっては次で勝負を決めにいってもいい。

　それにしても、この女の余よ裕ゆうはなんだ。王位継承戦ってやつは、そんなに気軽なものなのだろうか。プレイングを見ても、この女が手を抜いているとも思えないのが釈しやく然ぜんとしない。

「あわわわあ……」

　ダックワーズが俺とカメリアの間で大あくびをした。涙なみだ目めになりながら、両りよう腕うでを目いっぱい広げて伸のびをする。

「あたし、眠ねむくなってきちゃったよぉ。たるいことしてないで早く進めよ～」

「……なら、さっさと手札を配れよ」

「ほいほ～い」

　重そうな瞼まぶたをこすりながら、ダックワーズが新しいデックを手のひらに出現させると、のんびりした口調のわりに手際よくカードを配布した。

　たるいこと、ってなんだ。まあ、そんなことはどうでもいい。勝負も終わりが近い。

　チェックだ。

　……。

　…………。

　２のワンペアができている。

　２は弱い。同じ手だったときは数字の強さで勝敗が決まることを考えると心こころ許もとない。残り３枚はばらばらで、そのなかで数字が高いカードであるハイカードは８だ。絵札だったらチェンジで重なった場合、かなり強くなるため残すところだが……。

「３枚チェンジだ」

　カードを前に滑らせると、ダックワーズが間を空けずにカードを戻もどしてくる。

「私も３枚いきましょうか」

　カメリアが手札を交こう換かんすると、２回目に突とつ入にゆうする。

　ハイカードは７。下がってしまった。もう一度。

「……３枚チェンジ」

「２枚チェンジしましょう」

　運がいい。俺の手札には２と３のツーペアができていた。

　ツーペアはかなり強い。とはいえ、次のアクションはカメリア先せん攻こうだ。どうでてくるか拝むとしよう。

「オールインしましょう」

　手のひらに収まるほどの枚数に減ったチップをゆっくりと箱に収めていく。

　はっ──。

　俺は心のなかで失笑した。

　液えき晶しようのカメリア側の数字が「10」となる。

　劣れつ勢せいからのオールイン。ジリ貧になることを嫌きらって、最後の一いち撃げきで息を吹き返すことに賭かけるのは敗者の典型的パターンだ。おそらくカメリアの手は弱いだろう。

　どんなに劣勢でも、耐たえられるのであれば確実な勝利を狙ねらいにいくべきだ。

　もちろんカメリアに良い手が入っているかもしれないが、このターンを獲とられても俺にとって致ち命めい傷しようにはなり得ない。

「俺もオールインだ」

　俺とカメリアのチップ数には大きな開きがあるが、オールインは成立する。保有チップの少ないプレイヤーがオールインをして他のプレイヤーがコールした場合、賭け金は低いほうに合わされることになる。つまり、カメリアがこのターンで負ければ勝負は俺の勝ち、俺が負ければカメリアのチップ数は２倍になって次のターンに進むことになる。

「おお～、ここで勝負が決することになるのかなあ！」

　液晶部分の表示が「１：ＡＬＬ　ＡＬＬ：１」に変わる。

「ま、早速いってみようか。ショ～ウ、ダウンッ♪」

　一いつ斉せいに手札をテーブルに広げた。

「……んん？」

　俺は思わず疑ぎ問もん符ふのついたうなりをあげた。

　目の前の現実を受け入れるのに一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしてしまったからだ。

　いや、もちろん絶対に無いとは言えないが……。俺ですら、実戦で成立しているのは初めて見た。

「この手は……美しいな。マサル、そんなに良い手なのか……？」

　無知なリリーナが素直な感想を述べる。

　美しい、か。確かにその通りだ。完成された一手。

「おお～、これはすごいカメリアちゃん！　なんと手札はロイヤルストレートフラッシュ～！　鵜印のツーペアが雑ざ魚こ手に見えるねいッ」

「ついてるな」

　テーブルの上のカードから、カメリアの顔に視線をあげる。

　すると、その瞳ひとみの色が変わっていた。実際には変わっていないが、一瞬、そう思ってしまうほど、瞳どう孔こうから放たれる気が鋭するどくなっていたのだ。

　これは、覚かく悟ごを決めた眼だ。俺の心臓がむらりとした。

「残念でしたね、せっかくできたツーペアだったのに」

　ロイヤルストレートフラッシュが俺の手札を捻ひねりつぶした。

　10、Ｊ、Ｑ、Ｋ、Ａと５枚のカードが連続し、かつマークが同じだったときに成立する最強役。麻雀マージヤンでいえば役満、いや、それ以上の価値がある。

　俺だって手札に入れば、アクションの工夫をして相手のチップを引き出し、最終的にはオールインを目指すだろう。

　俺の作ったツーペアは、同じ数字のカード２枚２組分でできる。このルール上ではかなり強力だ。しかし、ロイヤルストレートフラッシュは比ひ較かくにならないほど完成の確率が低い。

　液晶画面の数字が目まぐるしく変わっていく。

　１７８対22──。

　まだ俺の優勢には違ちがいない。

　ギャンブルをやっていれば、こんな奇き跡せきのようなことも起きる。

　……。

　……俺、ギャンブルをしてるって感じたのか？

「次いってみよ～」

　手札が配られて、チェック。

　──ブタだ。

　俺はチェンジを２回すると、Ａが１枚入ってきた。

　……悪くない。次は俺が先攻だ。

「ベット、10枚だ」

　箱に押し込む。

「オールイン」

　カメリアは間かん髪はつを容いれずに宣言した。

　俺は上うわ目め遣づかいで正面に目をやった。

　カメリアは手札に向かって視線を落としているため、前まえ髪がみに隠かくれて表情がうかがえない。ロイヤルストレートフラッシュのあとだからと思って俺がビビると思っているのか。

　流れがきていると思わせたいのだろう。これはブラフだ。

「こっちもオールインだ」

「お、お。またまたオールインかあ。よしよし、それじゃあさっそくいってみよう！」

　相変わらず浮うわついた調子でダックワーズが言った。

　──。

　────背後から怒ど声せいがあがった。

「い、イカサマだ！　私にだって分かるぞ！　こんなこと、起きるはずがない！」

　リリーナが前に出て机を思い切り叩たたいた。ダックワーズを睨にらみつける。

「確認させろ、ダックワーズ！　このギャンブルではイカサマはありなのか？」

　カメリアが口を挟はさんだ。語気が荒あらくなっている。

「これが現実です、リリーナ様。よく見てください。ここにあることが全てです。ここにロイヤルストレートフラッシュがあるのですから、私の手札はロイヤルストレートフラッシュでしょう」

　俺はあらためて開かれたカメリアの手札を見た。

　ハートの10、Ｊ、Ｑ、Ｋ、そしてＡ。

　──２度目のロイヤルストレートフラッシュだった。

　思い返してみても、カメリアの動きに怪あやしいところはなかった。油断していたわけじゃない。ギャンブラーとして最低限、常時気を張っている。

　カメリアはイカサマをしていない。

　リリーナがさらに追つい及きゆうした。

「ダックワーズ、貴方あなたは本当にデックを毎回新しくしているのか」

　すると、地面にわずかに揺ゆれが発生していることに気づいた。

　その震しん源げん地ちは目の前。



















「あああああああああんんんんん？　舐なめてんのかテメェ？」




　けたたましく木材が弾はじける音がすると、リリーナは驚おどろいて飛び退のこうとして、蹴け躓つまずいて無様に転んだ。ダックワーズの拳こぶしがテーブルにめり込んで、わずかに煙けむりを立ち昇のぼらせている。

「このクソガキいいいい……言うに事欠いて天使を疑うか」

　ダックワーズのにやけた面が豹ひよう変へんしていた。まぶたを落とし、眉み間けんに大きな山と谷を作り、口の両りよう端たんを紐ひもで引っ張ったように下げている。頰ほおにまで浮うき出た血管がぴくついていた。

　どう見てもキレている。迫はく力りよくが隣となりで仁王立ちしているきんにくだるま君の比ではなかった。

「あたしゃあ神事としてディーラーをやってるんだよぉ。イカサマなんて下げ卑びたことやるわきゃねーだろうがよおおお。人間じゃねんだよ、こっちはよおおおお」

　その顔のまま、無言でリリーナを睨みつける。いや、正確にいえば顔は正面を向いているが黒目があさっての方を向いていた。こんなにキレている奴やつを見るのは初めてだった。

「す、すまない……」

　人外だからこそ生み出せる気き迫はくにリリーナが思わず謝る。

　静せい寂じやく……。

　すると、ダックワーズはその顔のまま、先ほどまで拳がめり込んでいたテーブルの一部を何度か撫なでた。柔やわらかい光が放たれたと思うと、壊こわれる前の形に戻っていた。気付くと、表情も元のにやけ顔になっている。

「あたし、っていうか天使は絶対中立！　覚えといてね、があがあ。あっ……あと、さっきこのゲームがイカサマ禁止かどうか確認してきたけど、別に禁止はしてないよ。だってルール説明で言ってないしね。ま、相手にバレたら止めるけど」

　すると、今度はカメリアが押し殺しきれなかった笑いを漏もらしながら言った。

「さっきから黙だまっていますが、ウイン様。そのお顔から察するに、貴方、ご存じないのですね。ははは、これは傑けつ作さくだ」

　何を言ってやがる？

「ちょっと待ってくれ」

　俺は立ち上がってリリーナに近寄った。きんにくだるま君が摑つかんでいる鎖くさりがじゃらりと鳴る。

　リリーナの手を引いて立ち上がらせ、部屋の隅すみに連れていき、首に腕うでをまわして引き寄せる。

「まあ、落ち着けよ、リリーナ。イカサマなんて珍めずらしいことじゃあない。あっちが仕し掛かけてくるんなら、俺にだって策がないわけじゃない」

　リリーナの顔にぱあっと光が差す。

「そ、そうか！　お前も使えるんだな！　安心したぞ！」

「ああ、こっちだって修しゆ羅ら場ばはくぐってきている。イカサマくらい、いくつかできるさ」

「いや、イカサマじゃないぞ」

「んん？」

「んん？　何のことを言っているんだ、マサル」

「お前こそ何のことを言っている」

「私は魔ま法ほうのことを言っているんだぞ。カメリアは十中八九、魔法を使っている」

「……んんん？　ちょっと待て。ちゃんと説明しろ」

「ロイヤルストレートミルクティが２連発なんて、それこそ神がかり的だろう」

「……」

「王位継けい承しよう権者は、必ず一つの魔法が使える」

「……」

「継承権を与あたえられる唯ゆい一いつの条件は、魔法が使えることと言われている。魔法の種類は人によって千差万別であるためカメリアがどんな魔法を使えるかは分からないが、それを使ってロイヤルストレートミルクティを引いたのかもしれない」

「聞いてねーぞ！」

　確かに、エルフの少女は魔法のことを話していた。カメリアがイカサマをしていないことは確実だったが、あくまでそれは俺が元いた世界にいたとしたらの話だ。

　そこまで思い至らなかった俺に責任がないとは言えない……。だが……。

「先に言えよ！　あと、ロイヤルストレートミルクティじゃない、ロイヤルストレートフラッシュな！　この世界にもあるんだな、ロイヤルストレートミルぴッ……くそ！　嚙かんだ！」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、リリーナが口を震ふるわせながら応える。

「す、すまない。当然、知っているものかと……」

「……待て、継承権者は全員が魔法を使えるってことならお前も使えるんだよな？　そしたら突とつ破ぱ口こうを見いだせるかもしれない」

　腕を組むリリーナ。

「当然だ。私は生まれつき魔法が使える」

　こいつ、急に偉えらそうにしやがって。

「教えてくれ、お前の魔法は何だ。できれば、魔法を使っていることがバレないような類たぐいだといいが……」

「待て。それはイカサマじゃないのか？　騎き士しとして真っ当なことでなければ……」

「さっきイカサマが禁止されていないことは確認したから、これはルール違い反はんじゃない。つまり騎士としての道からも外れていないってことだ」

「そ、そうか。だったら安心だな。よく聞け、私の魔法は──」

　こいつの魔法によっては、逆転できるかもしれない。




「『笑顔』の魔法だ！」




　……。

　…………はい？

「私は近くにいる対象者の顔に笑みを作ることができる。王になる者としてふさわしい魔法だと思わないか。そうだ、ひとつやってみてやろう」

　リリーナが「むんっ」と気合を入れながら手をかかげると淡あわい光が放たれ、俺の表情筋がひとりでに動き出した。

　にかっ。

　自分でも、すごく爽さわやかな笑顔をしていることが分かる。

「……」

　そのまま俺は固まった。しばらくすると魔法の効力が消える。

「なんだ、死んだ魚のような目をして。もしや私の魔法が分からなかったか？　もう一度、今度は強めに……むんっ」

　にかっ。

「ぐおっ」

「あの、やめてもらえる？　あと、流れ弾だま的にきんにくだるま君にも魔法いっちゃってるから」

　きんにくだるま君が顔の半分を隠す鉄てつ兜かぶとの下にある口をゆがませている。息が荒いものだから少々気味が悪い。

「すまん、きんにくだるま君。マサルは……もういいのか？」

「にらめっこだったら最強だな、お前の魔法……」

「マサル、お前、その発想力は大したものだ。くそ、このギャンブルをにらめっこにしていれば……」

　俺は肩かたを大きく落とした。

　ダメだ。こいつは本当に頼たよりにならん。

「……リリーナ、耳を貸せ」

「なんだ。おい、か、顔が近いぞ」

「だまれ。勝ちたいんなら、顔を寄せろ」

　……。

「なんだと！　私は騎士であり淑しゆく女じよとしてッ──」

　俺はおもむろに手でリリーナの口を押さえた。ふがふがと鼻を鳴らす。

「いいからやれ」

　リリーナは俺の目を見つめたあと、黙ってこくりとうなずいた。

「いつまで乳ちち繰くり合っているのかなあ、お２人さん。ギブアップするなら言ってよぉ。あたし、さっきから眠ねむいんだよねえ。があ～」

「ギブアップなんかしない、続けるぞ」

　俺は椅い子すを引いて、わざと身体を落とすようにして席についた。
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　ウインを見つけられたのは、２つの意味で運がよかったと言えるだろう。

　一つはウインが良いサクラの候補であること。カジノを運営するにはサクラの存在が不可欠だ。カジノ内での魔法使用は禁止としているため、客たちは平手でギャンブルをしている。勝っている客が少なければサクラに大勝させて場が盛り下がらないようにするが、本当にギャンブルが強い者がやってきて大金をつぎ込み始めたときは危険だ。放置すれば金をもぎとられるし、かといって仕込みをやってバレると評判は地に堕おちる。つまり、平手のギャンブルが強いサクラは常に必要だ。

　もう一つは、王位継承戦の相手の代打ちであるウインが、魔法を知らないことだ。継承権者は全員が魔法を使えるのだから、代打ちを連れてくるなんてことは基本的にはない。

　魔法も使えない者に、私が負けるはずがない。

　継承戦、まずは１勝……。

　ダックワーズが勝負を再開させた。

　先ほどまでと同じように進行する。手札をチェックして交こう換かんする。ウインは手札を放るように捨て、チェックした。

　２回の交換が済んだ。捨て札は裏向けになっているため、何を捨てているかは確認ができない。

　──しかし、私にはカードの交換は関係ない。

　脳の中心に意識を集中させ、そこに生じた魔ま力りよくの塊かたまりを手の先まで移動させるイメージをする。

　──発動。

　私の手札にあったカードの表面にある数字とマークがその姿をおぼろげにすると、また復活してきた。すると別のカードに変わっている。

　私の魔法は『変化』だ。

　伝説によれば山を塔とうに変え、池を雨雲にする魔法使いもいたというが、それに比べれば私の魔法は脆ぜい弱じやくだ。手で触ふれている対象を任意の形に変化させることができるが、手の平サイズの物に限られるし、強度や質量は変えられない。

　魔法が使えるというだけで多少は周囲からちやほやされるが、せいぜい子供を喜ばせるくらいのことしかできないことが歯がゆかった。

　だが、ことギャンブルにおいて、私の魔法は超ちよう強力だ。だからこそ一代で巨きよ大だいカジノを作り上げることができた。

　またロイヤルストレートフラッシュを作るのも芸がない。

　私はカードを４枚変化させて、Ａで並べた。フォーカードだ、まず負けない。

　……。

　肩かた透すかしを食らった気分だ。

　ウインはフォールドした。参加費のチップ１枚が私に入り込む。

　まあ、いい。何度やったって同じこと。

　次のターンだ。




「２枚チェンジです」

「チェンジだ、５枚」

　そして、私のベットに、ウインはフォールドする。

　ウインは連続のフォールド。

　やる気を失ったか？

　こちらは魔法を発動させて構えているというのに。

　それにしても、ウインが２回目のチェンジでありながら、５枚チェンジというのは何事だ。５枚チェンジは定石としてあり得ない。完全に運任せ、いや、それ以下だ。

　大勝負をしてこないことも気になる。

　そうこうしている間に、追いついてきた。

「１０２：98」と箱に表示されている。

　若干、私のほうがへこんでいるがウインが優勢だったのは過去のことだ。

　なるべくなら、魔ま法ほうは使いたくなかった。

　王になるまでには何度か勝利を重ねなければならない。終しゆう盤ばんは生き残っている者も特定されるため、その時点で自分の魔法が相手に知られているかどうかが重要になってくる。

　このウインという男が相当なギャンブラーであることは認めざるを得ない。私だってそれなりの経験はあるが、歯が立たなかった。

　だが奴やつが魔法の存在すら知らぬ非常識人だと言うなら、これ以上様子を見る必要もないだろう。

「どうです、ここらでひとつ大きな勝負をしませんか」

　乗ってくるはずもないが、感情をちょいとでも逆さか撫なですることができればそれでいい。後々になって、ささくれは大きくなって、怒いかりをむき出しにしてくるはずだ。

　すると、予想していなかった返答があった。

「いいよ。次はオールインしよう。俺も気が長くないんでな。どうせ負けたって俺はあんたの手下になるだけなんだ」

　……いやに素直だ。

「その前に聞きたいんだが……」

　ウインが唇くちびるをくいと吊つり上げた。

「あんた、楽しいのか？　このギャンブル」

「はい？」

「魔法なんか使ってするギャンブルは楽しいのかって聞いてんだよ。大方、手札を何らかのやり方で任意のカードに変えてるんだろ。そんな思った通りになるギャンブル、言い換かえれば絶対に勝てるギャンブルに、よく真しん剣けんになれるなって思ってさ」

　私は自分の額の血管が、ぴくつくのを感じた。

「これでも人の表情はよく見てきたつもりだから分かるんだよ。あんたがどれくらい前のめりにプレイしているかってな。ははは、あんた魔法を使う前と後じゃあ、眼がぜんぜん違ちがうぞ」




「楽しいわけがないだろうがあ!!」




　私は机に拳こぶしを叩たたきつけた。

　呼吸が荒あらくなる。ウインが顔に薄うすら笑わらいを浮うかべているのを見て、血の気が湧わき上がってくるのを感じた。

「王位継けい承しよう戦をなんだと思っている！」

　ウインが肩を震ふるわせた。

「さあ……」

「お前は魔法を知らないくらいだから教えてやるが、このコーズベルトは一見、裕ゆう福ふくな国に見えるが、そんなことはない！　中心部に金持ちが多いだけで、少し歩けばスラムだらけだ！」

　私の口から勝手に言葉が吐はき出されてくる。

「私はスラムの出身だ。知らないだろう、スラムのやつらが今日食うものにも困って盗ぬすみを働き、飢うえて死に、果てはパンの欠片かけらを巡めぐって殺し合っていることを……」

　冷静さを欠いていることに気づいたが、それでも言わずにはいられなかった。

「私は幸運にも魔法の力に恵めぐまれた。だからこそのし上がって金持ちになれた……しかし、こんな小金では足りん！　私はこの国を、世界で一番の金持ちの国にする！」

「……」

「カジノ産業はこのコーズベルトが世界で最も進んでいる。王になってカジノを世界中に輸出すれば、もっと金を集められるんだ！　そうすれば、スラムの人々を救うことができる！　いや、王にならなければそんな大規模なことはできない！」

　私は強く拳を握にぎった。

「これが私の野望だ！　王位継承戦に賭かけているものだ！　楽しいだのなんだの、おちゃらけた気持ちでやっているのではない！」

　腹の空気をすべて出し切るように、言葉を吐き出した。

　私にとって王位継承戦は大きなチャンス、絶対に負けられないのだ。

「失礼……取り乱しました。勝負を再開しま──」

　すると、目の前から空気の小刻みな擦さつ過か音が聞こえてきた。

「くくくく……」

　ウインが口に手を当てて、こみ上げるものを押し殺している。

「なにがおかしいのです」




「わははははははははははは！！！」




　高笑い。椅子から転げ落ちそうになるほど、身体をねじくり回して笑い声をあげている。つながっている鎖くさりがやつの身体の揺ゆれに合わせてかちゃかちゃと鳴った。

「悪い悪い！　違うんだよ！　はははは！」

　するとウインは立ち上がって天てん井じようを見上げて叫さけんだ。

「ありがとうよ！　女神！　これだよ！　俺が求めてたのはこれだったんだ！　何が地じ獄ごくだ！　最高じゃねーか、天国だよ、今！　ここは！」

「女神……なにを──」

「俺はこういうギャンブルがしたかった！　自己の存在の全てを賭けた、後あと戻もどりのできないギリギリの勝負！」

　ウインが鎖を摑つかんで、私に向かって真っ直ぐ突つき出してくる。

「始めよう、真のギャンブルを」
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　ウインの顔つきが変わっていた。どこか気だるそうな空気を漂ただよわせていたのが一変し、今では精力に満みち溢あふれている。

「再開だ！　さあ、早くカードを配ってくれ」
















　この男は魔法が使えない。私の『変化』が敗れるはずがない。

　女神だのなんだの訳の分からないことを言っていたが……そうか、この男は気がふれているのかもしれない。だから自分の窮きゆう地ちが理解できていないのだ。

　私は勝つ。勝って、王になる。

「ま、待て！」

　ウインの背後にいたリリーナが唐とう突とつに大きな声を出した。

「なんです？」

　この世間知らずの女も哀あわれなものだ。口ぶりと恰かつ好こうからするに育ちは良いのだろう。浮うき世よ離ばなれしているから、こんな男を代打ちとして連れてきてしまったに違いない。

　手を腰こしの前で組んでいる。

「て、手洗いはどこだ！」

「……お前なあ」

　ウインが腰をひねり、椅い子すの背に腕うでをかけて言う。

「真剣勝負してんだぞ。これからっていうときに、水を差すなよ」

「し、仕方がないだろう！」

「良いではありませんか。貴方あなた、エンファリス様をご案内しなさい」

　隅すみに立っていたスタッフが部屋の外にリリーナを連れ出した。

　さて、勝負の続きだ。

　ダックワーズはもう飽あきてしまったのか、気だるそうにカードを生み出して配布する。

　チェック。ウインは先ほどまでと同じく２回チェンジした。私も２回チェンジする。

　……ツーペア。このルールなら良い手だ。しかし、念を入れることは悪いことではない。

　集中──。

　私の手札が静かに変化した。この魔法のよいところは、変化させる部分を限定できるため対面している対戦相手からは何も起きていないように見えることだ。

　手札がロイヤルストレートフラッシュになった。これで負けはない。

「本当に大勝負するなら───」

　ウインに語り掛かけながら、私は箱にチップを１枚入れた。

「ウイン様から来てくださいよ」

「もちろんだ。噓うそはつかないってのが信条なんでな。オールインだ」

　箱の数字が「ＡＬＬ」に変わる。

　はっ。本当に勝負してくるとは。これでウインは後戻りできない。

「はい～、じゃあこれでショウダウンいくよ～」

　すると、扉とびらの向こうから大だい歓かん声せいが聞こえてきた。

　カジノにいた連中が野太い声をあげ、そのなかを時折指笛が突き抜ぬける。

　部屋に一つしかない扉が、勢いよく開け放たれる。隔へだたりがなくなって騒そう音おんも一いつ緒しよに飛び込んできた。

「うおおおおおお！」

「いいぞー！　ねえちゃん、もっとやれー！」

「カメリア様！　大変です！」

　慌あわてた様子でスタッフが転がり込む。私は立ち上がって声を張った。

「なんだ、騒そう々ぞうしい！」

「リリーナ様が服を脱ぬぎだしたため場内が混乱しているのです！　止めようとしても、とても我々の手では……！」

　スタッフ越ごしにカジノのなかの様子が見える。

　ルーレットテーブルの上にリリーナが立っている。

　胸部と腹部の甲かつ冑ちゆうが取り外されて、ぴったりと身体に密着する黒の肌はだ着ぎ姿。胸元の深い谷間には甲冑を脱いだばかりだからだろう、汗あせが浮いて艶つやっぽく室内の灯を映している。

　スタッフの一人がリリーナに腕を伸のばして確保しようとするが、軽く腕をひねられてテーブルから転がっていく。

　コインが中空を飛びかう。客たちがチップとしてリリーナに投げているのだ。

　次に手がかけられたのはスカート状になっている下半身の甲冑。リリーナの生足を通ってごとりと落ちると、甲冑と同じくらいの丈たけの肌着が現れた。薄っぺらいスカートになっていて、そよ風でめくりあがってしまいそうだ。

　それをつまんで、ゆっくりと吊り上げていく。徐じよ々じよに露あらわになっていく白しろ肌はだの面積が広くなるにつれて、客の歓声も大きくなる。

　リリーナの顔は羞しゆう恥ちに赤らんでいた。

「父上……、申し訳ございません……。リリーナめは、このような淑しゆく女じよとしてあるまじき破は廉れん恥ち行こう為いに及およんでいます……」

　泣きそうな面つらだ。

　私はウインを睨にらみつけた。どうかしたか、とでも言わんばかりに目を細めている。

「負けた腹いせですか？　貴方はこれから私に使われる運命だというのに、主である私の機き嫌げんを損ねてどうしようというのです。あとで痛い目を見ることになりますよ」

　ウインは両手を広げて肩かたをすくめた。

「そんなに怒おこるなよ。あいつには後で言って聞かせるからさ。さ、勝負を続けよう。あと一回、手札を開けば終わるぞ」

「貴方には教育をします。覚かく悟ごしてください」

「おー、こわ」

　私は席についた。

「さっさと終わらせましょう。ところで……何をへらへらと笑っているんです」

　ウインは椅子の背に身体を預け、足を組んで座っていた。

「……なあ、カメリア。一ついいか？」

　ウインが頭をぼりぼりと搔かきながら言う。

「王位継承権者っていうのは、あんたみたいに人生賭けているやつばかりなのか？」

　そんなことを聞いてどうする。

「……当たり前でしょう。ここは絶対王政の国。王になれば、それこそ何でも実現できます。人生を賭けたって継承権自体は自分の意志では手に入らないのです。もし覚悟のない者が運良く継承権者になったとしてもそうそうに敗退するでしょう」

「うんうん、そうかそうか」

　嬉うれしそうに笑えんでいる。

「なんです」

「いや、あんたには関係のないことなんだが、リリーナに御お礼れいを言わないといけないと思ってな」

「……」

「継けい承しよう戦で勝てば勝つほど、もっとたくさんの真のギャンブルができるってことだろ」

　この男、私に勝つつもりだというのか。だったら、現実を突きつけてやる。普ふ通つうの人間が、魔ま法ほうを使える人間を相手にギャンブルで勝つことができるわけがない！

「はいはい、進めるよー。それじゃあ、ショウダウン～」

　ダックワーズが会話を遮さえぎるように宣言した。

　ウインと私は同時にテーブルをさらって手札を拾い上げ、いっきに開いた。

「ロイヤルストレートフラッシュ！　どうです！　負けを認め──」

　……えっ？

　私は自分の目玉が飛び出るかと思った。

　身体まで前に乗り出して、テーブルの上に胸を押し付けるような姿勢になる。

「こ、これは……」




　５のファイブカード。

　ウインの前にはルール上存在しない、最強の役があった。




「おっや～」

　ダックワーズがウインの手札をしげしげと見る。

「う～ん」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、手を返してウインに向けた。

「オールインしているため、カメリア・パラゴンのチップは全て失われました。よって、本継承戦はリリーナ・エンファリスの勝利にて決着です！」

　手元の指輪が振しん動どうしたのを感じて目をやると、色が消失していた。

　路ろ傍ぼうに転がっているような、何の輝かがやきもない石がついているだけ。

「しゃあああああああああ！」

　ウインが立ち上がって雄おたけびをあげる。

　おい。

　おい。

　おいおいおいおいいおいおいおいおいおい。

　待て……。

　待てよ待てよ待てよ。

「こんなもの認められるか！　おかしいだろ！　許されるはずがない！」

　ウインの前に広げられた手札を指さす。

　確かにロイヤルストレートフラッシュよりもファイブカードのほうが役は強い。だが、ファイブカードを作るには、ワイルドカードであるジョーカーが必要だ。今回は、ジョーカーを除いた52枚のデックでプレイしている。

　つまり──。

「ファイブカードができるわけない！」

　ウインの前には５が５枚揃そろっていた。ハートの５がダブっているのだ。

「トランプでカードが重複するわけがないだろうが！　こんなもの、イカサマですらない！　子こ供ども騙だましだ！」

　言いながら、私は気付いた。

　ウインは後半になるとほぼ確実に手札を２回チェンジしていた。

　５枚チェンジもしていたのは、より多くのカードを一度手札に入れるため。

　カードを抜いていたんだ……！

　しかし、いつの間に。

「いつ抜いたのかって面だな？　ショウダウンのあと、俺は後半からは手札を放って戻もどしていただろ。オープンまでは誰だれでも気が張っているもんだが、オープンし終わると気が抜けちまうんだよな」

　この男、チェンジで宣言した数より少ない枚数しか捨てていなかったのか……!?

　いや、待て。

　この男の言う通り、勝負後には確かに気を抜いてしまっていたのかもしれない。だが勝負中は集中している！

　配られた手札から、抜いたカードと手札を丸ごとすり替かえるなんていくらなんでも気付かないわけが…………。

　あっ。

「いてェッ！」

　突とつ然ぜん、ウインが声をあげた。いつの間にか部屋に戻っていたリリーナに頭を殴なぐられたのだ。顔を紅潮させ、さっきまで取り外されていた肩の甲冑を直している。

「なにすんだよ！」

「……一発殴らんと気が済まん。それで、どうなったのだ結果は」

「……おつかれさん。安心しろよ。それにしても、お前、肝かん心じんなところは見せてなかったが、なかなかいい体してるな。なあ、きんにくだるま君」

「ぐお～」

　リリーナがもう一発げんこつをお見み舞まいした。

「いって！　分かった、すまん！　謝るからもう殴らないで！」

　騒音に、一いつ瞬しゆん目を離はなした。あの隙すきか……。

「私は認めんぞ！　ダックワーズ！　貴様、ウインに肩かた入いれしているな!?　私は魔法しか使っていないんだ！　お前がこんなウインの子供騙しを認めるなら、私は管理委員会に申し出て──」

　すると、ダックワーズが姿を消したかと思うと、瞬しゆん時じに私の目の前に現れ、そして胸倉を摑つかみ上げた。

「くっ」

「おいおいおいおいおい～」

　首が締しまる。ものすごい力だ。

「テメー、何度も言わせんじゃあねえぞ、こらあ。イカサマは禁止してないって言っただろうがよおおお。しかも、ここにロイヤルストレートフラッシュがあるからロイヤルストレートフラッシュは成立するって豪ごう語ごしてたのは貴様じゃねえええのかああ？　だったらファイブカードだって出来上がってるだろうがよお、尊重してやってるって分かれや？　天使ナメてんじゃねえぞ、あたしが継承戦に負けたお前を生かしておかなきゃいけない理由があると思ってんのかあ？」

　また黒目が途と方ほうもないところを見ている。人間とは思えない形相で睨みつけられて、私は口を閉ざした。本当に殺されてしまうかもしれない。

「まあまあ、許してやってくれ、ダックワーズ」

　立ち上がったウインがダックワーズの肩を叩たたいた。

「……魔ま法ほうも使えない人間に私が負けるなんて」

　油断していたかもしれない。だが、ただの人間が、魔法も使えない一いつ般ぱん人が、魔法使いである私に勝つことなんて不可能だ。信じられない……。

「カメリア、お前は大したやつだ」

　ウインの目は真っ直すぐに私を見ている。

「立派なカジノを経営して、金も稼かせいでいるだろうし、おまけに魔法まで使えるなんてな。職もなく、一文無しで、魔法も使えない俺とは人間としての格が違ちがうよ。野望だって、きっと叶かなえられるさ」

　その顔には、嘲あざけりも、挑ちよう発はつもない。

「ありがとな──」

　純じゆん粋すいな笑顔。




「人生で一番おもしろいギャンブルだった」
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「かんぱ～い」

　陽気な調子でリリーナが盃さかずきを突つき出してくる。俺たちはさっき飯を食った定食屋に戻ってきた。もう朝方に近いため客はまばらだ。

「おい！　中身こぼれてんだろうが！　濡ぬれたぞ！」

「さすが私が見込んだ男だ、マサル。うふふふふ……お前を代打ちにしてよかった。10万ルスも手に入ったしな……ふにゃあ～」

　先ほどの王位継承戦では、継承権以外にカメリアは10万ルスを賭かけていた。それがリリーナの懐ふところにある。

　対戦中、俺はリリーナにストリップをやってこいと命令した。勝つためには必要な犠ぎ牲せいだと説得すると、意外にもすんなりと受け入れた。丸まる裸はだかにはならなかったようだが、騎き士しと自じ称しようする人間としてはよくやったほうだと言えるだろう。ここに来るまでの道中は俺に罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけていたが、この定食屋にきて酒（のようなもの）をすすめると、勢いよくかっ喰くらって、この調子だ。

「お前、さては酒乱だな」

「そうだ、分け前が必要だな！」

　顔を赤らめながらごそごそと、腰こしに結び付けた布に手を伸のばす。

「い、いや、いい！」

「なんだあ……？　遠えん慮りよすることはないんだぞ」

　本来であれば全額貰もらってもいいところだろうが、悲しいことに俺には呪のろいがかかっている。

「それはお前の懐に収めておいてくれ。その代わり、ここの代金は持ってもらう。それと……」

「なんだ？」

「次の王位継けい承しよう戦もやってやるよ」

　リリーナが盃をテーブルに叩きつけて、眼を目いっぱい広げた。

「ほ！　ほほほほ本当か!?」

「ああ、さっき決めた」

「マサルー！　お前ってやつは！　私も次の継承戦をやってもらうために何と言って頼たのもうか思案していたのだ！」

　俺の求める真のギャンブルはこの世にはないと思っていた。

　プレイヤー同士が、己の全存在を賭けたギャンブル。それこそが真のギャンブルだ。

　カメリアもリリーナも、王位継承戦に自分の全てを賭けているといっても過言ではないだろう。王位継承戦の代打ちを続ければ、俺はもっと真のギャンブルをすることができるはずだ。

「でもな、お前はもっとちゃんと俺に王位継承戦について説明しろ。さっきだって対戦相手が魔ま法ほうを使ってくるなんて、聞かないと分からないだろうが」

「す、すまんのぅ……」

　両の人差し指をいじいじとこすり合わせる。

「しかしなあ～、私もあまり詳くわしくは知らんのだ……。継承権者になったからといってルールを誰かが説明してくれるわけではないしなあ～」

「雑だな」

「でも、継承戦の流れはさっき見た通りだから分かっただろお？……そうだ、カメリアが言っていた王おう冠かんがあったな～。私も実際に見たわけではないから伝聞に過ぎないが、王冠は勝ち残った継承権者だけが被かぶることを許される……。勝ち残った継承権者以外が手にすると激しい魔ま力りよくの暴走が起きるという噂うわさだ。私もよく分からんが、少なくともその者が死ぬことは間ま違ちがいないだろうなあ～。７７７色の石がはめ込まれているため大層美しいそうだが、盗ぬすもうとする奴やつはいやしないんだあ」

「ふ～ん。その辺は俺にはどうでもいいわ。で、継承戦、次はいつやるんだ」

「次の継承戦の期限まであと30日もあるぞお。急ぐ必要はない。だから、その前にお前との約束を果たさせてもらおう」

「約束？　なんのことだ？」

「エルフの少女を探すのだろう。なぜ忘れているう」

　そういえば、そんな約束をしたんだったな。王位継承戦のことで頭がいっぱいになっていた。

「いや、別に探さなくてもいいよ。それより先に王位継承戦を──」

「いかん！　私は騎士だぞ！　約束は必ず守る！」

　赤らんだ顔の目は据すわっている。

「いや、俺がいいって言ってる──」

「ダメだダメだー！　エルフを探しにいくんだー！」

　駄だ々だっ子のように足をばたつかせる。

「分かったよ！　いいよ！　エルフ探しにいこ！　すぐいこ！」

　なんで俺が折れてやる必要があるんだ。堅かた物ぶつの酒乱がこれほど面めん倒どう臭くさいとは……。

　するとリリーナは満足そうな顔で、ふんと鼻息を吹ふいた。そして盃を撫なでながら、うにゃうにゃと言葉にならないものを吐はいて机に突っ伏ぷす。

「エルフというのはなあ、プライドの高い種族なんだあ。だから体裁や、見た目の飾かざりつけには異常なほど執しゆう着ちやくがある……。そもそも人里にいるだけでも珍めずらしいのに、それがボロを来て歩いているということは十中八九──」

　がばりと顔をあげて、俺の頭の上あたりにとろんと半分に閉じた目を向けながら、急にはっきりした口調で言った。

「奴ど隷れいだ」




　宿屋に着くまで酩めい酊ていしたリリーナに肩かたを貸してやったが、体力のない俺には厳しい道のりだった。俺たちは街の宿で仮か眠みんをとり、早朝に外出した。市場の奥を目指して進んでいる。

「うう……頭が……」

「飲み過ぎだ。ほら、水でも飲めよ」

　重い足取りのリリーナに薄うすい金属製の水すい筒とうを渡わたしてやると、いっきに飲み干した。

「もう平気だ。心配かけた、マサル……」

「道、間違えんなよ」

　しばらく歩くと、リリーナの体調も戻もどってきたようで安心した。

　街の活気はどこにいても変わらないが、進むにつれて、なんだか空気が淀よどんでくる気がした。路地の端はしに目をやれば浮ふ浪ろう者しやが寝ねているし、人種は様々とはいえ俺でもはっきり分かるくらい柄がらの悪い輩やからが多くなってくる。

　すると、急に開けた場所に出た。

「着いたぞ、オークション会場だ」

　周囲を建物で囲まれた広場だ。俺たちの前には群衆がいて、その前に木製のステージのようなものがある。

「よくぞ皆みな様さま、おいでくださいました。どうぞどうぞ、よりどりみどりの奴隷がおります！　ふるってオークションにご参加ください！」

　ステージの上では、人種にも性別にも関係なく、数人が鉄製の腕うで輪わをされた状態で整列していた。自分の人生を諦あきらめているのか、感情が失われているのか、その誰だれも表情がない。

　ふとリリーナを見ると、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた。こいつの性格を考えると、奴隷という存在を快くは思っていないのだろう。

「それでは続いて本日の目玉商品に参りましょう！」

　一本角を生やし、ボタンが飛んでしまいそうに飛び出た腹をサスペンダーでおさえつけている司会の男が口上する。

「いたぞ。あの子だ」

「どれだ！　おお、あの華きや奢しやな少女か」

　こんなに早く見つかるとは思わなかった。

　少女は金きん髪ぱつのおかっぱ頭を陽光に煌きらめかせているが、顔には薄うす汚よごれが目立つ。他の奴隷と違ちがって目には生気があるが、こうして遠巻きから見てみると決して健康的な身体ではないことが分かる。細い腕うでに通された手て錠じようはより重々しく見え、虫食いの布から出る脚は、身体を支えられているのが不思議なくらいの細さだった。

「今や希少となったエルフの末まつ裔えい！　先の戦争に敗れ、人里離はなれた森に隠かくれて暮らしているため入荷困難ですが、当オークションが偶ぐう然ぜんにも入手！　エルフは気き位ぐらいが高く他の種族を嫌きらいますが、こいつにはよ～く教育を施ほどこしてあり、命令には服従します！　……それこそ、なんでも！　もちろん傷はつけておりませんのでご安心を！　さあ、それでは参りましょう！」

「よし、行こう」

　そう言ってリリーナが人混みに分け入ろうとしたのを、腕を摑つかんで止めた。

「いま行ってもどうにもならんだろ。見ろ、警備員もたくさんいる」

「で、でも……」

　値付けが進んでいる。万単位で、どんどんと吊つり上がっていく。

「落ち着けよ。落札したやつに話をつけるしかない」

「そんなやつのところに行ったって相手にしてもらえるか分からないだろ！」

　リリーナの鼻息が荒あらい。なんでお前がそんなに真しん剣けんなんだよ……。

「確かにこの調子だとかなりの高額になりそうだな……。そうなると丁重に引き渡されるだろうから、俺達が行っても会えるかは怪あやしいな」

「さあ、次の方！　次の方はいませんか！」

　司会の男が進行する。

　すると、俺の横にいた人物が動いたのが分かった。まっすぐ、腕を上に伸ばしている。

「ん？」

　リリーナだった。

「３０００万ルス！」

　背の高い亜あ人じんがいても司会者から見えるようにか、うんと背せ伸のびをした。

「そちらの人間の女性！」

　周囲がざわつく。リリーナは、いっきに倍の値段をつけた。

「他にご希望の方はいらっしゃいませんか!?　……はい！　それでは３０００万ルスにて落札！　そちらの女性はご案内しますので、後ほど引き渡し場所へお越こしください！」

「よし、なんとかなったな……」

　俺はリリーナの肩を摑んだ。

「なにやってんだお前！　バカか！　金持ってねーだろ！」

　俺が肩を揺ゆさぶるのも気に留めず、ふふふ、と笑えみを浮うかべている。

「安心しろ、マサル。ついてこい」




「どうもどうも！　先ほどは落札、誠にありがとうございました～！」

　さっきまで会場で司会をしていた一本角の亜人が、サスペンダーを両の親指でぱちんと弾はじきながら近づいてきた。近くで見るとでっぷりと肥えているのがよく分かる。

　どうやら、この亜人はオークションの運営と、奴隷商人の両方を生なり業わいとしているらしく、リリーナが落札したエルフはこの亜人の商品だったようだ。

　俺たちは案内されてテントのなかにいた。

　入口の横に、大人が身体を縮こませてようやく入れるくらいのサイズの牢ろう屋やが設置されている。そのなかにエルフの少女はいた。

「あっ。あのときの呪いの方！」

「やかましいぞエルフ！　勝手に喋しやべるんじゃあない！　テメーの主人はまだ俺だ！」

　一本角の亜人はどすの利いた声で一いつ喝かつした。少女はびくりとして、逃にげるように檻おりの隅すみに身体を寄せた。

「へへへ……すみません、ご婦人。教育はちゃんとしてありますから。それにしてもそちらの旦だん那な、前からこの奴隷をご存じだったんですねェ。さすが、お目が高い！　がはははは」

　にやけた面は醜みにくい。

「こいつは……え～と名前はなんだったっけかな。いや、そんなこたあ、どうだっていいですね！　好きなように呼んでやってください。名前だけじゃなく、好きなようにしてもらって結構でさあ」

　亜人は頭の角を撫でる。

「苦労したんですよぉ。なんでも里から追放されて、山奥で野垂れ死にそうになっていたらしくてね、それを高値で買ったんです。エルフは全員が魔法を使えると言われていますが、こいつは使えないんですよ。出来が特別に悪かったんでしょうなあ。エルフの世界では魔法が使えなければ追放されるそうですぜ。おっと、魔法が使えないってのは良い意味で捉とらえてくださいよ、反はん抗こうのしようがないんですから安全ってことでさあ」

「そんなことはいい。要件を済ませよう」

　リリーナが淡たん々たんと言った。商人の目をあえて見ないようにしている。奴隷を所有しているこの亜人に嫌けん悪お感かんを抱いだいているのが分かる。

「さあ、ご婦人。さっそくお支し払はらいをしていただきましょうか！　手数料を加えますんで、締しめて３２５０万と５０００ルス！　そういえば……金はどこですかい？」

　亜人はリリーナの身体を下からなぞるように見た。背中にショルダーバッグのような麻あさ袋ぶくろをかけているだけで、大金を持ち合わせているようには見えないだろう。俺も手ぶらだ。

「金は無い」

　リリーナが言った。

「……はい？」

　真っ直すぐに亜人の目を見る。

「金は持ち合わせていない」

「警備員んんんんんんんん！」

　亜人はさっき少女を怒ど鳴なりつけたときよりも大きな声を張り上げた。すると入口をくぐって、どかどかと重みのある足音を鳴らしながら鎧よろいを着た男たちが入ってきて、　あっという間に囲まれた。

「ふざけやがってええええ……」

　一本角の亜人の声がさっきまでと変わっていた。

　そして角がぶるぶると震ふるえはじめると、眼が赤く染まり、身体が膨ぼう張ちようする。腕のシャツのボタンがはじけ飛んだ。たっぷりと身体についていた脂し肪ぼうが筋肉に変わったのだ。

「業務妨ぼう害がいだぞ……いや、詐さ欺ぎだ。憲兵につきだしてやる。その前に痛い目にあってもらわなきゃ気が済まん……俺がこいつを買う金を用意するのにどれだけ苦労したと思ってやがる」

　警備員たちが剣けんに手をかけると、室内に緊きん張ちよう感かんが走った。

「待て！」

　リリーナが沈ちん黙もくを打ち破る。

「金はないが、支払えるものはあるんだ」

「ああ？」

　親おや父じが反応したのを見て、手を突つき出す。

「私は王位継けい承しよう権者で、この指輪が証しよう拠こだ。これを譲ゆずり受うけたとしたら、お前は代わって継承権者になれる。当然、知っているだろう？」

　指輪についた朱しゆ色いろの宝石がきらりと光る。

「そんな話は聞いたことがないぞ」

「そうか。まあ、信用しなくてもいい。お前自身にその気がないなら、売ればいいだけのことだ。王位継承戦は神の名の下もとに行われる神聖な行事だ。模造品の製造は即そつ刻こく、死し刑けい。そんなバカなことをやる奴やつはいない。つまり、それだけの希少性があるということだ」

「……」

　親父は黙だまり込んだ。リリーナの考えを測ろうとしているようだ。

　……こいつ、なに勝手に話を進めているんだ。

「……その指輪とエルフを交こう換かんしたいってか？」

　親父の目は指輪から離はなれない。いまにも手が伸のびてきそうだ。

　相当、欲しがっていると見える。リリーナは薄うすら笑わらいを浮かべた。

「交換でもいいが、どうせだったらギャンブルをしよう」

「なんだと……」

　大げさな手ぶりをする。

「可能なら、両取りできたほうがいいだろう。エルフとは言っても、こちらが賭かけるのは王位継承権だ。王になれば、どうなる？　金なんかいくらでも転がり込んでくるだろう」

　親父が怪け訝げんな顔をして、しばらくすると、身体が元の大きさに萎しぼんだ。

　ボタンが飛んでしまったシャツの袖そでをまくり上げた。

「……いいだろう、やってやる」

「よし、決まりだな」

　なぜこいつは勝手に話を進めている。

「──行け、マサル！」

「待て待て待て待て」

　俺はリリーナの肩かたを再び摑んで顔を寄せる。

「どうせそんなこったろーと思ったよ！　俺はエルフは重要じゃないって言っただろうが。なんでそこに指輪を賭けるんだよ」

「はっはっは。王たる者が約束を守らずにどうする」

　腰こしに手をあてて威い張ばる。

「それに、お前だったら負けないだろう？」

「……」

　こいつが指輪でない物を賭けていたら勝手にやらせていたが、もしこれでリリーナが負けでもしたら、俺が王位継承戦ができなくなる。今度こそ、俺は生きる目的を失ってしまうだろう。

　──やるしかない。

「くそ、分かったよ……。おい、おっさん」

　俺は振ふり返って、警備員を腕うでで押しのけながら亜人の前に立った。

　そして、傍かたわらにあったテーブルの上のカップを手に取る。

「イカサマを疑われても困るから、ここにあるあんたの持ち物を使おう」




「カップアンドリング、これで勝負だ」
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　ルールはいたってシンプルだ。

　俺が２つのカップのどちらかに指輪を入れてシャッフルする。指輪の入ったカップを親父があてれば勝ち。外せば負け──。

「一いつ瞬しゆんで勝負はつく。ちなみに、俺がシャッフルをしている間、あんたたちには背を向けておいてもらう。もちろんカップにリングを入れないなんていうバカをやるつもりはない。外れたとしたら、もう一方のカップは必ず開けさせてもらうよ。男と男の真剣勝負だ」

　俺は言いながら、部屋の中央に移動させてきたテーブルの上の木製カップに指輪を投げ込んだ。からりと乾かわいた音がする。

　向かい合うように位置する親父が言った。

「賭け代しろの確認だ。俺が勝てばその王位継承権者である証明の指輪を俺に譲じよう渡とする。お前らが勝てば、あそこのエルフを渡わたす。それで間ま違ちがいないな」

「ああ、間違いない。……おっと大事なことを忘れていた。親父、あんたは魔ま法ほうは使えるのか」

「……いや、使えん」

「俺も使えない。だったらこのギャンブルで魔法は使用禁止だ」

　この親父が本当に魔法を使えないかどうかは判別できないが、ルールを確認しておくだけでもけん制にはなる。

　俺はテーブル全体が見える位置にある檻にいる、エルフの少女に身体を向けた。

「安心しろよ。別にあそこにいるアホ女は奴ど隷れいが欲しくてギャンブルをするんじゃない。俺が勝ったら解放してやるよ」

「……？」

　俺の言っていることが分からないのか、少女は小首を傾げながら怪訝な表情をした。

　身体を正面に向き直す。

「他にルールはない。問題なければ始めるぞ」

「いいだろう」

　親父はポケットから手の平ほどもある大きさの鍵かぎを取り出してテーブルに置いた。俺のいた世界ではほとんど見たことがない、木の枝のような形をした古めかしい鍵だ。

「それがあの檻の鍵だな。……それじゃあ、いくぞ」

　俺はカップの天地を反転させた。指輪が入っているのは右のカップだ。

「混ぜるから、あっちを向いててくれ。警備員たちも移動しろとは言わんが、背を向けておいてくれよ。リリーナが見ているから、ズルはできないぞ」
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　馬ば鹿かめが……。

　背後でカップがテーブルを滑すべる音がするが、位置の特定はできない。かなり入念に混ぜているようだ。

　だがな───。

　俺は思わず肩が震えそうになったのを堪こらえた。

　この男はエルフに背中を向けさせなかった！

　エルフが俺に協力すると思っていないのだろうな。それとも、自分の解放のかかったギャンブルだから俺に協力をするわけがないと高をくくったか!?

　男は見るからに異様な恰かつ好こうをしているが、どうせどこかの田舎いなか者だろう。勝負が終わったら教えてやろうか。奴隷っていうのは、どんな状じよう況きようでも言うことをきくんだ。ましてやこのエルフは幼い。俺の教育の効果は絶対的だ。

　エルフはどちらのカップに指輪があるか分かっている。そいつを俺に伝えさせれば、必勝だ！

「ああ、そうだ……」

　人間の男が背中越ごしに話してくる。

「さっきは言わなかったが、エルフの子は当事者じゃないからな。何か言わせるのは反則だからな。その子が喋しやべった時点でイカサマとみなさせてもらうが、それでいいな？」

「……ああ、構わない。おい、エルフ、絶対に何も喋るなよ」

　俺は顔がにやけることを止められなかった。この男、少々頭は回るようだが、せいぜい20歳やそこらの人間だろう。年季が浅いわ。俺だって当然、日常的にギャンブルはやっている。ときには奴隷に手伝わせることもあるんだ。

　──イカサマをな。

　符ふ丁ちよう、つまり合言葉はエルフにかなりの量を仕込んであるが、今回は右か左かの２択たく。それすらも必要ない。目で合図できる。

　さあ、よく見ておけよ、エルフ。そして俺に指輪の入ったカップを伝えるんだ。

　──かつ、かつ、かつ。

　カップを混ぜる音が止まり、床ゆかを何かが叩たたく音がした。

　靴くつ音おと。なんだ。歩いているのか？

「おい、お前」

　人間の男の声だ。

「お前、一生奴隷でいたいと思っているのか？　思ってるんだとしたら、何も言うことはねー」

　エルフに話しかけているのか。
















「だがな……。もしそうじゃないなら、あの奴隷商人に逆らえ。捨てられたかなんだか知らんが、解放されたいんだったら自分の足で歩け」

　返答はない。男は一人で話し続ける。

「このギャンブルはな……」

　乾いた笑い声が聞こえてくる。心の底からこの状況を楽しんでいるような笑い。




「お前の人生が賭かかった、お前のギャンブルだよ」




　……こいつ、檻おりの前まで行ってエルフを説得しているのか。

　こういう感傷的なやつはたまにいる。

「……俺の商品に勝手に話しかけるんじゃねぇぜ」

　俺は演技した。エルフを説得したところで意味はない。

　この男の考えは分かった。エルフに背を向けさせなかったのは指し摘てきし忘れていたからではなく、俺の仕込みが入っていることを予想して、裏切らせようとしていたのだ。

「あいつに何を伝えるかは、お前自身で決めろ。それがお前のギャンブルだ」

　その程度の浅いセリフで、俺の躾しつけが揺ゆらぐと思っているのか。

　このエルフの世界には俺しかいない。

　俺が神であり、俺なくして生きていくことはできないと刷り込んである。

　俺はこいつが少しでも命令に背そむいたり失敗したりすると、１週間は完全に無視をした。存在自体をないものとして扱あつかうのだ。もちろん他の奴隷仲間にも徹てつ底ていさせる。最大の痛みは、暴力ではなく、世界に認識されないこと。つまり孤こ独どくだ。しばらく続ければ、俺の一挙手一投足、ため息にすら媚こびてくるようになる。完かん璧ぺきな奴隷だ。

　この男、奴隷を解放する自分に酔よっている勘かん違ちがいの正義漢ってところか。正しい行いをしようとすれば、誰だれもが自分に協力してくれると思っているのか。

　甘い。

　若い。

　青い。

　負けて知れよ、この世は良い人間が勝つわけじゃあないってことをな……。

　すると、再び足音がした。男が元の位置に戻もどったのだろう。

「……準備ができたぞ。こっちを向け」

　俺は振り返ってテーブルに身体を向けた。伏ふせられた２つのカップの間をとるように男が立って、手を広げている。

「選べ。右か、左か」

「ふうむ、どうするかなあ……」

　わざと迷ってやる。さくっと決めてはつまらないし、多少の演出もいれてやろう。

「しかし先ほどの演説は感動したなあ。俺も奴隷商人から足を洗おうかと思ったくらいだよ。だがこれも稼か業ぎようなもので、心苦しいが……」

　言いながら、ちらりと檻に目をやる。

　教えろ、エルフ。指輪の在処ありかを──！

　……。

　…………どうした。

　なぜ動かない。

　まさか解放されたくて拒きよ否ひしているのか!?

　……いや、それはありえん。

　死ねと言えば自ら死を選ばせることだってできる。俺に逆らえばどうなるかは、エルフ自身がよく分かっている。

「どうした？　さっさと選べよ」

　…………やむを得ん。

「エルフ！」

　思い切り机を殴なぐりつけて、怒ど鳴なり声をあげた。

「今ならまだ許してやるが、俺にも我が慢まんの限界があるぞ！　分かってやっているんだろうな！」

　エルフは再び檻の隅すみに逃にげるようにして、背中越しにこちらをうかがっている。

「何を脅おどしてるんだよ？　指輪の位置を伝えさせようとしているんじゃないだろうな」

「はっ！　そんなわけがあるか。自分の解放がかかっているのに教える奴隷がいるか？」

　あからさまに怪あやしいことは分かっている。しかし、言葉を使うわけじゃない。

　──俺はその瞬しゆん間かんを見み逃のがさなかった。

　エルフが左目だけのまばたきをしたのだ。

　きたぞ。

　向かって右のカップ、間違いない！

「開けるぞ、いいな」

「いや、俺が開ける！」

　俺は向かって右のカップをむしり取るようにして取り除いた。

「はははは！　もらった、その指輪あああああああああ！」

　……。

　…………。

　そこには隠かくれていたテーブルの一部が見えただけで、何もなかった。

　なんで。指輪が、ないぞ？

「ば、馬鹿な……そんな！」

　残ったカップを手で払はらいのけた。

　そこには、朱しゆ色いろに輝かがやく指輪。

「ははははははは！」

　男がけたたましい声で笑った。

「はい、外れー！　イカサマに頼たよってちゃあ、そうなるよなあ！」

「な、なんだと……」
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　親おや父じの呆あつ気けと怒ど気きの入り混じった顔を見て、俺は高笑いをした。

「エルフの子は頭が良い！　俺の仕し掛かけを見み抜ぬいていたんだろうな、正直焦あせったよ。だが、あんたがキレてくれて助かった」

「ど、どういうことだ！」

「お前がエルフの子に指輪の位置を教えさせようとしたから、その子は自信がないのに指輪の在処を言う羽目になったんだよ」

「……」

「何を言っているのか分からないって面つらしてんな。あんたが後ろを向いている間、俺はエルフの子の目の前まで行って話しかけたんだよ」

「それくらい分かっている！　俺の躾がきかないわけがないんだ！」

「はっ、ついに自供かよ。いいか、俺ははっきり言ってエルフの子があんたに何を伝えるかはどうでもよかったんだよ。ただ、彼女の位置だけが重要だった」

「なに？」

「テーブルとエルフの子の間に障害物は何もないから、エルフの子は実際に俺のシャッフルを見ていた。つまり指輪がどっちのカップに入れられたかは把は握あくしていた。……だが、俺が間に立つとどうなる？」

「……」

「当然、視界は切れる」

「まさか……」

「その間はカップを操作しても見えないってわけだ」

「じゃ、じゃあエルフは俺に間ま違ちがった情報を……！」

　親父はエルフの子をにらみつけた。

「いや、その子は俺が視界を遮さえぎったあと、背後でリリーナがカップをすり替かえるところまで予測していた。自分の位置からはリリーナが一切、見えていないにも拘かかわらずな」

「つ、つまり──」

「そうだ。俺はリリーナに位置を変えるフリだけをさせたんだよ」

　怒いかりにぶるぶると震ふるえ始めた。

「くっそ！　くそううううう！」

「裏の裏ってやつだ。言っとくが、お前がエルフの子を使ってイカサマをするつもりじゃなけりゃ成立しないんだよ。誰が動かそうが、確実に片方のカップには指輪が入っていたんだ、イカサマでもなんでもねーぞ。いやあ、運任せで選ばれるほうがよっぽど嫌いやだったよ。まあ、つまりは──」

　指を鳴らして、親父を指さす。

「エルフの少女は従順にも主人だったあんたを裏切らなかったわけだし、あんたがバカで助かったってことだ」

「ぐうううううう!!」

　俺はテーブルに置かれていた鍵かぎをとり、手でぽんぽんと空中にほうってやる。

「あんたとのギャンブルは俺の勝ちだ。もらっていくぜ、エルフの少女は」

「てめェ……。このまま帰すと思ってるのか？」

「え」

　調子に乗って解説していたが、急に親父から放たれる気配が変わった。

「このエルフは借金して手に入れたんだよ！　こいつを金にできなきゃ商売が終わっちまう！　渡わたすわけにゃいかねえええええ！」

「お、おいおい！　約束だろ！　おとなしく引き渡せ！」

「やれ！　お前ら！　殺しちまえ！」

　警備員が一いつ斉せいに飛びかかってきた。

　すると、風の擦さつ過か音。警備員たちは俺に殴りかかる姿勢のまま、地面に倒たおれた。

「貴様……、結果を受け入れられない者が勝負なぞするんじゃあない。人としての信義にもとるぞ」

　リリーナの剣けん技ぎだった。

　喋しやべりながら親父に近づいて、首に剣の鞘さやをあてる。

「商売について口出しをする気はないが、個人的な感情だけを述べれば、私は奴ど隷れい制度も奴隷商人という存在も反へ吐どがでるくらいに嫌きらいだ。ましてや、お前のように奴隷をぞんざいに扱い、売り先も選ばないような輩やからは見るに堪たえない。エルフの子はもらっていく、そしてまたお前の様子をいつか見に来る。そのときまた同じような扱いを奴隷にしていたら……分かっているな」

　親父の足は震えていた。

「だから、こいつを金に換かえないと廃はい業ぎようだって言ってんだろォ……」

　俺が突つっ込む。

「お前、ぜんぜん話聞いてないな」

「そんなこと言っていたか？」

　こいつのことは置いておいて……。

　俺は檻おりの前にいくと、拳こぶし大だいもある錠じよう前まえに鍵を差し込んだ。がしゃりと大げさな金属音がすると、鍵の芯しんが抜ぬける。錆さびのできた古びた檻。腰こしをかがめて、中の様子をうかがう。

　エルフの子はおびえた表情でこちらを見ていた。彼女の日常がたったいま壊こわれたのだから戸と惑まどうのも無理はない。手を、なかに差し入れる。

「来い」

　俺を怖こわがっているのではなく、この檻を出ることを恐おそれているようだった。

「来いよ」

「……」

　黙だまって俺を見ている。

　困った。こいつを連れ出さないとリリーナが納得せずに面めん倒どうなことになりそうだ。無理やり連れだすわけにもいかず、俺は視線を天に向けて一いつ瞬しゆん、考えた。

「そうだ。さっきお前にこれはお前の人生を賭かけた、お前のギャンブルだって言ったな。つまり、あのおっさんだけじゃなく、俺とお前も勝負をしてたってことだ。おもしれー勝負だったな」

「……」




「お前の人生は俺のものだ。だから俺と一いつ緒しよに来い」




　エルフの少女は何も言わずに瞳ひとみを見開いた。

　決意したのか、唇くちびるをきゅっと結ぶと、恐る恐る手を伸のばしてきて、俺の手を握にぎる。

　とても、小さな手だ。引っ張るようにして外に出してやる。

「ひどい恰かつ好こうだな、これを着てろ」

　俺は着ていた学ランを脱ぬいで、少女に羽織らせた。

　すると、少女は俺の胸くらいの位置にある頭を下げて、学ランをしげしげと見つめたあと、頰ほおを紅潮させながら俺の顔を見上げた。ぎゅうと、服の袖そでを握る。

「あ、ありがとうございます……！　ご主人様ッ」










　第３章　肉体支配ルーレット







　　　01




　俺とリリーナはエルフの少女の手を引いて、服屋を訪れた。

　人間が両手を広げて２人並べば足りるほどのカウンターがある、小さな個人商店だ。

　看板には『魔ま法ほうの仕立て屋』とあった。

「いらっしゃい。おや、妙みような服を着ているお客さんだねえ。それにエルフたあ、珍めずらしいもんだ」

　店主と思おぼしき女性は、カウンターに肘ひじをついて言った。ターバンのような赤い布を頭部に巻いていて、露ろ出しゆつの多い服が褐かつ色しよくの肌はだを見せつけてくる。俺とさして年ねん齢れいは違ちがわないように見えるが、大人の女の雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「こいつに服を見み繕つくろってやってほしいんだが、ありものの服はあるか？」

　店主は唇をにいと吊つり上げた。

「なんだ、近所の人じゃないのかい。看板に書いてあるだろう、ここは魔法の仕立て屋だよ。ありものじゃなくて作るのさ。言いなよ、誰だれの服が欲しいんだい」

「ま、魔法……」

「そうさ。あたしは『縫ほう製せい』の魔法が使えるんだ。裁断さえできれば、10分で作ってやるよ」

「すごいな……。服を作ってやってほしいのはこの子なんだ」

　リリーナが少女の小さな背中を押してやる。

　たたらを踏ふむように前にでた少女は戸惑いの表情を見せた。なぜか俺を見て、首を横に振ふる。

「どうしたんだ、脱げよ。魔法でちゃっちゃと作ってもらおう」

「ご、ご主人様……私はこのままの恰かつ好こうでいいです。この服を着させてください」

　エルフの少女は俺の学ランを羽織っている。

「は？　いやいや、俺の服がなくなっちまうだろ……」

　この世界に来てから洗せん濯たくしていないからはっきり言って汚きたないため、脱がせたほうがいいと思っているのだが……。

　リリーナが口を挟はさむ。

「その服がいいのか？　だが明らかにサイズが合っていないのは……そうだ」

　少女の肩かたから学ランを取って、リリーナが言った。

「この服をこの子用に仕立て直してほしい。できるか、店主？」

「ああ、もちろん。そうだねえ……エルフってんなら魔法使いなんだろ？　その変な服、生き地じもしっかりしているしローブにするか。どうだい、エルフの女の子」

　ぱあ、と光が差し込んだように少女の顔が明るくなると、うんうん、と大きく上下に頭を振った。

「待て！　俺の服だぞ！　勝手に決めんな！」

「年とし端はのいかない不ふ憫びんな境きよう遇ぐうの少女だ、少しくらいやりたいようにさせてやってもいいだろう」

「そういう問題じゃねェ！」

「店主、それではこの男にも同じような服をもう一着、作ってくれないか」

「似たような素材はあるからいけるよ」

「決まりだな、マサル」

「……まあ、同じのが返ってくるならいいが……。そんなに欲しいか？　俺の学ラン」

　見下ろすと、少女は満面の笑みを浮うかべていた。

「はいっ」




　仕立て屋の技は見事だった。

　寸法と裁断を瞬またたく間に終わらせると、切った生地を摑つかみあげる。

　すると彼女の親指をのぞく４本指の先が蠟ろう燭そくに火を灯ともしたような光を放ち始めた。その指先を、生地の端はしを叩たたきながらテンポよくスライドさせていく。ピアノを弾ひくような動きだ。

　まばたきをした次の瞬しゆん間かんには縫製が済んでいる。ミシンに通したように真っ直すぐな縫ぬい目めで、電気のないこの世界では貴重な力だろう。

　あっという間に服は完成した。

　俺は作り直された学ランを羽織った。以前のものよりもむしろしっかりとした生地で、これからの生活を考えると新調されたような気がしてむしろありがたいくらいだった。

　一方の少女。

　学ランは見事に彼女の身長に合わせてローブの形状になっていた。着き丈たけ自体は元々俺の上半身の長さに合っているから、彼女の膝ひざを隠かくすくらいでちょうどいい。袖と肩のパッドが取り除かれていて、首元だけボタンを留めれば動きもしやすい。学ランのボタンの金色は、黒一色の服のワンポイントとなってこの世界の服装としても馴な染じんでいた。

「そのワンピースはおまけだよ。余りの生地で作ったんだ。無料でつけてんだから、出来には文句つけないでよ」

　エルフの子が着ている学ランの下には純白の薄うすい生地でできたワンピースがあった。少女は自分の身体を見み渡わたすようにくるりと回ると、学ランの硬かたい襟えりをつんつんとつついてから顔をあげた。

「店長さん、リリーナさん、ご主人様！　ありがとうございます！　大事に、大事に着ます！」

「気に入ってくれたならよかったよ。えーと、リリーナっていうのかい。お勘かん定じようだけど……しめて８万ルスだね」

　金額を聞いた俺は驚おどろいた。

「ええっ、高いぞ！　おい！　リリーナ、金足りるのか」

「……」

　青ざめた顔をしてんじゃねー。

「お前がぽんぽん頼たのむもんだから相場を分かっているものだとばかり……すまん。店長。一日、支し払はらいは待ってくれないか。いま手持ちがないんだ」

「いくらあるんだい？」

　リリーナが麻あさ袋ぶくろを覗のぞき込みながらつぶやく。

「ご、５万と８０００ルス……だ……」

「お前さんざん騎き士しがどうのこうの言っているが、やっていることが人としてなってないぞ」

　俺が言うのもなんだが。

「め、面目ない……」

　店主はげらげらと大声で笑ったあと、ふうと息をついた。

「じゃあ、５万ルスにまけといてやるよ。その女の子の恰好を見るに、わけありなんだろう」

「て、店主……、恩に着る。私は王位継けい承しよう戦を経て国王になる、その暁あかつきには貴方あなたのこの店を王家御ご用よう達たしにしよう」

「なんだ、あんた継承権者か。その指輪、大層なもんだと思っていたがねえ……。こりゃすごい人に会ったもんだ。応おう援えんしてるよ、がんばんな～」

　俺たちは店主に手を振りながら、店を後にした。




　この世界にきてから三度目の来店となる定食屋で飯を食うことにした。

　かりかりにやせ細ったエルフの少女はまともに食事を与あたえられていなかったのだろう。小さな身体のどこにいったのか分からないほどの量を腹におさめている。まだまだ足りないといった様子で、大皿に顔をうずめるようにしながらかきこむ。

「おいしいです！　こんなおいしい食べ物は初めて食べました！」

「おいおい、誰も横取りしやしねーよ」

「エルフの食事は質素で、肉はほとんど口にしないのでふがふが」

　肉を頰いっぱいにため込みながら咀そ嚼しやくしている。

「食べながら話すなよ、しかたねーな。ちょっと顔あげろ」

　テーブルにあったナプキンで口をぬぐってやると、くすぐったそうな顔をした。

「なんだ、マサル。兄のようではないか。故郷では妹がいたのか？」

「……関係ないだろ。ところで、お前、名前はなんていうんだ」

　少女は顔を起こすと、またほっぺを食い物の欠片やらソースやらで汚よごしている。

「はい！　私の名前は、『ヴェリス・サヴァンティア・ロ・プリモティ・エンディレカル・スリープロモッソ・ハナコ・アンダンテラ・ロッカ・ソシティア・アランドルク・ミェ・チラッチノ・ポルシパル・エンドゥイーク』です！」

「んんんん？」

「ですから、『ヴェリス・サヴァンティア・ロ・プリモティ・エンディレカル・スリープロモッソ・ハナコ・アンダンテラ・ロッカ・ソシティア・アランドルク・ミェ・チラッチノ・ポルシパル・エンドゥイーク』って呼んでください」

「呼べねーよ！　ながっ！　エルフの名前ながっ！」

「いえいえ、他の人種が短すぎるのです」

　えへん、と言いながら胸を張る。

　するとリリーナが目を上に向けて記き憶おくを辿たどりながら言う。

「これは困った。練習が必要だな。え～……ヴェリス・サヴァンティア・ロ・プリモティ・エンディレカル・スリープロモッソ・ハナコ……なんだ？」

「お前、意外と記憶力あるな」

　そんな呼こ称しようは不便で仕方がない。しかし、リリーナの記憶はちょうどよいところで途と切ぎれていた。

「よし、これからお前のことは『ハナコ』って呼ぶぞ」

「ハナコ、ですか？　確かに私の名前ですが、そんな半はん端ぱなところで──」

「俺の故郷ではポピュラーな名前なんだぜ。いや、逆に珍めずらしいか。いいだろ？」

「私はハナコで構いません。……試しに呼んでくださいますか？」

　照れくさそうに、身体を小さくねじる。

「別にいいが……。ハナコ」

「はいっ」

　すると、ふふふと笑いながら頰ほおを染める。

　そういえば、こいつは奴ど隷れい商人の親おや父じから名前で呼ばれていなかった。それがうれしいのかもしれない。ハナコがフォークで黄身が真っ赤な目玉焼きを突つつきながら言う。

「お２人は、どうして私にこんなに良くしてくださるのですか？　私は里の外の世界を、あの奴隷商人のもとでしか見たことがないので、街にはひどい人ばかりがいると思っていました」

「そんなことはない。本当の世界は優しさと慈いつくしみで溢あふれているぞ。安心しろ、私が王になった暁には誰だれもが安全で、安心できる国を作る！　奴隷制度もこのままにはさせん！」

　リリーナが拳こぶしを握にぎった。

「ところでハナコ……。お前を助けたのは、このマサルがお前を探していたからなんだ」

　そう言いながら俺の腕うでを小こ突づく。

「ああ、まあ……」

「なんでしょう……？」

　ハナコは不安げな表情をする。

「いくつか質問したいだけだ。それが済んだら、里に帰るでも、街で新しい生活を始めるでも好きにしたらいい」

「質問とは、いったいどんなものでしょう？　私にお答えできることであればよいのですが……」

「お前と初めて会ったとき、呪のろいの話をしていたな。その呪いを解くための方法を教えてくれ」

　──悪銭身につかず。

　俺は自分がギャンブルで得たものを自分の懐ふところに維い持じすることができない。王位継承戦ができるなら俺にとってはもはや重要でもないが、解呪できるならそうしたい。

「呪い？　呪いってなんだ。そういえば、そもそもマサルは何でハナコを探していたのだ？」

「今さらかよ」

　俺はリリーナに呪いのことを説明した。誰に呪いをかけられたのかは話さなかった。この世界とはいえ、死んだら女神に転生させられたなんて、さすがに突とつ拍ぴよう子しもない。

「マサル……」

　リリーナが神しん妙みような面持ちで言う。

「だったら、ますますお前は私に養われながら王位継承戦をするしかないじゃないか」

「だからやるって言ってんだろ」

「すみません、ご主人様……」

　重ねるようにハナコが言った。両手を膝の上についてうつむいている。

「私は呪いを解く方法は知りません」

「あ～……。まあ、残念っちゃ残念だな」

「個別具体的な解決方法は、専門家が何度も検証してようやく可能性を見つけられるくらいです。しかも、もし神様の力、もしくはそれに等しい呪いだとしたら、とても現世に生きている人間では太た刀ち打ちできないと思われます」

　一生このまま誰かの施ほどこしを受けて生きていくしかないと思うと、面めん倒どうなことではある。

「がっかりさせてすみません……」

　顔をあげたハナコの目には涙なみだが滲にじんでいる。

「……なあ、そのご主人様っていうのやめてくれないか。そんなもんになったつもりはないぞ」

「ではマサル様とお呼びします。でも、マサル様はさっきおっしゃいましたよね？」

　頰を桃もも色いろに染めて、照れくさそうに視線を外す。

「お前は俺のものだって……やっ」

　両手を頰にあてがって、ぐりぐりと腰こしをねじる。

「いや、それは言葉のあやで……。ってか、なんか違うし……。それにおっさんとの勝負に勝ったのはリリーナだし……。俺に奴隷を飼う趣しゆ味みは──」

「私だって奴隷制度には反対だ」

　リリーナが口を挟はさむが、さらにハナコが被かぶせるようにして言う。

「でもでも……私は、いたく感動したのです。私をあそこから救い出してくださり、そして素敵な召めし物を授けてくださり、おいしい食事もお腹なか一いつ杯ぱいいただき……」

　ハナコは瞳ひとみをうるませた。眉まゆ毛げが逆の八の字になっている。

「私は解放していただいたのですよね？」

「……そうだな」

「であれば、私は自由になったということです！　私、マサル様の行くところに、どこまでもついていきます！　呪いを解くために協力させてください！」

「いやいや……俺は呪いはあんまり気にしてねーって。それに俺についてこられてもどうしようもないぞ。なあ、リリーナ」

「そうだ。こいつはギャンブル以外は無能のごく潰つぶしなんだ」

「言い方！」

　すると、ハナコが口を開いた。

「……もしかすると、リリーナさんの存在が呪いを解くきっかけになるかもしれません」

「……どういうことだ？」

　俺が質問すると、ハナコは尻しりを動かして姿勢を正した。そして人差し指をぴんと立てて薄うすい胸を張る。

「呪いとは根源的には悪と結びつく力です。邪よこしまな魔ま力りよくを元素としているために、逆にいうと善の心とは反発するものなのです。あくまで理論上の、究極的なことですが、完かん璧ぺきな善人にはどんな呪いも一切、効きません」

「え、俺って悪人なの？」

　申し訳なさそうな顔でハナコは小さくうなずく。

「理論上は悪人ですね……。少しですよ、少し」

「まあ、善人ではないな。人相から滲み出ている。ギャンブラーだし」

「リリーナ、お前ここぞとばかりに中傷してくるな」

「でも、マサル様は私のなかでは大善人です！　安心してください！」

「ハナコ、フォローありがとう。俺のことはいいから続けてくれ」

「はいっ」

　質問を重ねられたことで、ハナコも乗ってきたようだ。椅い子すから立ち上がって、学ランローブをばさりとひらめかせる。

「つまり、マサル様がこれから善行を積み、真の善人となれば呪いは解けるかもしれないのです」

　俺はハナコを見上げながら考えを巡めぐらせる。

「例えば……ごみ拾いとか？　横断歩道でおばあちゃんの手を引くとか？」

「オーダンホドーってなんですか？　食べ物ですか？」

「あ、悪い。気にしないでくれ」

「そうですね……。ごみ拾い程度のことでは、恐おそらくこれほど上級の呪いだと１００ｔ拾っても解呪はできないと思われます。救国の英えい雄ゆうになるくらいのことは必要ではないでしょうか」

「それって一つの国を救うレベルってことだよな？　そりゃ無理だな。自じ慢まんじゃないが俺は金もないし、職もない。おまけに勉強も運動もできないんだ。そんなやつが国のヒーローになるなんて、夢物語じゃねーか」

　自分で言っていて情けないが、残念ながら事実だ。

「ですから、リリーナさんのおっしゃることがきっかけになるかもしれないのです。リリーナさんが王位継けい承しよう戦で王となり、本当に国を良くすることができたら、それはマサル様の助けがあってこそ成立した善行という解かい釈しやくができますよね？」

　なるほど。確かにリリーナが一人で王になることはできないだろう。

「例を挙げます。あの奴隷商人が話しているのを檻おりのなかで聞きましたが、王位継承戦が始まってからこの界かい隈わいで殺人事件が起こっているそうです」

「なんだよ、それ。物ぶつ騒そうだな。……継承権者が殺されてるってことか？」

「はい。いずれも犯人は不明ですが、通り魔まのようなものではなく、痕こん跡せきや目もく撃げき者がいないことから、計画的、かつ組織的な犯行と考えられています。こういった事件が起きることは、国が安定していないことの証あかしです」

「その組織みたいなやつも継承戦での勝ちを狙ねらっているのか」

「由々しき事態だ！　私が作る国では悪事を許しはしない！　他にもコーズベルトは様々な問題を抱かかえている！　私は必ずそれらを解決し、民の生活をより安全・安心なものにして──」

「なに息まいてんだよ。話きけ。お前の悪いくせだ」

　立ち上がって宣せん誓せいしていたが、注意するとしおらしく席についた。

「リリーナさんがおっしゃるように、リリーナさんが王になったあと、この国から悪をひとつひとつ取り除くごとに呪いは弱まるはずです」

　例えば日本でそこらにいる一いつ般ぱん人を総理大臣に仕立てるなんていうことは不可能だ。その点、ここには王位継承戦があるのだから、まだ可能性がある。

「つまり、俺が代打ちになってリリーナを王にして、リリーナが国の問題を解決していけば、それは俺の成果でもあるとみなされて、俺が善人となる可能性があるってことだな」

「おっしゃる通りです」

「やるしかないんじゃないか、マサル。そうだ！　私が王になったら、お前を取り立てて相応の位に就かせよう！　そうすれば寝しん食しよくに困ることもないし、ハナコの生活だって保障できるだろう？」

　見せつけるように握り拳をだしてくる。

「取り立ててくれなくていいよ……。でもまあ、やることは変わらねーか。王位継承戦ができれば俺はそれで構わないしな」

　リリーナは俺の返答も聞かずに満足げな表情でうんうんとうなずいている。

「ハナコ、お前、本当に俺たちについてくるってんなら協力してもらうぞ。お前くらい魔ま法ほうに詳くわしい奴やつがいると王位継承戦でも心強い。この騎き士しを名乗っている女は、その点についてはマジで頼たよりにならないからな」

「私でよろしければ何なりと使ってください！」

　ハナコは座ったまま大の字になるように全身を広げた。

「決まりだな。マサル」

　しばらくの間は王位継承戦を続けることは決めている。俺はこれからもっとこの世界のことを知らなければいけないだろう。そうだ、確認しておきたいことがある。

「ハナコ。エルフは全員が魔法を使えるんだろう。だったら、お前の魔法を教えてくれ。もしかするとギャンブルで使えるかもしれない」

「それが……私は魔力はあるのですが、ちゃんと具象化することができないんです」

　思い出した。確かに奴ど隷れい商人もそんなようなことを言っていた。

「里を追い出されたのもそのせいです。エルフの風習では魔法が使えない者は異い端たん者と呼ばれ、仲間と一いつ緒しよに暮らすことは不ふ吉きつだとされていました」

「つまり、一切、魔法を使えないってことでいいのか？」

「そう思ってください……。自分で制せい御ぎよすることができないんです。長おさには赤子のときから潜せん在ざい魔ま力りよくの大きさを認められ、周囲からはどんな魔法を持った子なのかと期待されていたのですが……」

「期待されていたのですが？」

「ですが……」

　ばつが悪そうに言い淀よどんでいる。ハナコは学ランローブの裾すそをつまみながらうつむき、上半身をひねっていたが、しばらくして言った。

「魔力の暴走には常に爆ばく発はつを伴ともなうのです……」

　爆発……。

「少し大きくなって最初に魔法を発動したときに大爆発を起こし、あわや大だい惨さん事じとなるところでした。幸いにも死傷者はでませんでしたが……。それ以来、練習してもどうしてもコントロールできなくて、最後に与あたえられたチャンスで試験をしましたが、そこで村を壊かい滅めつ寸前にしました」

　壊滅寸前……。俺はとんでもない爆ばく弾だんを拾ってしまったかもしれない。

「……ちなみに、練習ってどれくらいしたんだよ」

「20年くらいです」

「は？　冗じよう談だん言うなよ。どう見ても13、４くらいのお前がどうやって20年練習するんだよ」

　俺の言葉を聞いてリリーナがわざとらしくため息をつきながら首を横に振ふった。

「マサルは本当に世間知らずだな。エルフの寿じゆ命みようは私達人間の約７倍だぞ」

「え、ハナコ、お前何歳？」

「90歳になります！」

　スプーンを顔の横で握にぎりしめながら、にかっと笑う。

「……それだけ練習しても大爆発させるなら俺でも追放するわ」

「うううう～」

「な、なんてひどいことを言うんだ。ハナコに謝れ！」

「あ……ごめん！　泣くな！　ほら、デザートのケーキだぞぉ。甘いぞぉ。おいしそうだなあ～」
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　俺は貧相な宿屋の硬かたいベッドに寝ねそべっていた。

　窓から午後の柔やわらかい陽ひが差し込んで部屋を温めている。

　何をするでもなく、ここ数日の間、ただ時間を過ごしている。やったことと言えば、カジノで当面の生活資金を稼かせいでリリーナに渡わたしたくらいだ。

「マサル様、王位継承戦はされなくてもよろしいのですか？」

　床ゆかに寝ね転ころがって、足をばたつかせながら木目の数を数えていたハナコが心配そうに言う。

「いいんだよ」

　身体を起こす。

「一度継承戦に勝利すれば、次の期限までは30日ある。ぎりぎりまで継承戦をやらずに、他の継承権者を潰し合わせて頭数を減らしたほうが王になれる確率はあがるだろ」

「なるほど～。さすがです、マサル様。策士ですね」

　この作戦は俺の本意ではないが、リリーナが勝ちにこだわりたいというものだから渋しぶ々しぶ、了りよう承しようした。とはいえ俺からしても、負ければ王位継承戦をする機会は二度と訪れないだろう。多少の慎しん重ちようさは必要だ。

　すると、きしみの音を伴いながら、部屋の扉とびらが開いた。リリーナだ。

「マサル、事件だ。王位継承権者が殺されたぞ」




　宿から15分ほど歩いて、人通りの少ないエリアについた。周囲には民家ばかりが立ち並ぶ。

　道に人だかりができていた。憲兵が数人いるが、警察のように現場検証をしているのだろう。

　人の隙すき間まを覗のぞき込むと、鱗うろこが肌はだをびっしりと覆おおった男が道にうつぶせで倒たおれていた。

　リリーナがハナコの目を覆っている。俺は死体を見るのは初めてだったが自分が一度殺されているせいか、死んでいるのが亜あ人じんだからか、思っていたよりも衝しよう撃げきは受けなかった。

　しかし気分のよいものではないことは確かだ。

　野次馬のなかにいた肌の青い中年の女に声をかけた。

「なあ、誰だれが殺されたんだ？」

「ゴルドン・サウザンって人らしいわよ！　なんでも王位継承権者なんだってねえ。ああ、物騒なもんだわ」

　俺たちはしばらく中年の女の話を聞いた。

　──ゴルドン・サウザン。

　王位継承権者。亜人。

　もともとギャンブルを生なり業わいにしていたらしく、その内容は明らかになっていないが魔法のごときカードさばきで荒あら稼かせぎをし、『マジシャン』の異名で呼ばれていた。既すでに王位継承戦では２人の継承権者を負かしている実力者だ。

　確かにゴルドンの手には王位継承権者の証である指輪がはめられていた。

　しかし、はめられた宝石は灰色に濁にごっている。

「３人目よ！　３人目！　王位継けい承しよう権者しか殺されていないから私達は安全だろうけどさあ、やっぱり怖こわいわよね！　ああ、物騒なものだわ！」

　中年の女に御お礼れいを言ったあと、俺たちは人混みから抜ぬけ出して道の傍かたわらに立った。人々の往来は連続殺人が起きているからといって減ったりはしていない。中年の女が言うように、王位継承権者以外に危険はないとみんな思っているのだろう。

「リリーナ、王位継承権者が死んだら継承戦ではどういう扱あつかいになるんだ？」

　ハナコは地面を行進する蟻ありの群れを一いつ匹ぴきずつ数えている。それを並んで座って見ていたリリーナが立ち上がって言った。

「脱だつ落らくの扱いになり、神のお告げによって他の継承権者が新たに選定されることになる。よって実質的には継承戦自体への影えい響きようはないに等しい」

「指輪はどうなる？」

「指輪の数は決まっている。元の継承権者から管理委員会が回収して、新たな継承権者に与えられることになるな」

「指輪の色は？」

「神のご加護がかかっているから、継承戦に負けること以外で指輪に変化が起きることはないはずだ」

「……ちなみに確認するが、継承戦で人を殺すのはルール上ありなのか？」

「馬ば鹿か者、あるわけないだろう！　継承戦など関係なく、法律で禁止されている！」

　俺はゴルドンが着けていた指輪を思い出した。

「カメリアに勝ったとき、指輪の色が消えたよな。ゴルドンの指輪も同じようになっていた。つまり、ゴルドンは継承戦で負けたあとに殺されていることになる」

「……それがどうしたんだ」

「だから、継承戦だけが目的だったら既にゴルドンは脱落しているわけだから用はないだろう。わざわざ殺しているってことは、殺さなければいけない理由があったってことだ。しかも３つの殺人事件の犯人が同じだとしたら、きっと理由は同じだ」

「というと？」

「犯人に都合の悪いことを被ひ害がい者しやたちは見聞きしているってことさ。……お前も気を付けないとな」

「ふん、それこそ継承戦なぞ関係ない。私なら暗殺者を返り討ちにしてくれる」

　そう言って、腰こしに差した刀とう剣けんの鞘さやに手をあてる。ハナコも蟻に飽あきたのか立ち上がる。

「マサル様もお気をつけください！　代打ちをやっていることが噂うわさになったら、最初に狙ねらわれるのは騎士であるリリーナさんではなくマサル様かもしれません」

　俺は血の気が引くのを感じた。ハナコの言う通りだ。

「リリーナ！　絶対俺を守れよ！　お前寝なくていいから！」

「なんだ、男らしくないな。しっかりしろ」

　俺は咳せき払ばらいした。

「もし……」

　突とつ然ぜん、声をかけられて、俺たちは振り返った。

　執しつ事じのような恰かつ好こうをしている、ひげ面の男がいた。顔のいたるところにピアスが通っている。

「突然のお声がけ、ご容よう赦しやください。私はルクルー家の使用人でございます」

「なんだ、あんた……？」

「ルクルー家……」

「知っているのか、リリーナ」

　使い人を名乗る男には聞こえないように声を潜ひそめる。

「有力貴族の一つだ。確か、いまの当主は２人いて、姉妹だったはずだ。それに２人ともが王位継承権者に選定されていると聞く」

　使用人は俺たちが話していることは気に留めずに続ける。

「お嬢じよう様さま方は昨今の王位継承権者連続殺人に心を痛めておられます。ついては私が街を回り、継承権者の方を見つけて、お声がけをしている次第です。指輪をお見み掛かけいたしました」

「要件はなんだ？」

　リリーナが目つきを鋭するどくさせながら言う。

「王位継承戦は真っ当に、ギャンブルで勝敗が決められなければなりません。そこでお嬢様方は力を持たない継承権者の方々を集めておいでです。そして、この連続殺人を行っているであろう集団、もしくは暴力を使用する輩やからに対たい抗こうし、駆く逐ちくしたあと、残った継承権者だけで王位継承戦を続けることを望まれています」

「……」

「詳くわしいところは、お嬢様方と直接お話のうえでお決めくだされば結構です。私についてきてくださいませんか？」

　そして深々と頭を下げた。

　見てくれのわりに礼れい儀ぎをわきまえた言動だ。

　──だが。

「遠えん慮りよしておくよ」

「……」

　俺は踵きびすを返して歩き出そうとした。リリーナに腕うでを摑つかまれる。

「いいのか？　安全に王位継承戦ができるチャンスかもしれないぞ」

　俺はリリーナの耳に顔を寄せた。

「あんなこと言っているが、口車に乗せて都合のいい状じよう況きようで王位継承戦をさせるつもりかもしれない。賭かかっているものを考えろ。王位だぞ。相手がどんな手を使ってきたって不思議じゃない。それに……」

「なんだ？」

「いや、なんでもない。ほら、ハナコいくぞ。おっちゃん、機会があったら頼たのむわ」

　ふらふらと手を振って、俺たちは使用人の元を離はなれた。




　宿屋に戻もどって食事を済ませると、夜はとっぷりと更ふけていた。

　俺は同室のリリーナとハナコを見送って自室に戻ると、すぐに据すえ置きのローブを羽織り、床についた。

　目を閉じて眠ねむりにつこうとする。殺人現場を見たこともあってか、なんだか気き疲づかれしてしまったようだ。すぐにうとうとし始めた。

　──すると、なんだか腹がくすぐったい。

　腹をかこうとすると、手が何かに当たった。

「うおおっ……な、なんだ。ハナコか」

「……」

　寝そべる俺の身体に添うように腰かけていたハナコは、俺のローブをはだけさせて腹に人差し指を滑すべらせていた。頰ほおが赤く染まって、目が合うと、恥はずかしそうに目線を逸そらした。

「ご奉ほう仕しは初めてのことですが──」

　言いながら、白のワンピースを肩かたから外していく。

「奴ど隷れい仲間に、こうするとご主人様に優しくしてもらえると教わったんです……」

「お、おい……」

　わずかな膨ふくらみしかない胸部がはだける。露あらわになる寸前のところで俺の胸に身体を合わせてくる。細いくせに柔やわらかみを残した太ももが、摩ま擦さつ係数の少ない肌のせいでやたらと滑る。

「マサル様……、私のこと解放してくださったんですよね……」

　吐と息いきを頰で感じるほどの距きよ離り。布越ごしであっても、ハナコの身体の火ほ照てりが伝わってくる。

「今だけは、ご主人様と呼ばせてください……」

「ば、馬鹿！　やめろ！」

　俺はハナコの肩をぐいと押して身体を起こした。

「ご主人様──」

「ご主人様じゃない！　ハナコ、こんなことしなくていい」

　驚おどろいた顔をしながら、ワンピースを肩にかけ直す。

「こんなことしなくてもいいんだ。お前はもう誰のものでもなければ、誰かに媚こびる必要もない。お前は自分の人生を賭かけたギャンブルをして、ある意味、勝ったんだ」

「で、でも……マサル様に気に入っていただかないと私……」

　そう言って目をうるませる。俺はハナコの頭に手を乗せて、金きん髪ぱつをがしがしと撫なでつけた。

「そんなことしなくても俺は変わらないよ。だって、お前は……いや、とりあえずもう二度とこんなことすんなよ。おこちゃまはとっとと寝ねろ」

　口を閉ざして「むう」とうなったハナコはベッドから飛び降りるとぱたぱたと駆かけていく。

　扉とびらを開いてから振ふり返って言った。

「私のほうがお姉さんなんですからね、マサル様」

　そして暗がりに消えていった。

　そういえば90歳だったな、ハナコは……。

　俺はもう一度布団に潜もぐり込む。

　一転して、静かだ。

　電気もないこの世界では、窓から月光だけが差し込んでくる。そのわずかばかりの明かりが心地よく、目を閉じると、早々に再び眠ねむ気けが訪れた。

　──。

　────。

　──────夢を見ている。

　明めい晰せき夢むというやつか。だが自分の思い通りに動けるということではなく、俺は俺自身を俯ふ瞰かんするように見ていた。ギャンブルをしているようだ。

　これは……ブラックジャックだな。

　ばしばしと最強の数字である21を作っていく。俺の手元には金がじゃぶじゃぶと流れ込んできた。誰だれがどう見ても強い。

　しかし、俺の顔は浮うかない。

　そうだ……。俺は金が欲しかったんじゃない。金持ちになって悠ゆう々ゆう自じ適てきな生活を送りたいなんて思ったことは一度もない。自分のために使うという点では、生活ができればそれでよかった。

　ふいにギャンブルをしていたテーブルが俺の前から消えると、そこに女神アドラミールが現れた。目を細めているが、慈いつくしみのある笑顔ではない。

　下げ卑びたものを見たときに湧わいてくる、嘲ちよう笑しようや軽けい蔑べつの笑みだ。

　女神が手をかざすと、俺の前にあった金が彼女の手の中央に吸い込まれていく。

　すると俺の身体が薄うすくなっていた。肉を作っている細さい胞ぼうが少しずつ奪うばわれていく。

　全てを奪われる。

　……何もなくなってしまった。

　女神が視線を上にあげると、俺と目が合った。

　さっきと同じ笑みをしている。

　──。

　────。

　───────。

「はっ」

　俺は目を覚ました。

　嫌いやな夢だった。寝ぼけ眼まなこをこすって、額に滲にじんだ汗あせを拭ぬぐおうとして気が付いた。

　鉄仮面。

　黒い甲かつ冑ちゆうをまとった人間が、月光に煌きらめく剣けんを今まさに振り下ろさんとしていた。

「うおっ」

　あまりに唐とう突とつなことに素すっ頓とん狂きような声をあげながら、俺は寸前のところで身体を横に翻ひるがえして刃やいばを避よけた。ずどん、とベッドを叩たたき切る音がすると、切断部分に向かってベッドが崩くずれる。

「うおおおおおおお！」

　やっと意識がはっきりした。ゴキブリのように地面を這はって、壁かべに背を向けた。

「なんだお前！！！」

　鉄仮面の体たい軀くは小さかった。女のように見える。

　剣を構えて、にじり寄ってくる。

「どうした！　……なんだ、貴様」

　リリーナとハナコが部屋に入ってきた。２人とも寝ね巻まき用のワンピースを着ている。

　リリーナは言い終わると手に持っていた剣を素早く抜ぬき、鞘さやを投げつけながら前に出た。

　鉄仮面も呼応するように前にでながら鞘を剣で叩き落とし、その勢いのままリリーナを横から両断しようとする。

　金属と金属がぶつかり合う音が響ひびいた。余よ韻いんを残すことなく、次の金属音。

　リリーナと鉄仮面が、目にもとまらぬ速さで切り結ぶ。

　鉄仮面の剣はリリーナのものよりも一回り太い大剣だ。部屋のなかいっぱいに剣けん先さきが舞まう。それを受け流しながら、リリーナの太た刀ちが間かん隙げきをつく。

「大だい丈じよう夫ぶですか、マサル様!?　お怪け我がは！」

「お、俺は大丈夫だ……。なんだよこいつ！　ハナコ、お前も魔ま法ほうで応戦──」

「使えません！」

「そうだった！」

　リリーナと鉄仮面の攻こう防ぼうは互ご角かくだった。リリーナの剣の切っ先が鉄仮面をわずかに削けずると、次の瞬しゆん間かんにはリリーナの鼻に切り筋が入る。

　まずい！　助けないと！

　がんッ──！

　リリーナの斬撃が鉄仮面の胴どう体たいにぶち当たる。
















「切れない！　なんて鎧よろいだ！」

　リリーナが悪態をつくと、同時に鉄仮面の切り返しが、振り抜けずに固まったリリーナの瞬間をとらえる。

　最短距離で柄つかを返したリリーナだったが、体勢が悪い。壁に吹ふっ飛ばされる。

　安宿の薄い壁ではその衝しよう撃げきに耐たえられない。リリーナはそのまま壁をぶち抜いて隣となりの部屋に転がった。

「うわあああああ！　なんだお前らあああ！　さっきからうるさいと思っていたらあああああ！」

　生じた大きな穴から、パンツ一丁で絶ぜつ叫きようするマッチョな男がいた。

　人の声がいくつか聞こえてきた。リリーナと鉄仮面の立ち回りと、男の絶叫に周囲の人々が気付き始めたようだ。

「……ちっ」

　鉄仮面の下から舌打ちがかすかに聞こえてきた。振り返って走り出し窓をぶち破ると、間を空けずにずどんと地面に落ちる音が聞こえる。

　俺は立ち上がり、窓を覗のぞき込んで階下を見たが、そこは粉々になった窓ガラスしかなかった。

「なんなんだよ……」

　リリーナがハナコの手を借りながら起き上がってきた。

「あの女……私が苦戦するとは、相当な使い手だ」

「魔ま力りよくを感じました。きっと魔ま法ほう使つかいです、リリーナさん。肉体強化か、物体の硬こう度ど強化……」

「恐おそらく後者だ。胴どうを切り抜けなかった」

「あんなのにまた襲おそわれたら次はただじゃ済まないかもしれないぞ……」

　俺は額の汗をぬぐった。怪我こそしなかったものの、リリーナが来てくれなければ確実に殺されていた。

「……マサル、継けい承しよう権者を殺しているのはあいつだと思うか？」

　リリーナが鞘を拾いあげて剣をしまった。

「さあな……。ただの暴漢だったらいいが、俺たちを継承権者だと知っているならたちが悪い。リリーナじゃなく俺を狙ねらったのは、俺が代打ちをやっていることを知っているからかもしれない」

「いたしかたがない、マサル。これまでは部屋を分けていたが同室にするしかない。四六時中私と同じ空間にいれば、今回のこともあるし容易には手が出せないだろう。技術では僅わずかに私が上回っていることは、あっちも理解しているはずだ」

「俺、お前と同じ部屋とか嫌なんだけど」

「贅ぜい沢たくを言うな！　しかもなぜお前がそれを言う。淑しゆく女じよである私のセリフであろうが」

　すると、扉をノックする音がする。

　顔を向けると、そこには日中に会った使用人がいた。そのときと同じ恰かつ好こうで佇たたずんでいる。

「お困りのようで……」

　深々と頭を下げてくる。

「どうぞ、話だけでも聞いてくださいませんか」
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　石いし畳だたみを走るとがたがたと小さな座席が揺ゆれる。

　革張りのクッションになっていなければ尻しりが痛くなっているところだろう。馬車には初めて乗ったが、乗り心地のよいものではないことが分かった。

　昨晩の宿屋の出来事を思い出す。

　唐突に現れた使用人は、正直に俺たちをつけていたことを白状して詫わびの言葉を述べた。継承権者は王城にいけば確認できるらしいが、そうはいっても全体で７７７人しかいないわけだから、一度見かけた継承権者には何度か声をかけているそうだ。

　俺たちをもう一度屋や敷しきに呼んだ。真っ当な継承戦を行うための団結をするために……。

　俺はもう一度断って、帰るように促うながしたが、そこでリリーナが食い下がった。

「待て、マサル。もしルクルー姉妹が我々に危害を加えようというなら、団結がどうのこうの言わずとも、襲ってくればいいのではないか。わざわざ誘さそってくるということは、彼女たちもこの連続殺人事件に怯おびえているからだろう。後ろ盾だては強力で損なことはない。まずは話を聞くくらいよいだろう。最終的な判断は、マサルがしてくれればいい」

　……意外にまともなことを言うもんだ。

　そう思って、俺は渋しぶ々しぶ承しよう諾だくし、今に至るというわけだ。

　馬車はルクルー家の邸てい宅たくに向かっている。俺の隣にはハナコ、向かい側にリリーナが座っている。使用人は馬車の手た綱づなを引いているため、俺たちの会話は聞こえない。

「リリーナ、ルクルー家ってのはどんなやつらなんだ。有力貴族って言ってたよな」

　リリーナは姿勢よく、太ももの位置に軽く握にぎった拳こぶしを置いている。

「正確には、元有力貴族だ。もともとは騎き士しの家系で過去の当主が武功をあげて貴族位を得たと聞いている。その当主には商才もあり、与あたえられた領地で絹の生産を始めたあと大金持ちになったそうだ。他の貴族たちにも多額の金を貸し付けていて頭のあがらない者も多かったが、その当主が亡くなってからかつての勢いは失くしてしまっている。競合におされて商売もうまくいかず、今では事業を継けい続ぞくしているかどうかも分からない」

　馬がいななくと、馬車が止まった。使用人が扉とびらを開けて手で誘ゆう導どうする。

「到とう着ちやくいたしました。どうぞ、足元にお気をつけて」

「わああ～、素敵なお家ですね～」

　馬車を降りたハナコが感かん嘆たんした。

　見上げるほどのでかい屋敷だ。広大な庭園のなかに存在感たっぷりに建っている。商売をしていなくても、まだまだ財産はあるらしい。

「中へご案内いたします。どうぞ、こちらへ」

　使用人の背を追って、門もん扉ぴを通り抜けた。




「アースラ様、イゼッタ様。ウイン様たちが到着されました」

　客室に通された俺たちは、部屋の中央にあるテーブルに３人並ぶように座らせられた。

　テーブルの方々には赤と黒が交こう互ごに入った派手な柄の円えん盤ばんが設置されている。

　ルーレットだ。

　その回転盤ばんと横並びになるように、枠わくで区切られた数字が整列している。ふつうの貴族の部屋にこんなものはないだろうが、ここはコーズベルトだ。客人とギャンブルをして楽しむこともあるのだろう。

　観音開きの扉が開くと、そこに女が２人いた。

「ようこそ、おいでくださいました」

　腰こしに届きそうなほどの長ちよう髪はつの女が言った。黒いドレスをまとっている。普ふ段だん着ぎなのだろう、装そう飾しよくは少なくシックな造りだが、アパレルにはとんと疎うとい俺でも高級品であることはわかる。

　隣の女は耳を隠かくすくらいの短髪で、白いドレスを着ている。黒いドレスの女よりも背が低い。

「姉のアースラ・ルクルーでございます」

「妹のイゼッタ・ルクルーでございます」

　姉のアースラは、女にしてはそれなりに上背があるリリーナよりも拳一つ分くらいは背が高い。妹のイゼッタは姉とタイプは異なるが、美しい顔をしている。姉よりも目が垂れているのが愛あい嬌きようを作っている。

　美人姉妹としても有名なのではないか。双ふた子ごか何かかと勝手に想像していたがどうみても違ちがう。

「お噂うわさはうかがっております。なんでもそちらの男性……ウイン様が代打ちとなって、あの有名なカメリア様を打ち倒たおしたとか……それにしても、皆みな様さま。昨日、我々の団結の申し出はお断りになられたとうかがっております。話を聞いてくださるのであれば、大だい歓かん迎げいですが……ねえ、イゼッタ」

「ええ、アースラ。大歓迎」

　姉妹は向き合って、それぞれ自分の口に薄うす手での手て袋ぶくろをはめた指先を当てる。

　確かにどちらも手袋の上から指輪をはめている。

　姉のアースラの石は紺こん色いろ、妹のイゼッタの色は紫むらさき色いろだ。

「その団結ってやつについて一つ聞きたい。昨日の夜、俺たちは魔法使いと思われる暴漢に寝ね込こみを襲われた」

「まあ……」

　調子を合わせたような反応を見せる。さすが姉妹……なのか。

「恐らく王位継承権者の暗殺を狙ったんだと思う。まさかとは思うが、お前たちじゃないよな。連日の継承権者殺人も含ふくめて」

「そんなお疑いをお持ちでいらしたとは！」

　姉のアースラが大きく開いた両手を口の前にやる。

「おい……、無礼ではないか、マサル」

　俺は返事をしなかった。

「おお、恐ろしい……。ねえ、イゼッタ」

「怖こわいわ、アースラ。王位継承権者を殺すなんて考えたこともなかった。継承権者を殺しても次の継承権者が選ばれるだけなんでしょう。だったら無用な殺人なのに」

「そうよね。そうよね、イゼッタ」

「じゃあ、お前らがやったってわけじゃないんだな」

　バカみたいに正直に聞いたのは、反応を見たかったからだ。

　しかし……これが普ふ通つうなのか。この姉妹の反応は演技がかっている。

「ただ、『お前らがやったのか？』という質問の返答には困ります」

「……なんだと？」

　姉妹の目が同時に、それぞれの指輪と同じ色に怪あやしく光ったように見えた。




「──継承権者でなくなった者なら、３人殺したというのです」




　妹のイゼッタが、背中に手をやる。

　正面に戻もどしてくると、そこには目め尻じりのところに切り傷の入った鉄仮面があった。

「そ、それは……」

　リリーナが絶句した。

「何の目的で継承権者を殺した！　継承戦で勝ったというなら必要ないはずだ！」

　リリーナの顔には明らかに怒ど気きが満ちていた。殺人なんて当然、人の道理から反する。それを聞いて黙だまって見過ごせるような気質は持ち合わせていない。

「まだ分かりませんか？」

　すると、次の瞬しゆん間かん、悲鳴があがった。

「きゃあ！」

「ハナコ！」

　使用人がハナコを羽は交がい締じめにして、小刀を首につきつけていた。表情はさっきと変わらないが、眼の色が暗くなっているように思えた。カタギの眼じゃない。暴力に慣れている。

「なにをする！　ハナコを放せ！」

　リリーナは剣けんを抜ぬいて構えた。青筋を立てている。怒いかりに満ち満ちた顔で、今にも切りかかりそうな勢いだ。

「おっと、動かないでくださいまし」

　姉のアースラが手を出してリリーナの動きをけん制した。

「アースラ。そんなことをしなくても、私の『頑がん強きよう』の魔ま法ほうなら勝てるのに。昨日だって騒さわぎになっていなかったら、リリーナだって殺やれたんだ」

　イゼッタの口調が変わっていた。さっきまでは外向きの喋しやべり方だったらしい。優位に立った今なら取り繕つくろう必要もないということか。

「ふふふ、イゼッタ。私たちは必ず王位継けい承しよう戦に勝つと誓ちかったでしょう。危険は冒おかさず、安全に勝てればよいのです。ウイン様、リリーナ様、おとなしくしてくださいね。そこの使用人は、これまで幾いく度どとなく似たようなことをやっているのです。切らないと思ったら大おお間ま違ちがいですよ」

「リリーナ……。とりあえず、剣を納めろ」

　俺は剣を握るリリーナの手を押さえた。

「だ、だが……。私はどうすればいい、マサル。私のせいで、こんな……」

　この屋敷に来ることはリリーナが言い出したことだ。今にも涙なみだが溢あふれそうになっている。

「お前だけに責任があるわけじゃない。いいから、まずは剣を納めろ……な？」

　手を震ふるわせながら剣を鞘さやに納め、それから床ゆかに静かに置いた。




　俺たちは妹のイゼッタによって後ろ手に縛しばられて一か所に集められていた。椅い子すに座っているが、椅子ごと縛られている。いまはハナコも隣となりにいる。

「ま、マサル様。すみません、私がのろまなばかりに……」

「違う、私のせいだ……２人とも、すまない……」

「やめろ。謝ってどうこうなることじゃない」

　……そうだ。こんなときこそ、冷静でいなければならない。

「さて、王位継承権者であるリリーナ様。本題に入らせていただきましょう」

「……」

　姉のアースラだ。使用人が俺たちの前まで椅子を運んでくると、上品な足取りで寄ってきて腰かけた。そして大きく足を振ふりかぶりながら組む。見下すような姿勢で、あごを前に出している。

「私とギャンブルをしましょう」

「……なに？」

　ここにきてギャンブルだと……？

「例えば、そこにルーレットがありますよね。あれを使うのはどうでしょう。ルーレットを１回まわして、１から36が出れば私の勝ち、それ以外が出ればリリーナ様の勝ちです」

「ふざけるな！　そんな不公平なもの、ギャンブルじゃねえ！　負けの強要──」

　俺は言いながら気づいた。ルーレットの台は、00、０、１～36の38個の目がある。アースラが提案してきたのは自分たちに圧あつ倒とう的に有利なギャンブルだ。

「そうか……。お前ら、こうやって継承権者を逆らえない状じよう況きように追い込んでから不利なギャンブルを強しいて、勝ってから殺していたんだな。だから指輪の色は失われていたんだ」

　ほほほ、とアースラが吹ふく。

「口くち封ふうじというやつですね。ちなみにウイン様はギャンブルじゃないと言いましたが、正式な王位継承戦として認められたからこそ指輪の色は失われるんです。もちろん天使も立ち会っていますからね。ギャンブルはプレイヤーの間で合意がとれていれば、どんなに片方に有利になっていても成立するのですよ。まさか貴方あなたの持論は天使が敷しいたルールより優先されるとでもおっしゃるんじゃないでしょうね。まあ、この方法に気づいている継承権者がどれほどいるかは知りませんが」

　そのまま高笑いをする。妹のイゼッタもつられたように、くすくすと、肩かたを震わせた。

　こいつらの思おも惑わくが分かったところで何か状況が変わるわけではない……。

「さあ、どうです。やりましょう、リリーナ様！」

「断る」

「……」

　隣のリリーナは殺されかけていることを理解していないのか、微み塵じんも怖おぞ気けを見せずに声を張った。椅子に縛られたまま前に出ようとして椅子の脚あしががたりと鳴る。

「私は正直を旨むねとして生きている！　こんな卑ひ劣れつな方法に屈くつするくらいなら死んだほうがましだ！　殺せ！」

「よろしいのですか？　この２人も殺しますよ」

「それは許さん！」

　こいつは……。

「当たり前だろ！　口封じするんだったら俺もハナコも一いつ緒しよに殺されるに決まってる！　巻き込むんじゃねーよ！　死ぬなら一人で死ね！」

　俺はリリーナを怒ど鳴なりつけた。正面に意識がいっていたせいか俺が声を発すると驚おどろいて身体をびくりと強張らせた。

「マサル……い、いままで一緒に戦ってきたじゃないか……」

　リリーナの震えた声など気にせず、俺は言い放った。

「バカ野や郎ろう！　巻き込まれただけだよ！　飢うえ死にするのが怖いからお前に協力してきたんだろうが！　そんなことも分かってなかったのか！　マヌケ！　アホウ！」

「いまさら仲間割れですか」

　アースラが口を挟はさんできた。

「しかし困りましたね、リリーナ様がギャンブルに応じてくれないと王位継承戦が成立しません。そうだ。この２人から殺しましょう。そうすればリリーナ様も考え直されるかもしれません。イゼッタ、ウイン様から殺しなさい」

「わかった、アースラ」

　イゼッタは背に担かついでいた大剣を引き抜いた。

「ぐっ、卑ひ怯きよう者が！　私を殺せ！」

　リリーナの制止など届くはずもない。イゼッタはつかつかと俺に歩み寄ってくる。

　そして、流れるように剣を大きく振りかぶった。

　俺の頭に、首を一刀両断で吹っ飛ばされるイメージが浮うかぶ。

「──ま、まてまてまてまて！」

　くびをすぼめながら、俺は必死に訴うつたえた。

「待ってくれ！　おい、リリーナ！　お前ギャンブルやれよ！　王位継承戦に無関係な俺が死んで心が痛まないのかよ！」

　イゼッタは剣を頭の真上で止めている。

「そ、それだけはできん……。こんな卑怯者に屈せば、私の生きる意味がなくなってしまう」

「できねーじゃねーだろ！　てめーは自分の信念のために他人を殺すのかよ！　ああ、もういい！　くそったれ！」

　くすくすと姉妹が笑う。イゼッタが柄つかを握にぎり直した。

「遺言は終わりか、それじゃあ──」

「あああああと一個だけ！　一個だけ聞いてくれ！　頼たのみがあるんだよ……」

　アースラがあきれたように、ふうと深いため息をつく。

「なんです。聞くだけ聞いてあげましょう。人生最後のお願いですからね。逃にがしてくれっていうのは聞けない相談ですが」

「そんなことじゃない……。聞いてくれ、俺は……」

「……」




「──俺は、実はこの世界の人間じゃないんだ！」




「はあ？」

　俺の唐とう突とつな言葉に部屋の空気が変に緩ゆるんだ。

「信じてくれなくても構わない……。俺は別の世界でギャンブルにのめり込みすぎて、そのために殺されてしまったんだ。俺はまたギャンブルが原因で殺されようとしている。最後に反省したいんだよ。よく分かったんだ、ギャンブルは愚おろかなことなんだって……」

「ほほほほ、おもしろいですね。続けてください」

　信じていない様子だが、気にせず続けた。正面のアースラを見て話しているためリリーナとハナコの顔は見えない。

「俺は前の世界で、妹がいた……」

「ほうほう」

　アースラは目を細めた。

「だけど、妹は難病にかかっていて、14歳のときにあっけなく死んだよ。金があればどうにかなったかもしれないが、治ち療りよう費が工面できなくてな」

　俺は椅子に座りながらうなだれる。

「医者になろうと思った。医者になって、同じ病気に苦しむ子供たちを助けてやりたいって心底から思ったんだ。だが、俺は高校受験、ああ、ここに高校はないか……進学をするときになって気付いた」

「……」

「俺はぜんぜん勉強ができないってことに……」

「ぷっ」

　アースラとイゼッタが吹き出した。

「俺の頭脳じゃあ医者になれないって分かっちまったんだ。でも、そのときになって妹が生きていたときにいつも言ってたことを思い出したんだ」

　顔をあげる。

「お兄ちゃんは私の一等賞だって」

　俺は学ランの肩の部分で、目をぬぐった。

「はは。妹からしたら兄貴はなんでもできるように見えるよな。一等賞どころか、ビリッケツだったんだけどな」

「マサル……」

　リリーナが俺の顔をのぞきこんできたが、そのまま続ける。

「俺がギャンブルを最初にやったのは、小学生のときだ。売り言葉に買い言葉でお年玉を全部賭かけてギャンブルした。忘れもしない、ババ抜ぬきだ。たかだか１万円かそこらだったが、互たがいが全身全ぜん霊れいを賭けて臨んだ勝負は最高におもしろかった。俺がギャンブルにはまったのはそれからだ」

　天てん井じようを見上げる。

「幸いなことに、俺はギャンブルの才能だけはあった。なんとか入った高校でも同級生たちと遊びでやり始めたが、勝って勝って、勝ちまくった。気付いたら俺の強さは他校にも広まって、そこらの大人たちも負かした。皮肉なもんだよな、妹が死んでからほんとに一番になったんだよ……」

　隣で洟はなをすする音がした。リリーナが声を押し殺しながら泣いているようだった。

「ギャンブルで勝つたびに、天国で妹が俺をまた、お兄ちゃんが一等賞って、言ってくれる気がしていた」

　ハナコを見た。彼女も目に涙なみだをためていた。

「ハナコ。俺、お前が俺たちについてくるって言ったとき、妹が戻もどってきたような気がしたんだ。あらためて言うと、なんだか照てれ臭くさいけどな……」

「マサル様ぁ……」

「でも、同時にあのときのババ抜きみたいな興奮を覚える勝負がしたいって、どっかで思ってた。いねーんだよ、そのときの自分の全存在を賭けてギャンブルしてるやつなんて」

　俺はいつでも、自分の全てを賭けてギャンブルをしているつもりだった。ギャンブルだけが、ギャンブルで一等賞でい続けることだけが、妹が慕したってくれた俺でいる手段だったからだ。

「だけどさ、もうギャンブルはやめる。いや、もうこの世ではできないか。……もし、もしまた女神が現れて別の世界で生きることになったら、今度こそ本当にギャンブルをやめるよ。ああ……、妹に会いたいな。もう一等賞じゃないけど、妹は俺のこと、お兄ちゃんって呼んでくれるかな。次があったら、妹に会わせてくれって女神にお願いしてみることにするよ」

　言い終わると、部屋は静せい寂じやくに満ちていた。ここにいる全員が俺の話に耳みみを傾かたむけていたようだ。

　これだけ真しん剣けんに聞いてくれているなら、本望だ。

「……以上かしら？」

　アースラが軽い拍はく手しゆを俺に送る。

「ああ、時間をとったな」

「なかなか興味深い話でしたわ。さて、どうぞ最後の願いを言ってください」

　俺は再び涙を拭ぬぐう。

　隣となりで縛しばられているリリーナとハナコを見て、微笑ほほえむ。

　すまないな、お前ら──。そして俺は言った。




「ハナコから殺してくれ」




「え？」

「は？」

　一同が驚いて奇き妙みような声をあげた。

「な、なにを言っているのだマサル……貴様！　なんだったんだ、いまの話は！」

　リリーナが立ち上がろうとして椅い子すががたつく。ハナコも前のめりになっていた。

「ま、マサル様……ひどすぎます！　奴ど隷れいはしょせん奴隷ということですか!?」

「うるせー！　俺は先に死にたくねーんだよ！　１秒でも長く生きたいって思うのが人間だろうが！　なんならハナコの次はリリーナに死んでもらいたいわ！」

　姉妹は腹を抱かかえて笑っている。

「ははははは！　傑けつ作さく！　死を目前にすると、人間はこんなに醜みにくくなれるのですね！　よいでしょう、お望みどおり、そのハナコとかいうエルフの少女から殺して差し上げましょう！」

「マサルううう！　貴様あああああ！」

　リリーナが腹の底から憎にくしみの怒ど声せいをあげる。

「ハナコが妹の代わりになるわけねーだろうが！　俺の妹は耳とんがってねー！　静かにしてくれよ！　俺は今から女神に妹に会わせてくれって頼むんだからよ！」

　そして俺は目を閉じて適当に覚えている部分の念仏を唱えた。

　ハナコはあわてふためいて、何とか縄なわから逃のがれようと身体をねじる。しかし、か細い身体の少女にどうすることもできるはずもない。それでも逃れようとしてハナコの腕うでに縄が食い込んでいく。声にならない声をあげて、目前に迫せまった死に何とか歯向かおうとする。

　しかし、どうにもならない。

　今にもイゼッタの大たい剣けんが確実な死をもたらそうとしている。

　剣が再び振ふり上げられた。

「やめろおおおおおおおおおおおおおお！！！」

　リリーナが悲鳴のような絶ぜつ叫きようをあげた。




　──その瞬しゆん間かんだった。




　きゅいいいいいいいいいいいい──。




　密閉された空間に急激に空気が引き込まれるときのような音が室内に突とつ如じよとして湧わいた。

　高音。頰ほおに風の動きを感じた。俺の隣に空気が集まっている。

「なんだ！」

　イゼッタの手が止まったが、音はどんどん大きくなる。今度は肌はだで感じられるほど、大量の風が俺の隣に集中してきている。

　ハナコだ。

　そう思った途と端たん、目の前に明めい滅めつを繰くり返す白い光の塊かたまりが生じた。

　ハナコの薄うすい胸の前。

　光の塊だ。何かが光っているのではなく、ただそこに光が生じている。

　明滅が止やむと、光は徐じよ々じよに強まって視界が白く染まってくる。次の瞬間には、部屋全体を強い光が埋うめ尽つくした。

「うおおお……」

　あまりのまばゆさに思わず声を漏もらした。

「なんだ!?　……こ、殺せ！　イゼッタ！　すぐ殺せ！」

「……ッッッ！」

　イゼッタが剣を力任せに、ハナコに向かって振り下ろす。

　一いつ瞬しゆん──。

　完全に視界が白一色になったかと思うと、轟ごう音おん。あまりの音量に、聴ちよう覚かくが吹ふき飛んだように感じる。

　白い光が炸さく裂れつした。無音の世界で、一帯にあったものがハナコを中心にして吹き飛んだ。

　俺も、リリーナも、イゼッタもアースラも使用人も、衝しよう撃げき波はでぶっ飛んだ。

「ッがっは……」

　俺は壁かべに衝しよう突とつしたあと床ゆかに転がって悶もだえた。壁にぶつかった拍ひよう子しに縛り付けられていた椅子が壊こわれた。縄が解けている。

　かろうじて動いた身体を起こして周囲を見る。豪ごう華かな部屋は見るも無残になっていた。全ての窓が割れ、床には大きな穴、壁にはひび割れ。装そう飾しよくなんて跡あと形かたも残っていないものもある。なんだか熱いと思ったら、ところどころに小さな火が灯ともっている。

　リリーナが俺の隣で倒たおれてうなっていた。肩かたを揺ゆすってやる。
















「おい、起きろ。大だい丈じよう夫ぶか」

「う、う～ん……」

　ぱっと目を開く。そしてそのまま俺の顔面を殴なぐりつけた。

「いってぇっ！」

「マサル！　この裏切り者が！　見損なったぞ！」

「待てよ！　見ろ！」

「んん？」

　アースラとイゼッタは気絶こそしていなかったものの、二人とも壁かべ際ぎわまで吹き飛ばされて床に倒れていた。使用人は部屋の隅すみで完全にのびている。

　そして、一人だけ何事もなかったかのように座り込んでいる者……。

「ハナコ！」

　リリーナの縄を解いてやると、ハナコのところまで駆かけていく。ハナコは自分でも何が起きたのか分かっていない様子で、きょとんとしていた。リリーナが肩を抱だく。

「大丈夫か!?　お前、あれはなんだ。爆ばく発はつが起きたぞッ」

「ば、爆発……」

　俺もそばに寄った。

「怪け我がはないようだな、ハナコ」

「……マサル様？」

　俺を見上げる少女の瞳ひとみには魔ま法ほうを放った余よ韻いんなどはない。つまり、さっきの衝撃波は彼女が無我夢中で、意識せずに放ったのだ。

「賭かけだったんだよ、ハナコ。お前の魔法は『爆発』なんじゃないのか。里にいたときのことは、魔力が暴走したんじゃなく、爆発そのものが魔法だったってことだ。追い込まれたときに爆発を起こしたっていう話をしていたからな、そうなんじゃないかと思ったんだ」

　ハナコの頭に手を置く。

「一か八かお前に賭けたんだよ」

「そ、そんな暴力的な魔法は嫌いやです……」

　さては、こいつ半分分かっていながら認めていなかったな……。

　自分自身で受け入れる心構えがなかったものだから、里のやつらもこいつの魔法が何か特定できなかったのかもしれない。魔法が使えて当然のエルフだからこそ、魔法を無意識で選えり好みしてしまったんだ。

　ハナコの頭をぐしぐしと撫なでてやる。

「すまなかったな、ひどいこと言って」

「じゃあ……あれは、全部噓うそなんですね！　マサル様ッ！」

　ハナコはカーテンを閉め切った部屋に朝日を差し込ませたように表情を明るくした。

「いや、噓じゃねー」

「え……」

「俺が異世界から来たことも、妹がいたことも本当だ」

「……し、信じます！　この期ごに及およんでマサル様が噓を言っているなんてことはあるはずないですもの」

「あとで詳くわしく話す。今はそれどころじゃねー」

　リリーナが俺の腕を摑つかんだ。

「なぜハナコには詫わびて私には一言もない……」

「うるせー！　それどころじゃねーって言ってんだろ！　噓だよ、噓！　ハナコにもお前にもひどいこと言って悪かったよ！」

「むう……。分かった。マサル、ハナコ。私の後ろに下がれ」

　リリーナは俺たちから視線を外して、鞘さやから剣を抜ぬいた。

「貴様ら、もうこの２人には指一本も触ふれさせんぞ」

　アースラとイゼッタも既すでに立ち上がっていた。突如として放たれたハナコの魔法に狼ろう狽ばいしているようだが、イゼッタのほうは素早く剣を拾い上げて臨戦態勢に入っている。

　室内に緊きん張ちようが走る。

「待て」

　俺が対たい峙じする２人の間に入る。

「ここで闘たたかってもお互たがいに何の得もないはずだ。どんな被ひ害がいを受けるかも分からん。……この場を収める良い方法がある」

「……聞きましょうか」

　アースラが応えた。

　リリーナの背後に隠かくれているが、いまの俺たちにはハナコがいる。正直、彼女がいま魔力をコントロールできるかは不明だが、奴やつらからすれば脅きよう威いであることは間ま違ちがいない。俺たちが今はこの場を制していることを、姉妹も理解しているようだ。

「マサル、いまの私たちだったらこいつらに勝てるのではないか……？」

「かもな。でも、それじゃあ気が収まらねー」

　俺はリリーナの隣となりを通り過ぎて歩み寄り、イゼッタと向かい合った。

　そして、素手でイゼッタが構える剣をどけた。

「ムカついてんだよ……」

　自分でも信じられないくらいに、肝きもが据すわっている。

　二度も俺を殺そうとしやがって。正々堂々と勝負する勇気がないものが、暴力で相手を支配しようとする。心の弱い者こそが力に頼たよる。

「テメーら、こうやって相手を脅おどして必勝のギャンブルばかりやってきたんだろ。くそくだらねー。……おい、ハナコ」

「は、はいっ」

　イゼッタの目を真っ直すぐに見たままに言う。

「もう一つだけ噓があった」

「……」

「俺が俺であるために、俺がやるべきことを俺はやめない──」

　握にぎりしめた拳こぶしを突つき出した。




「てめーらに真のギャンブルってやつを教えてやる！　天使を呼べ！」
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　俺の大だい喝かつを聞いて、リリーナが歩み寄ってきた。

「マサル……、やるのか、ギャンブルを」

「ああ。お前だってムカついてんだろ。ギャンブルで真正面からぶっ飛ばしてやるしかねーだろ」

　不安な表情をしていたが、俺の言葉を聞いて考えを変えたようだ。小さくうなずく。

　俺はアースラとイゼッタのほうを見やる。

「お前らもそれでいいだろ。……それとも、まともにギャンブルをやるのは怖こわいってか？」

「ふん」

　イゼッタがいら立ちを隠せずに鼻を鳴らし、姉のほうを見る。アースラが応えた。

「よろしいでしょう。ここまで来たのですから身の程を思い知らせて差し上げます。……ただし、我々は２人で戦わせていただきます」

　なに？

「なにか問題がありますか。そちらは代打ちを立てていますが、指輪１個。こちらは２人で継けい承しよう戦に臨むというのです。リスクは同じでリターンは倍、ギャンブルであれば好条件でしょう」

「……」

　どうする。

　１対２のギャンブルはルールにもよるが条件としては好ましくない。リスクは同じとアースラはいうが、それはあくまで賭け代のこと。俺に不利であることは間違いない。

「私もやろう」

　考えているうちに、隣の騎き士しが一歩前に出て声を張った。

「マサルの言う通りだ。このような悪女たちに、たとえギャンブルであっても正義が負けるはずがない。マサルがついているなら、なおさらだ。２対２で勝負しろ」

　隣の世間知らずが威い勢せいのよいことを言った。

　……そうだ。正直、どんなギャンブルでもリリーナは戦力にならないだろうが、俺はこれまでも多人数を相手にギャンブルをしたことは何度でもある。俺が１人で２人を倒せばいいだけのことだ。

　リリーナだっていないよりはましだろう。ほんの少しくらい。雀すずめの涙なみだ、猫ねこの額ほどには。

「よし。やるぞ」

　俺が言うと、リリーナが前に出た。

　同時に、アースラとイゼッタも歩み寄ってくる。

　３人が向かい合い、ゆっくりと拳を前に出した。




「レイズオン！」




　突き合わせた三つの指輪が共鳴するように震ふるえると耳をつんざくような高音が走る。

　わずかに指輪が明めい滅めつしたかと思うと、三つの色が交じり合って急激に強い閃せん光こうを放った。これで見るのは２度目だが、慣れそうにもない。

　まばゆさから顔を隠していた腕うでをどける。

　すると、そこには一人の女がいた。

　地面に足が着いていない。数十センチの高さからゆっくりと降り立ってくる。

　純白のローブと、足元に届きそうな黒くろ髪かみが大きく広がっている。大きなくまができているまぶたをゆっくりと開くと、青いつぶらな目が前を見み据すえていた。

「……」

　この天使が言葉を発するのを待った。これから王位継承戦が始まるのだ。

「……」

「……」

「……」

「……」

「……おい」

　しびれを切らした俺が先に口を開いた。

「喋しやべらないのか？」

「…………めるぞ……」

「え？」

　ものすごく声が小さく、俺は耳に手をあてた。

「……始めるぞ、と言う……」

「あ、ああ」

　先の継承戦でディーラーをするために現れたダックワーズという女も相当なものだったが、こいつも癖くせが強そうだ。聴ちよう覚かくに意識を集中しよう。聞き洩もらしがあって不利になってはかなわない。

　天使は薄うすい唇くちびるをわずかに動かして喋る。

「……私は天使フロランタン。２対２のギャンブルだな。内容は……？」

　見るとアースラとイゼッタも耳に手を当てていた。

「あ、内容ですか。ここは公平を期して、天使様に決めていただきましょうか。ウイン様、よろしいですね？」

「かまわない」

　ここから交こう渉しようをするより、手っ取り早くゲームをスタートしたい。こいつも天使ならダックワーズと同じように、絶対中立の立場をとるだろう。

「……それ………」

　フロランタンはテーブルを指さした。その先にあるのは、ルーレットだ。

　そのまま指を広げて、手の平から放射状の光を出した。

「……この台に仕し掛かけはない。ふつうのルーレットだが、少々細工をいれよう……」

　光が止むと、回転盤ばんのなかにある数字の区切りが小さな軋きしみのような音をたてながら数センチずれて、一つひとつのマスを広げた。

「……00、０は消した……」

　回転盤の数字は１～36に変わった。このあとのルールに影えい響きようするのだろうか。

　加えて、天使はこの台に仕掛けはないと言った。ルクルー家の持ち物ではあるが、天使が言うのなら信用しても問題ないはずだ。そもそも姉妹はまともにギャンブルで対戦しようとしていなかったのだから、台に仕掛けを施ほどこしてイカサマの準備をしておく意味もない。つまり、このルーレットはこれから行う王位継承戦のために用意された道具になったということだ。

「……ギャンブルの名前……」

　フロランタンが淡たん々たんと言った。




「……肉体支配ルーレット……」




　リリーナが言う。

「肉体支配……なんだそれは。ルール説明を求める」

　俺もそんな物ぶつ騒そうな言葉が頭につくギャンブルは聞いたことがなかった。

「……基本的なルールは通常のルーレットに基づく……」

　ルーレットの基本ルールの説明は端折はしよるつもりだろう。あとでリリーナには解説する必要がある。

　念のため俺も確認しておこう。




【ルーレット】

・親のプレイヤーが１～36までの数字が枠わくで区切られている回転盤を回して玉を投げ入れる（本来は00、０があるが除外されている）

・制限時間内に子のプレイヤーが数字盤に自分のチップを置く（ベット）

・回転盤が止まったときに玉が落ちた数字が的中の目となる

・玉が落ちた数字と子がベットした数字が一いつ致ちしていれば子は配当を得る（倍率は賭かけ方による）




　フロランタンの説明を聞くと、ここまでは通常のルーレットと変わりはないが、いくつか相そう違い点があった。




【肉体支配ルーレット】

・４人のプレイヤーが親１人、子３人に分かれる

・１回、ルーレットを回転するごとに親が順に変わる

・子がベットしたチップは、的中しても外れても親の持ちチップになる

・ベットが的中すれば、親は子がベットした場所の倍率に応じた配当を支し払はらう

・ただし、ベットできるのは自分のチップのみ（他プレイヤーのチップはベットできない）

・どんな目が出ても的中するベットは禁止（例えば赤・黒に１枚ずつベットすると全て的中になる）




　通常のルーレットではプレイヤーは親にならない。カジノでいえば胴どう元もとである運営側が親の立場になるため、運営側とプレイヤーで対戦することになる。

　しかし、今回のルールではプレイヤー同士の対戦になる。

　重要なのは、いかに自分が親のときに子である他のプレイヤーに的中させないかということになるだろう。もちろん子のときに当てなければ意味がないが、自分が親のときに子に的中されると、支払いをするのは自分だ。奪うばった相手のチップが自分のチップにならないとなると、自分のチップが尽つきてしまえば子になっても意味がない。

　──ここまではいい。

　このギャンブルが肉体支配ルーレットたるゆえんは、ここからのルールだ。

　フロランタンが、右手の人差し指と親指の腹を合わせると、そこにチップが出現した。

「……これは『ノーマルチップ』。全員に30枚ずつ配る……」

　次に左手を同じように出すと、またチップが出現する。

「……これは『肉体チップ』。６枚ずつ配る……」

　ぱっと見るとノーマルチップと変わらなかったが、表に色がついていた。そして、心臓の絵が描えがかれている。

「……肉体チップは４人別々の色で用意する……。この６枚はそれぞれ、プレイヤーの右足、左足、右手、左手、頭、そして心臓を司る……」

「心臓……」

　不ふ穏おんな言葉にリリーナが反応した。フロランタンは無視して続ける。

「……肉体チップはノーマルチップ５枚分の価値に相当する。例えば肉体チップ１枚で、２倍の配当の数字を的中させれば、そのとき親はノーマルチップ10枚分のチップを支払わなければならない……」

　スタート時点の保有チップはノーマルチップと肉体チップを合わせて36枚だが、価値でいえばノーマルチップ60枚分ということか。チップの価値が違ちがう以上、いつ肉体チップを賭けるかが肝きもになるだろう。

　フロランタンの手から２枚のチップが消える。

「……自分のチップが尽きた者から脱だつ落らくし、最後まで残った者の勝利だ……」

「それだけだったら、肉体支配にならないだろ。他にどんな効果がある」

「……今から言う……」

　俺の質問に、フロランタンがじろりと視線をやった。一重まぶたから放たれる視線は鋭するどい。

「……相手の肉体チップを奪い、そのチップを持って相手に向けると、『命令』ができる……」

「『命令』、ですか」

　アースラが相あい槌づちを打った。

　フロランタンの手に再びチップが出現する。肉体チップだ。チップの表は赤に着色されていて、手の絵が描かれている。

「……これは鵜う印いん勝まさるの右手チップだ……」




「──『命令』。鵜印勝、自分の頰ほおをつねれ……」




　その言葉の直後、自分の右みぎ腕うでが上に引っ張られる感かん触しよくがした。

「ん？」




「けらけらけらけらけらけらけらけらけらけらけらけらけらけら」




　急におこった笑い声。天てん井じようだ。

「なんだあ……」

　数字盤のちょうど真上にマンホールの蓋ふたほどの大きな顔があった。

　中心にある２つのぎょろりと見開かれた真っ赤な瞳ひとみが部屋中をくまなく見つめるように、ぐりぐりと動いている。鼻はないが、顔の半分にわたって、笑えんだような形の口がある。そして、俺の身体と同じくらいの幅はばがある腕うでがまっすぐ、顔から俺の頭上まで伸のびていた。

「わああああ！　おばけだああ！」

「うひいゃああああああああ！」

「落ち着け！　リリーナ！　ハナコ！」

　その腕の先にある５本の指先それぞれから、わずかに発光する糸が伸びていて、俺の四し肢しにつながっていた。すると、人差し指がぴくりと動く。

「けらけらけらけらけらけら」

　俺の右腕が持ち上がった。

「お、おお……。腕が勝手にうご──いででででででででででッッッ！」

　意思に関係なくひとりでに動き出した右手が、俺自身の頰をつねりあげたのだ。

「か、勝手に動いているのか……」

　リリーナがたじろいだ。

「痛い痛い痛い!!　やめて！　ごめん！」

　フロランタンの手からチップが消えると、俺の腕は力を失ったように垂れ落ちた。

「……相手の肉体チップを奪い、対象の名前を呼びつつ『命令』することで、１枚につき１度だけ相手の意思に関係なくその部位を操ることができる……。この子はアシスタントを務めるマリオ君……」

　天井の顔の高笑いが部屋にこだまする。子供のような声をしているが、その声量は口の大きさに比例しているようだ。耳の中にまでぐわんぐわんと響ひびいてくる。

「……この糸を繫つなげるのは俺だけじゃねーだろーな」

「……全員。いまのはデモンストレーション……」

　なんでデモンストレーションで俺だけが痛めつけられなきゃいけねーんだ。

　フロランタンが手を叩たたくと、マリオ君の顔から、さらに３本の腕が生えた。テーブルの数字盤の上に位置する。

「マリオネット……それで肉体支配ルーレットと呼ぶわけですか。おお、怖こわい。肉体チップをベットするのはリスクが高いということですね。気を付けましょう、イゼッタ」

　姉の言葉にイゼッタがうなずいた。

　俺は頰をさすりながらフロランタンに問いかけた。

「待てよ……。手足はともかく、頭や心臓チップを奪われたらどうなる」

　俺の頭頂部には糸の１本がついているようだ。触ふれることはできないが、目線を上げると伸びた糸はマリオ君の中指に繫がっているのが分かる。

「……頭チップを使われると、思考をコントロールされることになる……」

「なんでも言うことを聞いてしまうってことかよ」

　実質の負けだ。

「心臓は？」

「……止まれと命じれば、止まる……」

「けらけらけら」

　マリオ君の口が開かれると、なかに４つの心臓があった。それぞれのリズムでどくんどくんと脈打っている。糸で繫がっていない心臓は、あそこにあるというわけか……。

　俺はぞっとして、自分の左胸に手をあてた。拍はく動どうを感じる。心臓がまだそこにあることが分かって俺は文字通り胸を撫なでおろした。マリオ君の口にあるのは魔ま法ほうで作ったダミーであるようだ。しかし魔法の効果はフロランタンが言う通りだと思うべきだろう。

　リリーナが言う。

「命も賭けなければいけないということか？　心臓チップを奪ったからといって必ずしも使わなくてもいいのだろうな？」

「ほほほ。自分が心臓チップを奪ったときのご心配ですか」

　アースラが嘲あざけるように笑う。フロランタンが調子を変えずに答える。

「……奪ったチップは好きなときに使えるし、使わなくてもいい……。それに、頭チップだろうが心臓チップだろうが、ゲームを進行不可能にさせるような命令は禁止……。心臓を止めさせるとか……」

　なるほど。命をとられる心配はしなくていいようだ。

　ゲームが進行不可能になるといえば、殺す、眠ねむらせる、退出させる、テーブルを破は壊かいするとか。そういう『命令』はできないということか。

「いいぜ。始めよう」

　俺は一番乗りで席についた。回転盤ばんから遠い位置の、回転盤に向かって右側だ。といっても椅い子すが用意されているわけではない。そこを陣じん取どったのだ。マリオ君の手が俺の後を追いかけてきて止まった。

「リリーナ、お前も来い」

「あ、ああ」

　そう言って俺の隣となりにつこうとする。

「……待て。対角に行け。そのほうが公平だ……」

　フロランタンの言うことももっともだ。隣同士で並べば協力して細工をしやすい。姉妹も対角で座ることになるからこちらとしても安心だ。

　リリーナが移動すると頭上の手から糸が垂れてきて身体と繫がった。リリーナは不思議そうにそれを眺ながめる。

「……そこにいる２人に言っておく。手出しは一切無用……」

　フロランタンがハナコと、いつの間にか身体を起こしていた使用人に向かって言った。ハナコは不安そうにこちらを見つめてくる。

　俺は黙だまってうなずいた。

　大だい丈じよう夫ぶだ、お前はもう十分に仕事をした。あとは見守っていればいい……。

　リリーナの顔を見ると、表情が硬かたくなっているのが分かった。気き丈じように振ふる舞まってはいたが、彼女は初めてプレイヤーとして王位継けい承しよう戦に参加するし、そもそもギャンブル経験がほとんどないはずだ。緊きん張ちようするのも無理はない。

　だが、リリーナに頼たよるつもりは毛頭ない。俺は最初から本気でいく。２人を相手に悠ゆう長ちようにやっている暇ひまはないだろう。

　姉妹が空いている場所につくと、俺たちと同じように糸で繫がる。

　ルーレットの前にフロランタンが立った。

　手を２度叩くと、窓から陽光が差し込んでいるのに室内が真っ暗になる。そのまま手をかざすと、姉妹の頭上からスポットライトの白い光が降り注ぐ。

「……王位継承権者、アースラ・ルクルー、およびイゼッタ・ルクルー……。賭かけ代しろは２人分の王位継承権……」

　光が消えたと思うと、今度は俺とリリーナを照らす。

「対するは王位継承権者、リリーナ・エンファリス、もう１名のプレイヤーに代打ちを召しよう喚かん。代打ちは鵜印勝。賭け代は１名分の王位継承権……」

　テーブルを囲む俺たちの前に、小さな魔ま法ほう陣じんが出現すると、チップの山がテーブルから湧わき出てきた。初期保有チップのノーマルチップ30枚、肉体チップ６枚だ。

　ノーマルチップの正面には簡略化された俺の顔が描えがかれている。他のプレイヤーも同じだ。

　肉体チップの表には色と、肉体の部位が描かれている。側面からみればノーマルチップと見た目は変わらない。

　肉体チップの色はプレイヤーごとに分かれている。俺は赤、リリーナは朱しゆ、アースラは紺こん、イゼッタは紫むらさきだ。俺以外は指輪の色に合わさっているらしい。俺は肉体チップを握にぎった。

　フロランタンがつぶやくように宣言する。




「……肉体支配ルーレット、スタート……」




　頭上から降り注ぐようなマリオ君の笑い声が不気味に響いた。
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　回転盤と数字盤は隣となり合って位置している。

　俺たちプレイヤーはその数字盤を囲うように席についていた。

　数字盤から見てルーレットの位置を時計の12時だとすると、妹のイゼッタが２時、俺が４時、姉のアースラが８時、リリーナが10時に立っている。

　ジャンケンで親番を決めた。

「……第１ターン、親はアースラ……親は時計回りで交代する……」

　つまり親番は、アースラ、リリーナ、イゼッタ、俺の順番で移行する。

　微び笑しようを浮うかべながらアースラが立ち上がって、ルーレットの前に移動すると、玉を手に取った。

　ピンポン玉より小さいくらいの白球だ。ここから見るぶんには特に変わったところはない。

「……回転を始める……」

　すると、ひとりでにルーレットが回転を始めた。回転しているルーレットの数字を目で追うことは人間離れした動体視力でもなければできない。それくらいの速さだ。

　……さて、どうするか。

　俺は子だ。親がくるのは４番目。子の回数のほうが多いのだから、親番があとから回ってくることは悪いことではない。

　子であるリリーナ、イゼッタ、俺の３人はベルが鳴るまでに、どこにどのチップを何枚ベットするかを決める。

　ベットできる場所は大きく分けて２種類ある。

　まずはインサイドベット。数字盤の数字のうえにチップを置くベッティングだ。




【インサイドベット】


１目賭け　ひとつの目（数字）。配当36倍。

２目賭け　隣り合った目。配当18倍。

３目賭け　横一列の３目。配当12倍。

４目賭け　十字のラインに沿った４目。配当９倍。

６目賭け　横２列の６目。配当６倍。






　数字盤だけを見ると枠わくは大きな長方形になっていて、そのなかが小さな長方形に区切られ、それぞれのなかに数字が記き載さいされている。数字の上や、枠をまたぐようにチップを置くことでベットの種類を区別する。

　数字盤の長方形には、別べつ枠わくが設けられている。それらは俺がいる位置の反対側にまとまっている。

　これが別のベッティングを可能にする。

　アウトサイドベットだ。




【アウトサイドベッド】


縦一列（12目賭け）　　縦一列の12目。配当３倍。

大中小（12目賭け）　　１～12、13～24、25～36のいずれか12目。配当３倍。

前半後半（18目賭け）　１～18、19～36のどちらか18目。配当２倍。

奇き数すう偶ぐう数すう（18目賭け）　奇数か偶数のいずれか18目。配当２倍。

赤黒（18目賭け）　　　赤か黒のいずれか18目。配当２倍。






　ごちゃごちゃとテーブルに書いてあるが、結局、どれも期待値は同じだ。ロマンのないことを言えば、理論上はどこに賭けても同じだといえる。当たり目の数と配当を掛かけるとすべて同じ36になるからだ。

　ただし、それは普ふ通つうのルーレットの場合……。

　このギャンブルのポイントは、当然、肉体チップを奪うばわれないことにある。

　さっきフロランタンが俺に『命令』をしたことから考えれば、例えば右手チップをとられると、意図しないところに賭けさせることも容易にできるだろう。いわずもがな頭チップをとられればお手上げだ。２目賭けにオールインされたら２分の１で負けになってしまう。
















　つまり、肉体チップを確保し続けながら、相手が肉体チップを使わざるを得ない状じよう況きように追い込むベットが必要になる。要するに的中させればいいのだ。

　すると、ふいにイゼッタがチップを数字盤に置いた。

　１枚、ノーマルチップ、６目賭け。一番乗りのベットだ。

「……お前、姉からとる気か？」

　親のアースラとイゼッタはチームだ。これでイゼッタが的中させれば配当を支し払はらうのはアースラになる。

　ルール上、ベットせずにターンを流すこともできる。相手チームのプレイヤーが親をやっているときのベットはいわば攻こう撃げきであるため、親番がアースラのときにベットするのはふつうに考えれば俺とリリーナだ。

　自分のチームのプレイヤーが親をやっているときにベットする意味はない。

　イゼッタがにやりと唇くちびるを吊つる。

「景気づけだ。はじめから何も賭けないなんて縁えん起ぎが悪いだろう」

　ゲン担ぎってやつか。分からなくはない。

「──か、賭けていいんだな」

　つられるように、リリーナが１目賭けで９枚ベットした。

「お前、そんないきなり……」

「む……わ、私は、早く勝負を決めたい」

　数字盤の30の上にそそり立つ、９枚のチップの塔とう。リリーナの顔が描かれたノーマルチップだ。

　初手にしては大きいベットだ。

　……逆に考えよう。

　アースラもイゼッタも俺のことはギャンブラーとして警けい戒かいしているが、リリーナがどういううち筋をするかは想像できないはずだ。彼女が場をかき回すのは俺にとっては好都合だと考えていい。

　──というかそう考えないとやってられん。

　俺もベットだ。チップを２枚重ねて３か所に置いた。

　19～24、25～30、31～36の６目賭けに２枚ずつ、合計６枚をベット。

「始めから飛ばしますね。……それっ」

　アースラが玉を投げ入れた。

　回転盤ばんの外周をおもちゃの車のように走っていく。

「当たれ当たれ当たれ当たれ当たれ……」

　リリーナが数字盤に顔を寄せて祈いのるようにぶつぶつとつぶやく。

「リリーナ様、貴方あなたの鼻息で玉に影えい響きようがでてしまいますよ」

　冗じよう談だんを言っている余よ裕ゆうが癪しやくに障る。

　間もなく回転盤の勢いが弱まると、玉も力を失って、数字を区切る枠にあたってぴょんぴょんと跳はねる。

　俺はこの間に思考を巡めぐらせた。

　ここで警戒するべきは当然、魔ま法ほうだろう……。

　妹のイゼッタの魔法は『頑がん強きよう』。おそらく物質硬こう化かであり、このゲームで役に立つ魔法とは思えない。普通の人間を相手にしていると思って問題ない。

　分からないのは、このアースラだ。あらゆる可能性を考えるべきだろう。しかし、理り屈くつでいえば姉の魔法もギャンブルの役には立つものではないと考えてもいいかもしれない。そもそもこいつらがまともなギャンブルをしなかったのはギャンブルでは使いにくい魔法だからではないか。

　しかし、馬ば鹿か正直に「貴方の魔法は何ですか？」と聞くことができるわけでもない。警戒はするが、想像してこちらが逆に泥どろ沼ぬまにはまっては悲ひ惨さんだ。まずはストレートに、勝負する。

　──玉が止まった。

　傍かたわらに立っているフロランタンが数字を確認する。

「……黒の５。全員、外れ……」

　数字がテーブルに吸い込まれていくように消えた。

「くっ……」

　リリーナがテーブルを拳こぶしで叩たたいた。

「怒おこんなよ……。落ち着け。当たるほうが珍めずらしいんだ」

「むむ……」

　アースラが元の位置に戻もどったのを確認すると、フロランタンが進行をうながす。

「……次はリリーナが親……」

「はっ、そうか……。分かった」

　足取りまでたどたどしくなっているリリーナが、ルーレットの前に移動した。玉をがっちりと握にぎりこむ。血の気が引いている顔でフロランタンのほうを振ふり向く。

「練習させてくれ」

「……一度だけ……」

　頰ほおが引きつっていて唇が動いていない。肩かたが下した顎あごについてしまいそうなほどに上がっている。

「はあっ！」

　ぼこォっ！

　玉が俺の顔面をとらえた。

「いてェッ！　ふざけんなバカ野や郎ろう！　強すぎんだよ！」

「わああ！　すまない、マサル。わざとではないのだ」

　リリーナが珍しく間ま抜ぬけな声をあげた。俺は玉を拾い上げて、リリーナに渡わたしてやる。

「……練習は終わり……」

　フロランタンが冷たく言い放つ。

「落ち着け。ふつーに投げればいいんだ。やさしくな」

「分かった……」

　リリーナは本来、運動能力が高い。次は大だい丈じよう夫ぶだろう。

　俺はリリーナの親番であるこのターンはベットしない。リリーナの親番でベットして的中しても、リリーナのチップを奪うだけだからだ。

　姉妹がどう動くか静観する。まだ勝負は立ち上がったばかりだ、ここは慎しん重ちように──。

「!?」

　姉妹は唐とう突とつにチップを両手でつかみあげた瞬しゆん間かん、手を滑すべらせるようにして一いつ斉せいに配置した。

　こいつら……。

　２人がほくそ笑む。

「こちらの準備はできましたよ。どうぞ、玉を投げてください」

　数字盤の上にはノーマルチップ20枚がベットされていた。

　それぞれ10枚、大量ベットだ。全て１目賭かけのため、的中する確率は36分の20になる。半分以上の確率だ。

「ひ、卑ひ怯きような……」

　リリーナがうろたえた。

「卑怯じゃねーよ。リリーナ、玉を投げろ」

「う、うむ……」

　回転盤が動き始める。

　姉妹はリスクをいとわず攻せめてきた。ノーマルチップは30枚しかないのだから、それぞれ10枚ずつを賭ければ保有ノーマルチップの３分の１を投げ込んでいることになる。その分、リターンも大きい。

　……当たるとまずい。１目賭けということは、的中すれば36倍になって、１発でリリーナは瀕ひん死しの状態になる。残りのノーマルチップだけでは支払いができない。

　回転盤のスピードが乗ったのを確認して、リリーナが玉を投げ入れた。

　──うまくいった。

　玉が走り始める。リリーナが緊きん張ちようを露あらわにしながら、目を見張る。

「……！」

　玉が止まった。

「ははっ」

　イゼッタが笑いながら、ぱんと手を叩く。アースラも口に手をあてて笑いを堪こらえる仕草を見せつけている。

「私の当たり、ですねえ。残念でしたね、せっかく玉がうまく入ったのに」

「こ、これは……。マサル……すまない……」

　確かにいきなりピンチだ。フロランタンがかすれた声で割って入る。

「……的中だ。チップ36枚分を支払う……」

　リリーナは最初のアースラの親番の際にノーマルチップを９枚ベットしているため、ノーマルチップを21枚しか持っていない。つまりノーマルチップ15枚分の不足。

　肉体チップを３枚支払わなければならない。

「リリーナ。右足、左足、左手で支払っとけ」

「分かった……」

　リリーナが肉体チップ３枚を手に取ると、テーブルに乗っていた残り全てのノーマルチップと一いつ緒しよに霧む散さんした。

　すると、アースラの前に朱しゆ色の肉体チップが３枚、出現する。リリーナの肉体チップだ。

　それにちらりと目線だけをやって、アースラが笑えみを浮うかべた。もし俺が親で支払うなら使い道のない心臓チップを使うが、まだ序じよ盤ばんでアースラの魔法が分からない現時点でそのリスクをリリーナに負わせるのは危険すぎる。

　……くそ。

　リリーナはもうだめだ。肉体チップ３枚しか残されていない。

「……次の親は、イゼッタ……」

　……勝つ方法を考えなければいけない。

　イゼッタがルーレットの前に移動して玉を摑つかんだ。

　アースラの手は太ももの前にそわされたままだ。パスする気なのだろう。

　相手チームの親番でも子はパスをできるルールになっている。どこかで確実にディーラーであるフロランタンに止められるだろうが、今は時間を稼かせいでおきたい。

「俺も様子を見る」

　俺がパスしたのを見て、リリーナが言いかけた。

「私も──」

　残り３枚のチップ、最大でも残り３回しか賭けられないのだから、見送りたくなる気持ちになるのは仕方がない。

　しかし、言い終わる前にその言葉が放たれた。

「『命令』、リリーナ。肉体チップ３枚を赤の３に置きなさい」




「けらけらけらけらけらけらけらけらけらけらけらけらけらけら」




　マリオ君が口のなかの心臓を飴あめ玉だまのようにころころと転がしながら笑う。

　アースラだった。その手には左手が描えがかれた朱色のチップ。

「なッ!?」

　リリーナの左手につながっている糸がマリオ君の薬指に吊つられてぴくんと動くと、左手はテーブルに置いてあったチップを摘つまみ上げて数字盤に置いた。止める間もない、淀よどみのない動き。

　アースラの手から肉体チップが消しよう滅めつする。

「ふふふふふ……、１目に全ベットなんてすごい度胸ですね」

　ほくそ笑む。

　左手の糸が消える。リリーナは自分でも何が起きたか分からず戸と惑まどいを隠かくせない様子だった。アースラによる肉体支配だ。

「リリーナ、もう見守るしかない。万に一つ、いや、36分の１で当たるんだ。祈れ」

「そんな……」

　無慈じ悲ひに回転盤ばんが回り始めると、イゼッタが玉を投げ入れた。

　そして回転盤のスピードが落ち着いてくると、玉の動きが激しくなる。

　赤の３。

　………。

　…………。

　──には入らない。１つずれた。的中は黒の35だ。

「くっそう!!」

　姉妹はリリーナをじっと見み据すえながら笑みを浮かべた。細まった目には着実に近づいている勝利が見えているのだろう。瞳ひとみの奥から、周囲にも分かるように余よ裕ゆうを漂ただよわせている。

「これで一人脱だつ落らくだな……」




「当たりだ。配当を寄よ越こせ」




「なにっ！」

　回転盤の向こうから聞こえた俺の声にイゼッタが反応する。そして数字盤を確認すると、じろりと俺を睨にらみつけた。

「……貴様ァ、いつの間に」

「玉を投げ入れたあとにベットしていたのですね。これまでと違ちがって。それにしても素早い動きですね。回転盤に集中していたせいか、ベットに気づきませんでした」

　俺はイゼッタが玉を放ったあと、さっきと同じように３か所に、２枚ずつをベットしていた。

　的中はノーマルチップ２枚。倍率６倍で、チップ12枚分の支し払はらいをイゼッタにさせることができる。

「ちっ……運のいい」

　イゼッタが悪態をつきながらチップを手に載のせる。

　左足と心臓チップ、そしてノーマルチップ２枚だった。消えたと思うと、次の瞬間には俺のテーブルの前に現れた。

「肉体チップで支払うのか？」

　イゼッタは俺を無視して元の位置に戻った。

　まだイゼッタはノーマルチップを19枚も残しているが、先に使わなければいけないというルールはない。確かに『命令』ではゲームを進行不可能にする行こう為いをさせることはできないため、活用しにくい足と心臓を先に払はらってしまうのは定石といってもいいかもしれない。

「マサル、すまない……役に立てなくて……」

　リリーナが顔をうつむかせながら、申し訳なさそうにしている。

「何言ってやがる。いま活かつ躍やくしただろ。お前がいたからこれを手に入れた」

　俺は紫むらさき色いろの肉体チップをつまみ上げて、リリーナの肩かたを小こ突づく。

「見てろ」

　黙だまってうなずくと、俺の背後に下がった。マリオ君の腕うではリリーナの後を追うように天てん井じようを動いていって、彼女の頭上で止まる。糸は繫つながったままだ。

　勝負が決するまでは消えないらしい。




　ゲームが進行する。

「……次の親、鵜印……」

　フロランタンが抑よく揚ようをつけずにつぶやく。

　俺はルーレットの前に立った。正面を見ると、右の奥にアースラがいる。リリーナを脱落させた直後であることもあってか穏おだやかな顔をしている。この状じよう況きようでは逆にそれが不気味に見える。左手前のイゼッタは腕を組み、先ほどチップをとられたせいか苛いら立だちをあからさまにしていた。

　俺が玉を取り上げると、すかさず姉妹が動いた。テーブルに万まん遍べんなくチップを広げる。

「……」

　リリーナに対して行ったときと同じ戦法だ。

　……さすがにきつい。ノーマルチップをアースラは１目賭けで15枚、イゼッタも同じく１目賭けで10枚を数字盤に広げる。

　──実に、36分の25で、36倍の支払いが発生する。

「当たる確率のほうが高いですよ……。おや、ウイン様。震ふるえていませんか？」

「震えてるな」

　イゼッタが相あい槌づちを打つ。挑ちよう発はつだ。

「どこに目をつけてやがる。震えてなんかいない」

　俺は玉を回転盤に投げ入れた。

　手持ちのノーマルチップはベットで既すでに12枚消費している。しかし姉妹の１目賭けが的中すれば、36枚を支払わなければならない。そうすると肉体チップを使用するしかない。

　俺はわずかな笑えみを浮うかべた。見ても、他人には分からないくらいの小さな笑み。

　まだ焦あせらなくていい。手は残っている。

「お前ら、ルーレット台を持っているくらいだからさ……」

　玉は回転盤を走っている。

　俺に話しかけられて姉妹は怪け訝げんな顔を浮かべた。

「王位継けい承しよう権者に選ばれて、よおく練習したんだろうな。ルーレットを使う場合に備えて」

「……なんのことだ？」

　イゼッタが応える。それに被かぶせるように、ルーレットを指さした。

「狙ねらった場所に玉を落とせるんだろ？」

「なんだと!?」

　リリーナが歩み寄って背後から俺の顔を覗のぞき込む。

「そんなことができる人間がいるのか？　まさか……魔ま法ほうか？」

「違う、技術だ。俺のいた魔法のない世界でもできる奴やつはいる。まあ、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでできるもんじゃないけどな」

「さて……。仮にできたとしたら、どうだというのです？」

　アースラがテーブルに手をつきながら言った。

「しらばっくれるなよ。これからは投げ入れたあとに賭かけないといけないな。最初のターン、親がアースラのとき、イゼッタが玉を投げる前にベットしたのは、俺とリリーナに玉が投げ入れられる前にベットさせるための誘さそいだったんだろ。先に賭けさせれば、外せばいい」

「もう遅おそい。これが的中すればお前は虫の息、逆転は不可能だ」

「いやいや、話を聞けって。今のはお前らへのアドバイスだ」

　俺は右手をまっすぐに伸のばして、正面にいる姉妹に見せつけた。




「──俺も狙ったところに玉を落とせるんだよ」




　からん──。

　玉が回転盤の数字に落ちる。そこはチップの載っていない数字だ。

「外れだ！」

　リリーナが声をあげた。

　イゼッタが目を見開きながら身を乗り出して回転盤を見るが、事実は変わらない。

「元いた世界でもこれくらいのことをやってくる奴はいた。そういう慢まん心しんした野や郎ろうは、同じことをやってやればおもしろいくらいにおたつくんだ。無意識か知らんが、思っているんだろうな。こんなすげーことをできるのは自分だけだって」

「……」

　アースラとイゼッタの目が変わった。鋭するどい、針のような視線を俺に向けてくる。

　ここからが勝負だ。

「チップを寄越しな。次のターンだ」
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　肉体支配ルーレットは２周目に突とつ入にゆうした。

「……次の親、アースラ……」

　アースラが、ルーレットの前に立つとすぐに玉を投げ込んだ。もはや時間をとる必要もないと判断したのだろう。残ったプレイヤーの全員が任意の数字に玉を落とせるのであればベットするのは投げた後に決まっている。

　俺はチップを３枚重ねて、５か所に置いた。全て６目賭けだ。

「貴方あなた、残りのノーマルチップは18枚でしょう。そのベットで15枚使用して、残りは３枚。一方の我々は私が５枚、イゼッタは７枚です。今回は私の親だからイゼッタはベットしない……」

　アースラはフロランタンのほうを見やった。

「フロランタン様、質問です。このギャンブル、棄き権けんは可能ですか？」

　フロランタンは一いつ瞬しゆん、考えるような素そ振ぶりをしたあとに応える。

「……可能……」

　それを聞いてアースラがほくそ笑えむ。

「……とのことです。棄権されてはどうですか。もう勝ち目は薄うすいと思いますが？」

　ふざけた女だ。

「玉が落ちるまで、どうなるかは誰だれにも分からない」

「ふん……」

　イゼッタが鼻を鳴らした。

　まもなく玉が落ちる。すると、リリーナが背後から声をかけてきた。

「おい、マサル。お前の手持ちチップ、肉体チップが１枚すくな──」

　すかさず振ふり返って、目をひん剝むきながら小さく「黙れ」と言った。できるだけ鬼き気き迫せまる表情をする。さすがのリリーナもまずいことをしたと思ったのか、自分の両手で口を塞ふさいだ。

　──俺の手にはノーマルチップが１枚、握にぎりこんである。

　ルーレットが止まる。

「おおお！」

　玉は赤の32に落ちていた。５か所の一つに的中している。

「当たり！　当たりだ！」

　リリーナが興奮して飛び跳はねたが、自分の浮うかれた行動が恥はずかしくなったのか「こほん」と咳せき払ばらいをして大人しくなった。

「ちっ……」

　イゼッタが顔をしかめながら舌打ちをした。ルーレットを挟はさんで向こう側に立つアースラがわずかに眉み間けんに皺しわを寄せている。

「悪運の強いこと……。支払いは……、６倍で18枚ですか。私は肉体チップを、左足、右足、心臓でノーマルチップ15枚分、残り３枚はノーマルチップを使います」

　俺を吊つり上がった目で睨みつける。

「ノーマルチップ２枚、両手と頭の肉体チップを残します。ここからはチップには触ふれさせません」

「おいおい、ちょっと待てよ」

　俺はテーブルを人差し指でこんこんと叩たたいた。姉妹が何事かと、俺の手元に注目した。

　計算はアースラの言うとおりで間ま違ちがいない。ただし、見たままでいえば、だ。

「どこに目をつけてやがる、テメーは」

「なんです……？　貴方の手持ちは、ノーマルチップ３枚、肉体チップ６枚。こちらの優勢は──」

「だから、間違ってるって言ってんだよ」

「……」

「分からねーって面つらだな、アースラ。俺の残りは、ノーマルチップ４枚、肉体チップ５枚だ」

「貴様あッ！」

　イゼッタが気付いて怒ど鳴なり声をあげた。

「支し払はらってもらうぞ……」

　俺は数字盤ばんの上の、重ねて置かれていた３枚のチップを指先で軽く押して崩くずした。

　上から３枚目、一番下に置かれているのは──。

「に、肉体チップだ!!」

　リリーナが言った。

「支払いは……７×36……」

「２５２枚。計算なんかいらねーってくらいの飛びだ。脱だつ落らくだ、アースラ」

「バカなッ！」

　アースラが目の前の事実を受け入れられないのか、腕うでを空中で払はらった。

「大事な肉体チップを何で賭けて……いや、それより、３枚ベットの５か所全てに肉体チップを入れることはできない！」

　アースラが他の４か所のチップを崩した。

「……ッ！」

　全てノーマルチップだ。

「肉体チップを使ったその１か所にたまたま当たったというのですか!?」

　俺は腹を抱かかえた。

「ああ～、そうだな。運がよかったなあ」

「違ちがう！」

　テーブルを拳こぶしで叩いたのはイゼッタだった。

「……そんなにキレるなよ」

「アースラ。こいつは玉が落ちてからすり替かえたんだ。私たちがルーレットを見ている間に……」

「な、なんですって！」

「くそ……うかつだった。こいつは最初にルーレットから最も遠い位置を陣じん取どった。しかも、アウトサイドベットの枠わくが無いほうだ。そのほうがすり替えやすい……」

　拳を震ふるわせる。

「最初から、狙っていた」

「察しがいいな、イゼッタさんよ」

　イゼッタの言う通り、俺はルーレットが止まるタイミングを狙った。その瞬しゆん間かんは、プレイヤーの視線も意識も回転盤に集まる。その隙すきに、３枚積んだチップの一番下を入れ替えた。

　──麻雀マージヤンのイカサマには『燕つばめ返がえし』というものがある。

　他のプレイヤーが自分の13個の手て牌はいを揃そろえている間に、自分の前に配られた最初の手牌を、場に積まれている山と丸ごとすり替える大技だ。

　俺がやったことと理り屈くつは同じ。

　麻雀で最も重要なのは配牌、つまり勝負が始まる際、自分の手牌にどんな牌がきているかということだ。麻雀の一番楽しいときの一つでもある。

　その瞬間、プレイヤーの意識は外界と遮しや断だんされる。すると、大だい胆たんなイカサマもすんなり通ってしまうのだ。燕返しはその間かん隙げきを突つくからこそ成立する。

　それに比べれば、俺が今やったことは本当にちっぽけなすり替えだ。

　人間とは不思議だ。細かなイカサマには注意しても、大胆で大おお掛がかりなものほど見落としてしまう。王位継けい承しよう戦という実戦の緊きん張ちよう感かんの中ではなおさらだ。まさかそんなことするわけがない、と思うところにこそチャンスはある。

「い、イカサマです！」

　つまらなそうに勝負を見ていたフロランタンにアースラが歩み寄った。

「こんなのルール違い反はんでしょう！」

　肩かたを摑つかんで必死の形相で訴うつたえかける。

　……すると、部屋に冷風が吹ふき込んだ。外気から考えて、冷たすぎる。陽ひが落ちたとかそんなレベルではない。周囲の空気が凍こおり付いたように感じると、近くにあった花か瓶びんがぴしりと鳴る。

　吹雪ふぶきがフロランタンとアースラを中心に渦うず巻まいた。

　狼ろう狽ばいするアースラ。肩を摑んでいる手を、フロランタンが握り返した。

「……私に触さわるんじゃあないよ……」

　どすの利いた声だ。さっきまでの声量とさして変わらないが響ひびきが違う。腹の奥のほうにまで届くような、重みのある声。

　……この天使、キレてる。

「……証しよう拠こをだせよ……」

　フロランタンはゆっくりとした動きで、こつりとアースラに額をぶつけた。

「……証拠がないなら、お前のやっていることは言いがかりだ……脱落者が……。世界の果てにつまみ出すぞ……」

　小さな目に、恐おそろしいくらいの力がこもっている。

　ダックワーズのときもそうだが、天使というやつはみんなキレやすいのか。

「……現場をおさえてこそイカサマだろうが……。見ていなかったのはお前だ……」

「……」

　アースラは手を払って、押し黙だまった。気き丈じように振ふる舞まっているが足がわずかに震えている。亜あ人じんでも人間でもない者だからこそ放てる底知れない怒ど気きが、迫はく力りよくが、アースラの肝きもをつぶしたのだ。

　冷気が引いていく。

「くくくっ」

　思わず俺が笑いをこぼすと、イゼッタは鬼おにのように吊り上がった目でにらみつけてきた。

「お前、これまでもすり替えていただろ……。ノーマルチップを上に、肉体チップを下に重ね、回転盤の数字が外れたのを確認してから、肉体チップをノーマルチップに入れ替える。すると肉体チップを支払わずに済む……。現場をおさえないと天使が動かないことも、そこで確認していたな」

「どうだかな」

　口笛を吹いた。フロランタンは俺を罰ばつしない。つまりこれは公然と認められた技だ。

「アースラ。私がこいつを叩き潰つぶす」

「……頼たのんだわ、イゼッタ」

　これで１対１だ。
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　次の親番はイゼッタだ。

　勝負は最終局面に差し掛かかっている。チップの枚数を確認しよう。




　イゼッタ…ノーマルチップ７枚・肉体チップ４枚

　俺…ノーマルチップ４枚・肉体チップ５枚




　大差はない。どちらも自分が親番のときに的中されれば、簡単に肉体チップでの支払いをせざるを得なくなる。

「調子に乗るなよ、ウイン……」

　イゼッタの目の色が濃こくなり、目つきが一層鋭するどくなっていた。

　俺はチップをつまんで、数字盤の上に並べようとした。

「待て、マサル」

　リリーナが腕を摑んできた。

「間違っているかもしれないが……もしかして、ベットの仕方によってはほぼ必勝なんじゃないか？」

　なんだ、こいつ。珍めずらしく冴さえてるじゃねーか。

　俺はチップを置いてリリーナの手をとり、太ももの横に戻もどしてやる。

「それじゃ足りねーんだよ」

　俺はイゼッタの顔を見み据すえる。

「こいつは暴力さえあればなんでも思い通りになると思ってやがる。違うんだよ。暴力じゃ勝てねー世界があるってことを、俺がこのギャンブルで叩きこんでやる」

「しかし、これは王位継承戦…………いや、私は口出ししない。お前に任せると、決めたんだったな」

　リリーナは下がって壁かべに背を預けた。

「おい、イゼッタ。ギャンブルっていうのはな、勝つ可能性と負ける可能性がいつもある。つまり、精神力のぶつかり合いで勝負が決まる。相手を不利な立場に追い込んでから、安心してやるのは真のギャンブルなんかじゃねーんだよ」

　こいつらをギャンブルで捻ひねりつぶさなければならない。なんなら、俺はある種の使命感に駆かられていた。数字盤にチップを置く。

「お、おい、マサル！　イゼッタは狙ねらったところに玉を落とせるんじゃあ──」

　任せると言ったばかりのリリーナが騒さわぐ。

　戸と惑まどうのは当然だろう。先に賭かけると、その場所を避さけられる。

「いいんだよ」

　俺は前後18目賭けの１～18にノーマルチップ２枚を置いた。

「……」

　イゼッタも俺の行動を訝いぶかしんでいるようだ。玉を投げ入れる前にベットすればイゼッタは恣し意い的てきに外すことができるため、絶対に的中しない。

　──だからこそ、このタイミングでベットする。

　合理性のない行動は、他人を動どう揺ようさせ、おびえさせる。これは奇き策さくなんかじゃあない。

　俺も玉を狙って落とすことができるのだから、これは純じゆん粋すいな読み合いの勝負だ。

　親番はどこに玉を落とすか、子はどこにベットするか……。読み切ったほうの勝ちだ。

　読み合いで、負けるつもりはない。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのか……」

「いいから黙って見てろ。ハナコを見習えよ、さっきから一言もしゃべってねーだろ」

　ハナコは手を祈いのりの形に組んで、じっとこちらを見ていた。言葉を発することを無理に抑おさえているのが分かるくらい、硬かたく口を結んでいる。

「……」

　リリーナもハナコの様子を見て、再び下がった。

　俺は視線を戻す。イゼッタは表情にこそださないが、動揺していることは見て取れた。

　例えば、こいつが恐れているのはこうだ。

　俺が玉を投げ入れる前にベットしたのはブラフで、１～18に玉を入れることを避けさせておきながら、イゼッタが玉を投げ入れたあとに、例えば肉体チップ５枚を、数字をずらしながら４目賭かけしつつ、ノーマルチップ１枚を１目賭けをする。

　すると、36の１か所だけを除いて、どんな数字がでても的中すればイゼッタは飛ぶ。

　俺があらかじめ賭けた１～18を避けるなら、18分の17で負けるベット。

　それを怖こわがっている。

　そうだよな、イゼッタ。そんな危険を冒おかすことはできないはずだ。

　ならば──。

　制限時間を知らせるベルが鳴った。

　イゼッタは既すでに玉を投げ入れている。

　……。

　……。

「黒の８！　的中だ」

　リリーナが驚おどろきと歓かん喜きの声をあげる。

　数字盤ばんの上に置かれたチップが消えると、俺の手元に４枚のノーマルチップが出現する。18目賭けでノーマルチップ２枚的中の配当だ。

「す、すごい。既にベットしているところに落とさせた……」

　どうだ、イゼッタ。俺の手持ちチップはノーマルチップ２枚と肉体チップ５枚。出血は最小に抑えた。先に置いたノーマルチップ２枚からチップは追加していない。

　イゼッタは飛ぶ可能性の前に、弱気になったのだ。

　このイゼッタのノーマルチップ４枚の支し払はらいは、いわばフリだ。

　ここから、いっきに付け入る。心が弱った者ほど読みやすい人間はいない。

「分かっただろ。お前は俺に勝てない。お前の精神はいま、俺の精神の下に立った」

　的中に何も反応しなかったイゼッタは、顔をあげて俺を見る。

　……冷静。俺は色のないイゼッタの瞳ひとみに、落ち着きを見た。

　この女、焦あせっていない？

「……多少リードしたくらいで偉えらそうにするな」

「……次、親はウイン……」

　フロランタンの進行が入る。俺の親番だ。

　イゼッタとすれ違ちがう。俺はルーレットの前に移動して、玉を拾った。

「さあ、どこでも賭けろ。外してやるよ。お前は当てられない」

　俺はわざと挑ちよう発はつした。読み合いに持ち込みたかったからだ。俺にリードされてプライドを傷つけられているこいつは、俺の煽あおりにも過か敏びんに反応してくるはずだ。

「くく……」

　数字盤の前に戻ったイゼッタが、笑みをこぼした。

「くくくく……」

「何がおかしい」

「外してやる、ね。どうぞ、やってもらおうじゃないか。こちらの動きを読む必要なんてない」

　イゼッタはチップを鷲わし摑づかみにすると、投げつけるように数字盤に配置した。

「……特とつ攻こうかよ」

　イゼッタのベットは、肉体チップ４枚をばらばらに６目賭け。１～24が的中だ。

　そして、ノーマルチップ２枚を１目賭けで25、26──。

　全額投入オールイン。どこに当たっても俺は一発で飛ぶ。

「26か所。36分の26でお前の負けだ」

　的中すればイゼッタの勝ち、外れれば俺の勝ち。

　追い込まれているのだから、ここを最後の勝負所とするのは理解できる。

　だが、なぜ俺が玉を投げる前に賭ける。

「おい……。俺の真ま似ねをしようってんなら──」




「『命令』。リリーナ、マサルの右みぎ腕うでを折れ」




　イゼッタの細い指の先には、朱しゆ色の頭チップがあった。

　瞬しゆん間かん、俺の右みぎ肘ひじが爆はぜた。

　──いや、そう感じた。

　背後にいたリリーナが瞬しゆん時じに俺の右腕をとって、関節を逆向けに折っていた。

　リリーナの瞳から色が失せ、黒目がただの穴のようになっている。意識がない。だがその身体は主の命令に忠実だった。どうやったのかすら分からない早はや業わざだったのは、リリーナの体術のせいか。

　唐とう突とつの出来事に、俺はむしろ冷静になった。

　俺の頭も、そして腕も、生まれて初めての経験を興味深く感じた。

　しかし、それも一いつ瞬しゆん。

　肘に激痛が走る。

「ぐううううううううう……ッッッ！」

　腕を抱かかえて、膝ひざをついた。痛みが熱となって全身に広がり、顔面中から脂あぶら汗あせがにじみ出る。

「けらけらけらけらけらけらけらけらけらけらけらけらけら」

　マリオ君がさっきまでと変わらず笑っている。声の調子は変わらないのに、この状じよう況きようで、俺にとっては邪じや悪あくをたっぷりと込めたように聞こえる。

　イゼッタが腹の底から吐はき出すような、金切り声にも似た笑いをマリオ君に重ねた。

「ま、マサル様あッ！」

　これまで黙だまっていたハナコが声を上げた。近寄ってはこないが、悲痛な叫さけびだった。

「ひゃああはははは！　これでも好きなところに投げ入れられるっていうのなら、やってみろ！」

「はっ……。わ、私は……ッ、マサルッ！」

　意識を戻したリリーナが俺の肩かたを抱だく。

「す、すまないマサル！　私はそんなつもりでは……！」

「黙ってろ、お前ら！　くっそ……」

　いまはリリーナにもハナコにも構っている場合じゃない。俺はリリーナの腕を払はらって、立ち上がった。

　くそ。

　くそ、くそ、くそ……！

　そうだ。脱だつ落らくした人間の肉体チップも使用できるとフロランタンは言っていた。

　右腕は使い物にならない。恐おそらく脱だつ臼きゆうしているだけだからはめ直せば動きはするだろう。しかし、玉を狙った場所に落とすには微び妙みような力加減なしにはできない。応急手当をしたとしても、右手で放っては狙い通りにいかないだろう。

　左手でやるしかない。

　……俺ならできる。

「おおおおおおおおおおおおお！」

　痛みを堪こらえるため、そして精神力の全てを左手に集中するために雄おたけびをあげる。

　勢いのままに俺は玉を投げた。

　玉は横に飛ぶ。航空機のように滑なめらかに着陸すると、摩ま擦さつの少ない回転盤の端はしを駆けていく。

　回転盤はまわる。玉は逆方向に同じ速度で走る。

　──からん。

　玉が止まった。

「ッ！」

　リリーナが走ってきて俺に飛びつくように抱きついた。

「はずれだ！　はずれたぞッ！」

「いてェ！　やめろ、死ぬ！」

　折れた腕のことも気にせず俺の身体をがたがたと揺ゆらす。

　……外してやったぞ。

　イゼッタは無表情に俺を見ている。

　俺の持ち金は依然、ノーマルチップ２枚、肉体チップ５枚。

　イゼッタはノーマルチップ１枚を残すのみ。

「どうだ……。やってやったぜ」

　息を荒あららげながら言った。腕の痛みは、達成感によって多少はまぎれている。

「むしろありがたいくらいだ……」

　肉体支配ルーレットのルール上、身体の破は壊かいが禁じられていないことは気付いていた。

「イゼッタ、お前の覚かく悟ごが分かってよかった……。ギャンブルはそれくらいの気き概がいで臨まなきゃおもしろくねえ。これで俺も躊ちゆう躇ちよなくやれる」

　あえてこの方法を選んでこなかった。暴力は不可欠じゃないし、俺の趣しゆ味みでもない。

　しかし、相手にその覚悟があるなら、俺は全力でベットする。

「マサル、何を……」

「痛いからな、覚悟しろよ……」

　俺は紫むらさきのチップをつまみあげて、イゼッタに向かって突つき出した。




「『命令』だ！　イゼッタ！　自分の右足を折れ！」




　俺の手にあるのは頭チップ。どんな命令でも従うしかない。

　こいつは人も殺している。仮に俺が先に仕し掛かけたとしても、こいつらは驚かなかっただろう。つまりお互たがいがこの勝負における暴力を了りよう承しようしているということだ。だったら持ちうる全ての方策で勝とうとしてこそ、ギャンブルは──。

　……。

　…………。

　マリオ君の笑い声が聞こえてこない。

　…………何も起きない？




「『命令』です。マサル。左足を、テーブルに思い切り叩たたきつけなさい。振ふり抜ぬくように」




　不意に、アースラの宣告。

　俺の左足が、大きく振りかぶられた。

「けらけらけらけらけらけらけらけらけらけらけら」

「お、おい……何で……！　俺の『命令』は……」

　足に引っ張られるように、上体が前に倒たおれる。サッカー選手がコートの端までボールを蹴けるときのような、全力で物を蹴り飛ばすときのような、そんな動き。

「ま、待て待て待て待────────ッッがっはあッッ！！！」

　左足の動きを止めることはできなかった。

　俺はテーブルの脚あしを、脛すねの中心でとらえるように蹴り抜いた。しかし蹴り抜けるわけもなく、俺の全力が脛に集中した。

　びしいっ──。

　小枝をまとめて折ったような音が部屋に響ひびく。

　左足も折られた。
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　日本にいたときも、ギャンブルの最中に暴力を振るわれることなんてなかった。

　暴力を振るうというのは一いつ般ぱん人が思っている以上に精神に負担をかける。頭のねじが一本ぶっ飛んでいないと、とてもではないが耐たえられない。

　さっき俺がイゼッタの足を折ろうとしたのは、腕の痛みと怒いかりでその負担を忘れることができたからだ。

　……躊躇が無かった。

　この女共、いかれてやがる。

　俺は声を出すこともできず、ただごおごおと息をするのみで床ゆかに転げまわった。いや、それすらもままならない。なにせ、右腕も、左足も折れている。いつの間にか左足に繫つながっていた糸は消えていた。

　脱落したプレイヤーが肉体チップを使用できないというルールはない。アースラが使用してくることは想定していたし、すかさず反撃するつもりだった。

　が……。

　ひっくり返された芋いも虫むしのようにのたうつ。

　一瞬見えたハナコは、泣きじゃくりながら、祈いのりの手に顔をうずめていた。

「……な、なぜ……！　なぜ、お前には『命令』が……！」

　リリーナが悲鳴にも近い声で言う。

「も、もしや偽ぎ名めいか!?　いや、ルクルー家の姉妹はアースラとイゼッタで間ま違ちがいない！　そうか、貴様ら本当はアースラとイゼッタではないな！」

　──違う。

　天使は確かにこの２人の名前を呼んでいた。神事である王位継けい承しよう戦をしようっていうときに、天使が違う人物の名前を呼ぶはずがない。天使の考えていることなんて分かるわけもないが、理り屈くつでいえばそうなるだろう。

　そう、まったく違うことを考えるべきだ。この世界には──。

「……次の親、イゼッタ……」

　勝負が中断しそうになったのを見てフロランタンが静かに促うながす。俺に対する気き遣づかいなんてものは微み塵じんも感じられない。

「マサル……ベットはできそうか？」

　リリーナの肩を借りて、立ち上がる。

「つうう……」

　左足に力が入らない。右みぎ腕うでのせいでバランスもとれない。立っているのもやっとというのはまさにこんな感じなんだろう。

「ああ……。イゼッタ、はやく投げ入れろ……」

「断る」

「ああ？」

　腕組みをしたイゼッタが、憮ぶ然ぜんとした顔で俺を見る。

「棄き権けんしろ。私は玉を投げ入れない。いつまででも待っていよう。その間、お前は治ち療りようすることもできず、延々と痛みに耐えることになる」

「バカなことを言うな！　マサルはそんなことには屈くつしな──」

　リリーナの言葉を遮さえぎるようにして、イゼッタが手を前に出した。

　その手には朱しゆ色の右手チップ。

「そういうならば、もっと苦しんでもらうこともできる」

「くッ……」

　確かに、これ以上痛めつけられたら、本当に意識が飛んでしまうかもしれない。気絶したらどうなる？

　リタイアという扱あつかいになってもおかしくない。勝負を中断することになったら、イゼッタが切りかかってくる可能性もあるんじゃないか。とにかく、これ以上、何かされるのはまずい。ただでさえ朦もう朧ろうとしてきている。俺の脳が痛みから逃のがれるために眠ねむろうとしているのが分かる。

「くそ……」

　思わず漏もらした。

「だから棄権すればいいと言っているではないか」

「卑ひ怯きよう者が！」

　リリーナが怒ど鳴なった。

「なぜこんなことをする！　こんな卑怯な手を使って……殺人まで犯して、どうしてお前たちは王になりたいんだ！」

　イゼッタは唇くちびるを吊つり上げた。笑いではない。これはただの歪ゆがみだ。

「私達は王になる気なんてない。何がうれしくてそんなおぞましいものにならないといけない」

　なに？

　リリーナも俺と同じく、イゼッタの言葉が理解できないようだ。

「だったら、なぜ……」

「私たちの父、リカルド・ルクルーは殺された。貴族の手によってな」

　歪んだ表情のまま、イゼッタは言う。

「父上は勇ゆう敢かんな武人であるとともに、商才を持っていた。金が入れば入るほど、さらなる富と権力を手に入れた。そして、父上は当時の国の体制を憂うれい、だからこそ自分が上りつめて国政を正すといつも息巻いていた。国を自分が思う理想の形にしたかったんだ。国を想おもい、民を想い、そしてルクルー家と家族をいつも想っていた」

「……」

「だが、貴族どもの嫉しつ妬とが父を殺した」

　どこかで耳にしたことがある話だ。

「王は、父上を殺した醜みにくい権力の象しよう徴ちようだ。そんなもの、ぶち壊こわしてやる」

「ならばなぜ王になろうという。別の方法もあるだろう」

「私達はこの国を滅ほろぼす。愛国者であった父上を殺したこの国を、私達の手で壊かい滅めつさせる」

「なんだと……！」

　壊滅……。こいつらは国を転てん覆ぷくさせようとしているのか？

　つまり──。

「馬ば鹿かな。王の権力をもってしても、女神の恩おん恵けいを受けるこのコーズベルトを滅ぼすことなんてできるものか。王位継承戦さえ行えば、いつでも代わりの王は現れる」

「それはどうだかな」

　不気味に唇を引き延ばす。今度は笑みだ。

「さあ……、与よ太た話は終わりだ。棄権しろ、ウイン。お前、顔から血の気が引いているぞ」

　気を抜いたら視界がブラックアウトしそうな気がする。たまに、上下と左右が瞬しゆん間かん的に逆になったような錯さつ覚かくを覚える。痛みが人間をこんなにおかしくするとは思わなかった。

「マサル……、王位継承戦に巻き込んで、こんな目に遭わせてしまっていることはすまないと思っている。この勝負が終わったら、いくらでも詫わびるし、礼もする……」

　リリーナの顔を見る力もない。

　前をぼうっと見ていると、泣き声が聞こえてくる。リリーナだ。いつもは武人みたいに振ふる舞まっているくせに。こういうときは泣くのか。

「……だが、今だけは……がんばってくれ。私は、この国のために、こいつらを王にするわけにはいかない──」




「頼たのむ。私を王にしてくれ……」




　勝つ……。

　そうだ。俺は勝つ。

　俺は、俺のために、勝つんだ。

　この女を王にできるか。それがいまの俺の人生を賭かけたギャンブルだ。

「……お前が」

「なんだ？」

「お前が、キスでもしてくれりゃあ、痛みはどっか行くかもな……」

「な!?」

「ばーか、噓うそだよ……。だが、次は真面目な頼みだ」

　リリーナの首に回している腕うでに力を込めて引き寄せた。

「リリーナ……俺に魔ま法ほうをかけろ」

「え……？　ど、どういうことだ」

「お前の魔法をかけろって言ってるんだよ。本気でやれ……本気とかあるのかしらんが、とにかく全力で魔法をかけろ」

「お、お前も知っているだろう……。不ふ甲が斐いないが、私の魔法は何の役にも立たない」

「お前の魔法が役に立つならもっと早く使わせてる……。脱だつ落らくしていても使えるのは、お前の魔法だからだ」

　首を傾かたむけて、視線を合わせる。

「わ、分かった。でも、どうして……」

　リリーナが横から俺の顔に向かって手を開くと、柔やわらかな光が生じた。

　目に眩まぶしくないほどの強さ。顔の半分が温かく感じられると、腕と脚の痛みが和やわらいでいくような気がした。しかし──。

「足りない……」

「え？」

「もっとだ！」

　リリーナの手の光が強くなる。

　よし……。いい感じだ。

「リリーナ、楽しいときはどうする？」

「なにを言っているんだ、マサル……？」

「分かんねーか？」

　頰ほおの筋肉がぴくついた。そう感じると、いっきに持ち上がる。




「楽しいときは笑うに決まってんだろ」




　言い終わるのと、同時に俺は話すことができなくなった。

　今後は腹の筋肉が小刻みに震ふるえ始める。

「……ふふふふふふ」

　俺は笑いがこみ上げてくるのを感じた。

「ははははははは！　すげーな、お前の魔法は！　こんなに痛くて、苦しいのに、笑えて仕方がないッ」

　俺は勢いに任せて左手でチップを摑つかんだ。

「最後の賭けラストベツトだ！　赤の１に肉体チップ５枚をベットする！」

　数字盤ばんにチップを叩たたきつける。

「何だ、その魔法は……人を笑わせる魔法か？」

　冷たい目で俺たちを静観していたイゼッタが鼻を鳴らした。

「はっ。なんてくだらない。言っておくが、私は絶対に玉を投げ入れない。ウインがことギャンブルにおいては優ゆう秀しゆうであることは認めよう。だから一切勝負しない。さらに痛みを与あたえてもいい」

　言いながら、リリーナの肉体チップをつまみあげる。

「いいや、お前は勝負するね」

　俺は手元にあった、これまで奪うばってきた紫の肉体チップを全て摑みあげた。

　それをイゼッタに向ける。




「『命令』だ。アースラ、玉を赤の１に投げ入れろ」




「な、なにいいいいいいいい！」

　絶ぜつ叫きようした。

「けらけらけらけらけらけらけらけらけらけらけら」

　今度はマリオ君も笑ってくれた。

「貴様、き、気付いたのか!?　ぐうううううう……」

　イゼッタ、いや、姉のアースラの身体が見えないロープで引っ張られるように動く。

「アースラぁ！」

　姉の格好をした妹のイゼッタが、入れ替かわりを忘れて姉の名を呼んだ。

「止まれ！　止まれえええええ！　がああああああああああ！」

　必死にこらえようとしているが、無む駄だ。思い切り腕を殴なぐりつけようが、テーブルに叩きつけようが、止まる気配はない。

「なぜだああああ！　なぜ分かったああああ！」

　腕は最短距きよ離りをとって玉を取り、回転盤に投げ入れた。

　見えない力から解放されたイゼッタが前のめりになりながら吐はき散ちらす。

「お前がいま自白したからだよ。この国を亡ぼすつもりだってな」

　リリーナは何が起きているのか理解できないようだ。俺は続ける。
















「そして、王になる気がないとも言った。王にならないなら、どうやって国を亡ぼすか考えれば分かる……」

　笑顔の魔法の効果は消えているが、いまは笑えみを浮うかべることもできる。

「肉体チップの命令は天使の定めたルールだ。効かないなんてことはあり得ない。そしてこの２人がアースラとイゼッタであることは間ま違ちがいないとリリーナが言った。なら、残されている可能性は魔法だ」

「ぐうう……」

　歯をきしませた。リリーナが俺の言葉にかぶせる。

「だ、だが、どんな魔法なら『命令』を打ち消すことができる。天使の力に敵かなう魔法なんてあるのか？」

「天使の魔法には何もしていないさ。こいつらは俺たちの『命令』を無効にしたんだ。至極単純な方法さ。アースラはイゼッタに化け、イゼッタをアースラに化けさせる。つまり──」

　俺は左手の指を弾はじいたあと、姉妹を指さした。




「姉のアースラの魔法は『頑がん強きよう』、妹のイゼッタの魔法は『変身』だ」




「へ、変身……」

「なあ、アースラ。これからはちゃんと名前を呼ぶことにするよ。国を亡ぼすのも、その『変身』でやるつもりなんだろ。王位継けい承しよう戦に勝利して、王位継承式のときにな」

　アースラはテーブルに手をついたまま応えない。うつむいて顔は見えない。

「リリーナとハナコのお陰かげだな」

　俺は２人のほうを見て、彼女たちの言ったことを思い出した。




　リリーナと初めて出会った日、彼女が定食屋で言った。

『王が決まったあとに行われる王位継承の儀ぎ式しきは、厳げん粛しゆくかつ慎しん重ちように行われる。国交のある国家の要人たちが集まるんだ』




　継承権者のカメリアと闘たたかったあとにリリーナが言った。

『私も実際に見たわけではないから伝聞に過ぎないが、王おう冠かんは勝ち残った継承権者だけが被かぶることを許される……。勝ち残った継承権者以外が手にすると激しい魔ま力りよくの暴走が起きるという噂うわさだ』




　奴ど隷れい商人から解放されたハナコが言った。

『魔力の暴走には常に爆ばく発はつを伴ともなうのです……』




　俺は左手の指の腹をくっつけて、腕を突つき出す。

「２人が与えてくれたヒント、ここから導き出される結論はこうだ……」

　指を花火のように広げる。爆発だ。

「人ひと違ちがいで王位を受けるということか……」

「その通りだ。最後に残る王位継承者は１人。そして入れ替わった状態で継承を受けることで爆発を起こし、儀式に参加した要人たちを巻き込んで殺す。そうなれば必ず戦争が起きる。コーズベルトは多数の国から狙ねらわれることになり、待っているのは破は滅めつだ」

「……」

　アースラは応えない。

「長いこと前から、お前たちは入れ替わっていたんだろ。人格が違えば疑う者もでてくる。王位継承戦でまともにギャンブルをしなかったのも納得だ。２人とも魔法を使わないなんて怪あやしいからな。ま、片方は『頑強』だから使っても意味がないだけだが」

　変身だってふつうのギャンブルだったらどう使えばいいか分からない。生かされたのはこの肉体支配ルーレットだからだ。

「それにしても天使ってやつは食わせもんだ。このルーレットだって姉妹に肩かた入いれしたようなルールになっている。まあ、俺とリリーナは何をやっても不利なんだからこれを不公平というつもりはないが、それを分かっていてギャンブルを選んでいるんだから本当に嫌いやな奴やつらだな。もはやどうでもいいが、賭かけ代しろの差をルールのほうで調整したってことか？　女神に何か言われてやがるのか、お前らは」

「……」

　フロランタンは俺を無視して、つまらなそうに虚こ空くうを見ている。

　俺が言い終わるのと同時に、玉が落ちた。

　──赤の１。

「なぜだ……」

　アースラに繫つながっていた糸が消しよう滅めつする。

　的中。アースラとイゼッタは茫ぼう然ぜんとしている。

「なぜだ……完かん璧ぺきな方法だったのに……なぜ私たちが負けている……」

　アースラがつぶやいた。イゼッタは床ゆかに伏ふして泣きながら嗚お咽えつしている。姉妹の王位継承戦は終わったのだ。

「いつまでも被ひ害がい者しやぶってんじゃねー。リリーナを見習えよ。いちいち説明しねーが、こいつだってお前らと同じような境きよう遇ぐうだ。だが、こいつは国を良くするために王になろうとしている。お前らみたいに、ひねくれて、卑ひ怯きよう者にはならずにな」

「……」

　姉妹の指輪を見ると、色が失われていた。

　継承戦は終わった。もうここに長居する必要もない。気付けばフロランタンも姿を消していた。

「それにしても、王位継承戦っていうのは最高だな。さっき俺が笑ったのは、リリーナの魔ま法ほうのせいだけじゃねー……。お前らがこの継承戦に人生を賭けていることを知って、嬉うれしくなっちまったんだ」

　俺はリリーナの肩かたを借りて姉妹に背を向け、顔だけを向ける。




「ありがとな。人生で一番おもしろいギャンブルだった」










　終章




「あの姉妹、どうされるんです？　告発するのですか」

　ハナコがそよ風にローブの端はしを揺ゆらし、俺を見上げて言う。泣きはらしたあとの目は腫はれぼったく、赤味を帯びている。

「……いや、意味ないだろ。証しよう拠こを残しているくらいならとっくに捕つかまってるはずだ。それに、もはや継承権は失ったんだから、人を殺すことはないんじゃないか」

　希望的観測だが、事情を聞くとそれ以上懲こらしめるつもりもなくなった。あいつらは王位継承戦で復ふく讐しゆうを果たすことに命を懸かけてきた。そのよりどころを失うのは辛つらいことだと俺には分かる。俺だってこの世界にきてギャンブルの本質を一度は失った。

　だからこそ、どう生きていくか、だ。

「さて、着いたぞ」

　俺たちはルクルー家の屋や敷しきを後にしてから、俺の骨を繫ぐための病院を訪れた。何とか腕うでは元の通りになったが、まだ無理はするなと医者に言われている。

　それから王城に来た。

　王城は見上げても先が見えないくらいの高さだった。ドイツかどっかの有名な城をテレビで見たことがあるが、まさにそのままのイメージだ。警備兵が何十人と立っていたが、リリーナが名乗りながら指輪を見せると案外すんなりと入ることができた。王に会おうというわけではないし、俺たちと同じような理由で訪れる継承権者も多いのだろう。

　しばらく石造りの廊ろう下かを進むと、開け放たれた重厚な扉とびらがある。

　広い室内の奥に、それはあった。

「これが……継承者の証あかし……」

　王冠が中空に浮かんでいた。様々な光を放って室内を七色に光らせている。

　王冠には継承権者と同じ数だけ、７７７個の宝石が埋うめ込まれていて、虹にじ色いろのグラデーションができあがっていた。石のひとつひとつの色が違うのだ。

「すげーな」

　王冠の背後に、壁かべのように名前が並んでいる。何かに書かれているのではなく、文字が宙に浮いている。しかし名前は虫食いのようになっていた。強く発光しているものだから気付かなかったが、王冠の石も、よく見ると半分ほどは色を失ってくすんでいる。

　リリーナが、指を差して、つつくような動きをしている。

「ひい、ふう、みい……ん？　どこまで数えた？」

「アホかお前」

　俺は王冠の両りよう脇わきに立つ警備兵に、残っている継承権者の人数を聞いた。名前と石の色の数は、勝ち残っている継承権者の数を表している。

「３０９人だってよ」

「もう半分以上いなくなってるってことじゃないか。マサル、ハナコ。頼たよりにしているぞ」

「はいっ！　マサル様の行くところなら、私はどこまでもついていきます」

「お前、こんな少女に頼ってどうすんだよ。いや、ババアだったか……90歳だもんな」

「ひ、ひどいですっ」

　ハナコは俺の学ランをつまんで引っ張った。それを無視して言う。

「このあとはどうするつもりなんだ。リリーナ」

「そうだな……。一いつ旦たん、腹ごしらえをしながら、次の期限までの間、何をするか相談しよう。いや、その前にやっておくべきことがある」

「……なんだよ？」




　──俺たちはカジノにいた。

　テーブルについている俺の目の前にはチップが山と積まれている。すべて俺がいま勝ち取ったものだ。

「よし、マサル！　さすがだ！」

　リリーナが腕うで組ぐみをして高らかに笑った。目の前では亜あ人じんたちがうなだれている。

　リリーナが俺をカジノに連れてきたのは、呪のろいが解消されているかを確かめるためだった。

　アースラとイゼッタの狙いは国家の転てん覆ぷくだったことが分かった。俺はリリーナに協力する形で彼女たちに王位継けい承しよう戦を挑いどみ、そして撃げき破はした。

　……つまり、姉妹に勝利することで国家転覆を未然に防いだことになる。

　既すでに俺は『救国の英えい雄ゆう』ではないか──。

　リリーナは鼻息荒あらく、そんな仮説を述べた。

　俺たちはカジノを後にして、街を歩いた。

「これほどの金があれば、当分生活には困らないな。はっはっは」

　俺が担いでいる金の詰つまった袋ふくろを、リリーナがばしばしと叩たたく。ハナコは「ほおお」と言いながら袋を撫なでまわす。

「こんなに短時間で稼かせげるなら、マサル様は大だい富ふ豪ごうになってしまうのではないですか？」

「興味ない。なあ、リリーナ。これ、俺が持ってなきゃいけないか？」

「当然だ。でなければ呪いが解消されているかどうか分からないだろう。しかし、しばらく歩いているが、何も起こらないではない……」

　すると、前方から人々の悲鳴が聞こえてきた。




「暴れ馬だーーーーー！」




　……きたな。

「むむ！　おお、モンスターがこっちに向かってくるぞ！」

「あ、あわわわわ」

　俺は予想していた。この世界に来て初めてカジノで金を稼いだあと、この暴れ馬とかいう奴のせいで街の市民たちに金をばらまく羽目になった。しかし、俺がトラブルを予想できているということは、これはもしかすると本当に呪いが解けているかもしれない。

「とあああああああ！」

　リリーナがハナコを抱だきかかえたのを確認して、俺は次の瞬しゆん間かんに逆方向に思い切り飛んだ。

　六本足の巨きよ大だいなモンスターが、地じ響ひびきを伴ともないながら物もの凄すごい勢いで通り抜ぬけていく。

　リリーナとハナコは道の反対側に飛んだようだ。あわてふためく人々に紛まぎれて姿は見えないが、きっと無事だろう。

　俺も大だい丈じよう夫ぶ──。

　どん。

　柔やわらかい壁に自分がぶつかったことに気づく。嫌な予感がして、壁のほうに顔を向けてゆっくりと視線をあげた。

「てめええええええ……。見つけたぞおおおおお」

「ひ、久しぶり……」

　以前に俺から金を巻き上げようとした荒くれ者だった。瞬またたく間に人気のない路地裏に連れ込まれる。狭せまい道を埋うめるほどの体格の男が、俺の胸倉を摑つかんで持ち上げた。

「あの女はいねーようだなああ。たっぷりいたぶってやるぜ。しかも金を持っていやがるたあ、まるでカモがネギを──」

　瞬間。

　俺の視界が白で埋め尽つくされた。

　轟ごう音おんが鳴ったかと思うと、この空間の大気がものすごい勢いでかき回される。台風の比ではない。上下左右も分からないまま、俺の足が地面から離はなれる。身体が宙に浮うきあがったのだ。

　しかも熱い。これは、爆ばく発はつだ。

　気づいたときには、目の前に地面があった。

「ぐえっ」

　叩きつけられたカエルのように、俺は息を吐はきだした。痛みをこらえながら顔をあげると、荒くれ者が気絶しているのが見えた。そして目の前に、俺の手の平より小さな足が現れる。

「大丈夫ですか？　マサル様。リリーナさんが連れられていくマサル様を見ていなかったら、どうなっていたか……」

「お、おお……ありがとな、ハナコ」

　ハナコの後ろから、リリーナが現れる。

「ハナコの魔ま法ほうはすごいな！　しかし、マサルを助けることができたぞ。つまり、これは呪いも──」

　言いかけて、気付く。

　俺の隣となりでぱちぱちと、小さく物が爆ぜる音がした。




　焚たき火びのように、金が燃えていた。




「おああああああああああああああ！！！」

　リリーナが絶ぜつ叫きようした。急いで駆かけ寄よって鞘さやで炎ほのおを払はらおうとするが効果があるはずもない。

　泣きっ面つらで格かく闘とうするリリーナを横目に、ハナコが小さくため息をついた。申し訳なさをたっぷりと込めた口調で俺に語りかける。

「……マサル様、残念ですね」

「俺はそんなに期待してなかったぞ……」

　俺の言葉は意に介かいさずに、肩かたに手をあてて首を小さく横に振ふる。

「国家というものはいつも危険に晒さらされているものです。悪だくみをしている連中は世の中にたくさんいるのですから、その一つの芽を摘つんだくらいでは解呪は難しいのでしょう。今すぐにどうこうするのは諦あきらめたほうがよいと思います」

「いや、だから俺は……」

「くそう！　金が全部燃えてしまった！　マサル、ダメだ。呪いは解けていない！」

　ふんふんと鼻を鳴らしながら、リリーナが戻もどってきた。

「だから、俺は呪いのことはそんなに、っ痛ッ……」

「大丈夫ですか!?　マサル様！」

　肘ひじに痛みが走った。

　病院で魔ま法ほう治ち療りようを受けたとはいえ、完治しているわけではない。さっきハナコの魔法で吹ふき飛ばされたとき打ち付けてしまったようだ。ハナコが腰こしを落として、心配げな表情をしながら肘をなでてくる。

「いてて……、これはまた病院にいかないと──」

　すると。




「『命令』、リリーナ、マサルの頰ほおに接せつ吻ぷんしろ」




　次の瞬間、俺の頰に柔らかいものが触ふれた。

　その部分が押されて離れると、そこに人の肌はだの温かみが感じられ、すぐに空気に消えていく。

「……なにやってんだ、お前？」

　リリーナの瞳ひとみがすぐ目の前にある。

「なななな、なにやってるんですかリリーナさんんんんんんんんんん！」

　ハナコがリリーナの顔を見上げながら叫さけぶ。

　リリーナの手を見ると、さっきの王位継承戦で使用した朱しゆ色いろの肉体チップがあった。

　王位継承戦のときと同じように、使用されたあとは空気に溶とけていく。

「こ、これは……その……御お礼れいとお詫わびだ。自分の意思では、できんからな……。フロランタンが消えたあともチップが残っていたから拝借してきた……」

「はあ？」

「お前がさっきの継承戦で、せ、せせせ接吻すれば痛みが和やわらぐと言っていたし……、それに……今までお前みたいなギャンブラーはどうしようもない連中ばかりだと思っていたが、その、なんだ……お前とここまで闘たたかってきて──」

「……」

「見直した、ぞ。特に、さっき痛みを堪こらえながら、私のために本気で闘ってくれたところとか……」

　そして頰を赤らめながら、そっぽを向く。俺はキスされたところを撫でた。

「あのなあ、俺はギャンブルがしたかっただけでお前のために闘ってたわけじゃねーし、こんなことされても一文の得にもなりゃしねーし」
















「な、なんだとッ！　まだ誰だれにも捧ささげたことがない唇くちびるだぞ！　それをそんな──」

「ダメですダメです！　私もします！　んーッ！　んーッ！」

　そう言いながら口をすぼめて、背せ伸のびをしてくる。俺はハナコの顔面を手で押さえつけた。

「だってさっきの肉体チップ、頭チップじゃないですよ！　頭チップはゲーム中に──」

　すると、唐とう突とつに俺の腹の虫が盛大な鳴き声をあげた。

「な、なんだ！　腹が減ったのか！　それならそうと言え！　また30日以内に、次の継承戦があるからな！　備えよう！」

　リリーナが照てれ隠かくしをしたいのか、俺の背中を思い切りよく叩く。

「いてッ！　殴なぐるなよ！　怪け我が人だぞ！」

　キスを諦めたハナコが俺の手を握にぎってくる。

　頰を膨ふくらませて、口で「ぷんぷん」と言っている。

「は、早く来い！」

　リリーナが顔を赤らめたまま先を行こうとして、振り返る。

「い、いちおう確認するが……」

「なんだよ」

「お前は、まだ代打ちを続けてくれるよな？」

　眉まゆ尻じりを少し下げているのは不安があったからだろう。確かに、リリーナからすれば、俺が代打ちを続ける保証はない。だが、手足をへし折られようが、俺の腹積もりは、もう決まっている。

「バカ、まだ分かってねーのか」

「……」

　ハナコの手を引いてリリーナに追いつき、思い切り尻しりを叩たたき上げた。

「いった！　な、なにを──」




「こんなおもしろいギャンブル、やめられるわけねーだろ」




　その言葉を聞いて、リリーナは安心したのか、頰を赤く染めて微笑ほほえみを浮かべた。

　しかし、慣れないことをしたせいか、大事なことを忘れていた。

「折れた……」

　間ま違ちがって右みぎ腕うでで叩いてしまったため、腕がまただらりと地面に垂れていた。

「あわわぁわぁ！　ま、マサル様ー！」

「なにをやっている！　すぐに病院に行くぞ！」

　リリーナが俺を背中に担かついで、走り出す。そのあとをハナコが泣きっ面で追いかけてくる。

　先行きが不安だが、俺の王位継けい承しよう戦はしばらく続きそうだ。





了りよう












　あとがき




　初めまして。河かわ本もとほむらと申します。

『レイズ・オン・ファンタジー』いかがでしたでしょうか。

　この小説を書くにあたって、作家兼けんサラリーマンである弟の武む野の光ひかるを毎土日喫きつ茶さ店てんに連れ出しました。ネタ出しから執しつ筆ぴつからダメ出しから夕飯のメニュー決めまで、あらゆることに協力してもらうためです。平日は会社で働き、土日は喫茶店に缶かん詰づめにされている弟の疲ひ労ろうは週を追うごとに目に見える程蓄ちく積せきされていきましたが、それに比例するように、作品の密度は上がっていきました。２人がかりで取り組んだ甲か斐いがありました。




　あとがきから読むタイプの方（僕もそうです）のために説明しておくと、『レイズ・オン・ファンタジー』は異世界でギャンブルをやってしまおうという小説です。異世界ですので、敵はばんばん魔ま法ほうを使ってきますが、主人公鵜う印いん勝まさるは現代日本の高校生。もちろん魔法なんて使えません。そんな世界そんな状じよう況きようで鵜印君はどんなギャンブルをするのか。ていうか勝ち目はあるのか。そういうお話です。




　僕は『賭かケグルイ』というギャンブル漫まん画がでデビューして、現在も連れん載さいを続けています。デビュー以来ずーっといわゆる「ギャンブルもの」を描かき続けているわけですが、このジャンル、ほんと飽あきない。個性豊かな対戦相手、魅み力りよく的な謎なぞ、鮮あざやかな解決。どこまで実現出来ているか分かりませんが、自分の思う「面白さ」を詰つめ込んだことだけは保証できます。




　最後に謝辞を。

　美び麗れいで可愛くて、僕の好みにビンビン突つき刺ささるイラストをご提供いただいたマニャ子先生。しつこいようですが、全面に渡わたって協力してくれた弟の武野光。忙いそがしい中、僕に出版の機会を下さった担当の江え川がわさん。その他たくさんの方々、そしてもちろん読者の皆みな様さまのおかげで、『レイズ・オン・ファンタジー』を世に出すことが出来ました。本当にありがとうございます。そして今後とも、どうぞよろしくお願い致いたします。それでは２巻でお会いしましょう。








河本ほむら

●かわもとほむら



ガンガンＪＯＫＥＲ新人マンガ賞ネーム原作部門奨励賞受賞、『賭ケグルイ』（スクウェア・エニックス刊）でデビュー。異世界でギャンブル！　魔法飛び交う世界で、何の能力も持たない少年はどう戦うのか。弟の武野光と二人がかりで書いた本作は、それだけの物になったと思います。ぜひご覧ください！


















カバー・口絵・本文イラスト／マニャ子

カバーデザイン／柊椋（I.S.W DESIGNING）
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